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真理を学び賜物を生かす

なにを学ぶのか。

どう学ぶのか。

なぜ学ぶのか。

賜物を持たない人はいない。しかし、それがなんなのかはすぐにはわらない。自分の素質や

才能は、自分で探して掘りあてて磨き上げるものだからだ。みなさんの中に眠るさまざまな可

能性を含んだ鉱脈は探し当てられるその日を待っている。

卒業論文「なんでやねん」の時間は、みなさんがこの世界を探究し、同時に自分の賜物を探

究するための時間だ。自分が主人公になった「学びの旅」は大変だ。しかし、「なにを学びたい

か」「どう学ぶのか」、そして「なぜ学ぶのか」を考え続ければ、その旅は素晴らしく楽しく充

実する。その経験は人生の糧となり、消えることのない星となる。

あなたがたは、それぞれが賜物を受けているのですから、神のさまざまな

恵みの良い管理者として、その賜物を用いて、互いに仕えなさい。

ペトロの手紙１ 4 章 10 節 



はじめに 

『卒業論文のデザイン』は清教学園中学校の総合的な学習の時間の授業「なんでやねん」のためのテキ

ストだ。本書の目的は、みなさんの卒業論文完成への手助けにある。

「自分の立てた問い（テーマ）に対して、証拠を示し、論理的に答え（結論）を導いた説得力ある文書」、

清教学園では論文をこう定義している。論文の作成は＜問い＝テーマ＞を探りつつ、図書館やインター

ネットの活用、フィールドワークを通じて様々な情報を集め、論理的で説得力のある文章を組み上げ、＜

答え＝結論＞を導いてゆく、そんな学びの道のりだ。学ぶ分野や題材はなんでもかまわない。

「論文づくりの旅」を手助けするために作られた「道具箱」。それがこのテキストだ。必要に応じて各

種の道具を取り出して活用してほしい。本書は次の６章から構成されている（次ページ見取り図参照）。

これらは、論文づくりのいろいろな場面を想定してつくられている。テキストとはいえ、授業で丁寧に解

説したりはしない。人によって、場面ごとに開く箱が違うので、折に触れて読んで早く慣れてほしい。

第 1 章 ガイダンス：卒業論文「なんでやねん」とはなにか 
 「論文づくりの旅」のためのガイダンスがこの章だ。「論文とはなにか」「論文のテーマ（分野・題材）

にはどんな条件があるのか」「『なんでやねん』にはどんな落とし穴があるのか」といった問いに答えるた

めの章である。この章を通じて、卒業論文全体のイメージをつかんでほしい。

第 2 章 どうやって分野を選び題材をしぼるのか：テーマ設定の前に 
 論文づくりのはじまりで時間と努力を必要とするのが、研究分野や題材の選定だ。「なんでやねん」の

学びの旅の目的地は自分で決めなければならない。だから、どの方角、どんな世界を旅したいのか、まず

は分野・方針を決めなければならない。この章には先輩からのアドバイスや、「やめた方がいいよ」とい

われる分野が紹介されている。また、こうした方針決定の決め手になるのが「おわりに」の執筆だ。ここ

で、学ぶ分野への思い（動機）が熱く述べられるのなら、たとえ「やめた方がいいよ」と言われる分野で

も、進んでいった方がいい場合もよくある。要は、あなた自身の興味・動機次第だ。

第 3 章 どうやって情報を集めピースをつくるのか：情報収集の基礎 
 自分の学びたい分野や方針を探すためにも、また自分の＜問い＝テーマ＞に説得力を持った根拠を示

すためにも、様々な情報が必要だ。そうした情報を得るため図書館やインターネットの活用は不可欠だ。

とはいえ、そのどちらも際限なく広く深い世界であり、分け入るにはそれなりの経験や技術が必要にな

る。まずはリブラリアで本を徹底的に利用したい。また、ネットを通じて公共図書館の本や雑誌を探す必

要もあるだろう。さらに、ネット上にあふれる情報から優れた情報を掘り起こす基礎的な訓練も必要に

なる。そうしてかき集めた本をひたすら読み、必要な情報をピースに落とし込んでいく。

資料が読めたらピースをつくる。ピースは論文作成の基礎単位だ。動植物のからだが細胞でできている

ように、論文はピースでできている。つまり、論文を作る作業の大部分が読書とピースづくりである。

第４章 どうやって現場から学ぶか：フィールドワーク（FW）とプロジェクトの技法 
現場に立つ学び（フィールドワークとプロジェクト）は、「なんでやねん」の“華”だ。この学びが充
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1 年 カリキュラムの概略

１

年 

4 月 
図書館入門 
ガイダンス 

(3 回) 

図書館入門。日本十進
分類、使い方等 講義を受ける/図書館を探索し、興味のある図書を探す 

5 月 
おためし読書 

(2 回) 

本のためし読みによる
多読（フィクション、
ノンフィクション）

机上に置かれた資料セット(3~5 冊)を試し読みする。5 分
×7 セット。手に取った資料の評価を行い、データ入力 

6 月 

はじめての 
探究学習 

「はじたん」 
（6 回） 

画用紙一枚の探究学習
(調べ学習)。参考文献
を引用し、自身のコメ
ントを付してまとめる

図書館で自身の興味に基づいた学習の題材を探す。資料
(人の言葉)を引用し、コメント(自分の言葉)を述べる。画
用紙 1 枚のポスターにまとめ、完成作品をお互いに読み、
相互評価を行う 7 月 

8 月 
もちより 

おためし読書 
(1 回) 

本のためし読みによる
多読(生徒のもちより） 

生徒が各自で持参した資料セット(3~5 冊)を試し読む。5
分×7 セット。手に取った資料の評価を行い、データ入力 

9 月 

情報端末利用 
ガイダンス 

(1 回) 

ドメインログオン
GoogleApps,MS365 等

初期設定 
タイピング練習

各種 Web サービスの初期設定パスワードを再設定する。
端末の基本操作を習得する 

カキナーレ①
悪魔の事典 辞書パロディを書く 

アンブローズ・ビアス『悪魔の辞典』にちなんだ、ブラッ
クユーモアで世の中を俯瞰する辞書パロディ。学校現場
の不条理・負の側面などに着目。批判的かつユーモアを交
えた説明文を書く。ペンネームで作品公開し、相互評価

10 月 
カキナーレ②
にちじょう

(2 回) 

200 字程度の 
「エッセイ」を書く 

テーマ自由のエッセイ作文。日常の出来事を切り取り「テ
ーマ」を見出し、創作も交えながら「オチ」のある作品を
作る。状況や自らの想いを俯瞰する。ペンネームで作品を
執筆し公開。生徒どうしで互いに作品を読み、相互評価す
る

11 月 

感謝の 
たよりを書く 

(10 回) 

普段お世話になってい
る、身近な店や企業な
どへ封書を出す 

感謝を伝えたい身近なモノ・コト・サービスを検討。調べ
学習を行い、業界の成り立ちや組織の仕事について学ぶ。
手紙の書き方を学び、感謝を伝える手紙を事業者に送る 

12 月 

1 月 

2 月 

3 月 
中 3 卒業論文 
発表会参加 

(1 回) 

発表の参観 
質疑応答 

参観振り返り 

自身が興味を持つ中 3 の研究発表会を参観する。似た興
味を持つ先輩が、どのように研究を行ったのかを学ぶ 





3 年 カリキュラムの概略

３

年 

4 月 

卒業論文執筆： 
研究ピース執筆/
フ ィ ー ル ド ワ ー
ク準備（10 回）

先輩の卒業論文を読む 先輩の卒業論文を読み、論文の構造を学ぶ 

卒論テンプレート配布 
論文の各ページが用意されたテンプレート(word)を入
手。これまでに書いた「おわりに」「研究シート」「研究
企画書」の各項目を移植し、論文としての書式に整える 

「研究ピース」執筆 
「小見出し」「まくら文」「引用文(文献表示)」「自身のコ
メント」で構成される、「研究ピース」の型を学ぶ。先行
研究の論に対し、自身の論を加えていく

5 月 
フィールドワーク

(FW)企画
FW(専門家への取材・実験・観察・社会調査等）を企画。
授業担当者と保護者に企画の許可を得る 

6 月 
取材依頼の 
手紙を送る 

FW 先の関係機関に調査の許諾を得る。取材相手にアポを
とるための手紙を書く。調査方法を担当教員と相談する 

7 月 
卒論草稿提出 

(第 1 回)  

これまでに書いた卒論の草稿を提出し、授業担当者から
の添削指導を受ける。生徒どうしでも相互に添削し合う。 
この段階で合格が出ることもある 

8 月 

フィールド
ワーク調査
(夏休み)

FW 実施と報告書執筆 
FW 調査（取材・実験・観察・社会調査等）を実施する。
調査結果を分析し、結論をまとめ、2000 字以上で報告。
原稿を卒論テンプレートの指定箇所にまとめる 

9 月 

卒業論文執筆： 
研 究 の ブ ラ ッ シ
ュアップ（10 回） 

FW 報告提出/ 
研究ピース執筆 

FW 調査の結果をもとに、さらに研究を進める。 
文献講読で研究ピースを増やし、追加の FW 調査も行う 

卒論草稿提出 
(第 2 回) 

これまでに書いた卒論の草稿を提出し、授業担当者から
の添削指導を受ける。生徒どうしでも相互に添削し合う 

10 月 
研究内容/卒論原稿 
ブラッシュアップ  

・研究ピース加筆修正し自身の論を増やす
・研究テーマ再考、章立ての検討、根拠と結論の対応
・図説(写真、グラフ、理論モデル等)追加
・論文体裁を整える(研究意義/目次/参考文献一覧等)
・1 年間の研究経験をもとに「おわりに」加筆修正

11 月 
卒論最終稿 

提出 
受理/仮受理/不受理の 3 段階評価 
添削指導を受けた後、合格基準に到達するまで書き直す 

12 月 

卒業研究発表会 
（5 回） 

発表会ガイダンス/ 
発表ポスター作成 

発表用ポスター(PowerPoint)作成。自身の論文 10000～
40000 字程度を、A1×2p のポスターにまとめる 1 月 

2 月 
参観希望アンケート/

発表ポスター作成 

発表テーマリスト（150 名テーマ一覧）から、参観希望テ
ーマを選ぶ。自身のテーマとの類似、興味・関心に基づ
き、6 件発表テーマを選ぶ 

3 月 
卒論発表会 

発表振り返り 
1 人 10 分 x2 回の発表、6 名分を参観。1・2 年生も参観 
発表会終了後は、アンケート調査による 1 年の振り返り 



第１章  

ガイダンス 
「なんでやねん」とはなにか

卒業論文の２原則 

原則① 自分の興味から目を離さない 

原則② 原則①を忘れない 



「人に与えられる」ではなく「人に与える」学び 

 清教学園中学校 総合学習の集大成、卒業論文「なんでやねん」がいよいよ始まる。一年間をかけて

一つのテーマを突き詰めていく、これまでに経験したことがない挑戦だ。このテキストでは、卒業論文

「なんでやねん」を通じて、君たちにどんな成長を遂げてほしいかを解説する。

「なにを・なぜ・どのように」３つの問い 

この授業で最も大切なの「主体的な学び」だ。一年間を通じて、担

当者は君たちに、以下の 3 つを繰り返し問う。 

② あなたは何を学ぶのか

② どのように学ぶのか

③ なぜ学ぶのか

自分は何に興味があるのか。それをどのような方法で学ぶのか、そ

して学ぶ事にどのような意義や価値があるのか。研究活動を通じこれ

らを常に考え続ける。自らテーマを決め、自ら学ぶことは、(図 1)に示

すように「新しい自分」を発見することに繋がるからだ。

長い人生、誰かに自分の行く先を決められていたのではつまらない

(例:進路、読む本、考えること、恋愛対象…)。しかし、行く先を自分で決めようと思っても、自分がど

のような人間なのかがはっきりしなければ前には進めない。総合学習、そして「なんでやねん」の授業

は、卒業論文の執筆それ自体が目的なのではない。研究活動を通じて「新しい自分」を発見する、その

道のりこそが目的なのだ。

世の中に新しい知識を生み出す 

学校で何を学ぶかは、誰かによって決められている。

決められた内容を、決められた教科書で学ぶ。そのよう

な授業である限り、君たちはいつでも「与えられた知識

を学ぶ人」だ。受動的・他律的な学びが日常化している

といっていい。

一方、卒業論文の授業では、そういった通常の授業と

は異なった目標を設定している。それは、君たちが「与

えられた知識を学ぶ人」から、「知識を生み出す人」に

なるという目標だ（図 2）。先生に指図されて教えても

らうのではなく、自分自身で方針を決めて、図書館を使

い学ぶ。そして、学んだことから新しい知識を生み出し、論文として世の中に発表する。つまり、君た

ち一人ひとりが研究者・専門家になる。中学生でも自分の興味を究めれば、立派な専門家になれる。

卒業論文「なんでやねん」ガイダンス 

（図 2）新しい知識を生み出す人になる



2 つの研究方法を組み合わせる 

自身の興味で、学校の教科書にも載っていない

ようなことを、どうやって学んだらいいのか。今

回は（図 3）に示す２つの方法で研究を進める。ど

ちらが欠けても卒業論文は完成しない。 

① 文献調査

まずは文献（本や論文）を読む。世の中には、君たちが

研究しようとしていることを、先に研究している人がい

る。こういった研究を「先行研究」と呼ぶ。先人に学ばな

い手はない。誰かが書いた本をたくさん読んで、理解し、

自分の知識を蓄えるところからはじめよう。

② フィールドワーク（FW）

もちろん先行研究ばかりを参考にしていたので

は、君たち自身のオリジナルな研究にはならな

い。そこで、実際の現場（フィールド）に出て自

分自身でも調査を行う。専門家への取材や、当事

者へのアンケート、実験、観察、社会調査といっ

た手法を通じて、本にも載っていないようなデータ（1 次資料）を集める。これらをまとめてフィール

ドワークと呼ぶ（FW と書くことも多い）。本にも載っていないような情報なのだから、研究のオリジ

ナリティはこの学びに宿る。自分の足で稼いだ情報が、研究では重要になる。

研究は「段階」を踏まず「局面」をわたり歩く 

「文献調査」と「フィールドワーク」いずれも、研究

活動では必要不可欠だ。先行研究を読み、一方で現場で

情報を集めて分析する。一年間の研究活動では、これら

二つの方法で研究する。

「テーマを決める」「文献調査」「フィールドワー

ク」「論文執筆」…。こういった研究活動の流れは、あ

くまで目安だ。研究には決まった「段階」はない。むし

ろ、研究ではそれぞれの「局面」を行きつ戻りつする。

文献調査は年間を通じて継続するし、専門家への取材で

得て実験を行うこともある。後半になって研究テーマが

変わることもよくある。

それぞれの局面をいったりきたりするうちに、君たちの内に自分だけの「論」が生まれる。自分だけ

の研究テーマ(問い)に答える、自分だけの答え(結論)。研究活動という学びを通じた、自分だけの学び

の実践が、卒業論文の目的だ。

（図 3）二つの方法で研究を進める 

興味があればいずれ「本の虫」になる 



分野で 3 割、題材で 6 割、テーマで 8 割 

テーマの４条件

研究を完成させるためには、自分の興味・関心を

見つめなければならない。「そんなもの無いよ…」

という人も、「問題だ」「興味がある」「おもしろ

い」「不思議だ」と思える題材が、時間をかければ

かならず見つかる。

「分野」は研究したいジャンルだ。「題材」は研

究対象、「テーマ」は研究のタイトルになる問い

だ。たとえば、分野が「特撮」、題材が「仮面ライ

ダー」なら、テーマは「平成仮面ライダーの闘う動機は日本社会とどのような関係にあるか」となる。

分野から題材、そしてテーマが決まるまでには、生徒それぞれにさまざまな道のりがある。「分野が決

まれば3割、題材が絞られれば6割、テーマが決まれば８割終わり」だ。ちなみに、卒業論文のテーマに

は次のような４つの条件がある。 

条件➀…興味を持ち、人に伝える価値がある 

なにより重要なのは強い関心・興味を持つ分野・題材そしてテーマを考える道のりだ。この章の扉に

「卒業論文の２原則」として、「原則① 自分の興味から目を離さない 原則② 原則①を忘れない」と

書いた。それくらい強調しても良いくらい重要だ。 

これまでも、大まかに好きな分野を選んで、題材を絞り込む

先輩が多かった。しかし、ただ興味を持って「好き」だからと

いって、すぐにテーマが設定できるわけではない。「好き」

は、テーマを考えるきっかけのひとつだ。そこから考えを進め

て、「好き」という気分以上に、その研究やテーマが友人や家

族や社会にとって、どんな意味や価値があるのかを考える。そ

れだけに、「問題だ」「大切だ」「許せない」「腹が立つ」と

感じている事柄（これも立派な興味・問題意識だ）からも、よ

いテーマが生まれる場合が多い。 

テーマの「価値（よさ）」を先生に認めさせることができるか否か、その説得力が問われる。卒業論

テーマの 4 条件

テーマの４条件

① 興味を持ち、人に伝える価値がある

② 全員が違うテーマを設定

③ 資料があり、自分の力であつかえる

④ 現場に立てる（取材・プロジェクトなど）



文は「調べました学習」ではない。 

条件➁…全員が違うテーマを設定 

全員が別のテーマを設定する理由は、限られた資料を有効に使い、もたれ合いをなくすためだ。 

では「イヌ」を題材にできるのは学年でひとりなのだろうか。そんなことはない。仮にイヌという同

じ題材でもテーマは無数にある。たとえば、「柴犬はどう改良されてきたか」と「イヌの殺処分はどの

ようなプロセスで実現できるのか」は違うテーマだ。したがって、イヌのように資料が豊富で、異なる

切り口で題材を選べるならば、複数の人が同じ題材を選べる。また、たとえ題材がかなり重なっていて

も、学校以外から自力で資料を探す元気があるなら当然研究は可能だ。図書館に本が無数にあるよう

に、学ぶに値する題材もテーマも無数にある。たとえば2022年度は野球分野の取り上げた生徒が学年で

8名いた。もちろん全員が異なるテーマであった。 

条件③…資料があり、自分の力であつかえる 

「ふたご」について学びたいという生徒がいた。ところが、その生徒は自分で資料をみつけることがで

きず、結局そのテーマをあきらめた。もちろん世の中には双子（多胎児
た た い じ

）に関する資料はある。しかしこ

の生徒には、資料を手に入れる“元気”がなかった。これでは研究のしようがない。 

「生命倫理」や「銀行」について学びたいという生徒もいた。しかし、いろいろな資料を手に入れたも

のの、その資料を“読む力”がその生徒にはなかった。分野・題材によっては難しい資料しかない場合も

ある。資料が見つかりにくい、あっても難しいという分野・題材は、あらかじめアドバイスをする。 

条件④…現場に立てる（フィールドワーク・プロジェクトなど） 

「現場に立つ」とは、現場経験にもとづくフィールドワーク（取材や現地調査）や、プロジェクト（実

験・工作・調理…）を指す。 

図書館やインターネットで調べる、それはそれで不可欠だ。しかし、本やデジタル情報の中から一歩

も出ないで、現場や実物や人から直接に学ぶことのない研究、というのも妙な話だ。また、現場に立つ元

気がなく、机上で済まそうという気持ちの研究は、うまくゆかないのが見えている。 

基本は取材だ。人に直接お会いする経験がみなさんの年頃ではとても大切だからだ。しかし、テーマ

によっては、あるいはコロナの感染状況によってはプロジェクトを認める場合もある。 

なぜ卒業研究なのか 

大学受験では教科の知識が問われる。しかし、大学の中で、また就職試験や社会で、知識ととともに

(時にはそれ以上に)問われることがらがある。それは「何をやりたいのか(WHAT?)｣というあなたの｢目

的意識｣や｢方針｣だ｡また､あなたには｢どんな力があるのか(HOW?)｣という｢特技｣も当然問われる｡加えて

｢なぜその目的を目指すのか(WHY?)｣という｢ 志
こころざし

｣も問われる｡ 

この清教学園で努力すれば、様々な教科の学力を身につけられる。それは先輩が証明している。とは

いえ、それではまだ不十分だ。なぜなら、自分に問いかけて、実際に手さぐりして学んでみないと、

「こんな理由で、これ
．．

がしたい、これ
．．

ができる」というあなた自身の志や方針や特技は明らかにならな

いからだ。この卒業論文は、皆さんが「WHAT? HOW? WHY?」の３つの問いに答える授業である。要は､み

なさんが人生の様々な局面で｢君は一体何者か(WHO?)」が問われるように、この「なんでやねん」でも

あなた自身が問われる。



世の中に対する違和感に、研究でツッコミを入れる

なんで「なんでやねん」やねん 

以前からあった「卒業研究」は、2019 年度から「卒業論文『なんでやねん』」となった。では、

「なんでやねん」とは一体何か。もちろん漫才におけるツッコミである。ツッコミあって漫才の面白さ

は成立する。ボケ役の行動や言動は「ズレ」だ。このズレに対する「違和感」を否定・指摘するのがツ

ッコミだ。したがって、ボケ→ツッコミ→ボケ→ツッコミ…が漫才の脚本の基本設計になる。中学 70

期の卒業論文『漫才はなぜ多様なのか』において、自ら制作した漫才の脚本を以下に引用する。

上記引用を読んで、(A)の台詞に「疑問」や「ズレ」といった「違和感」を感じたことだろう。コン

ビニ店員が飲食店のように接客したり、矛盾した会話をふるおかしさ（ボケ）は、我々に「違和感」を

生じさせる。同時に(B)の台詞は全て、(A)のボケによって発生した「違和感」への否定・指摘だとわか

る。つまりツッコミ「なんでやねん！」は観客自身の「違和感」を代弁している。

さて、研究して論文を書く授業に「なんでやねん」という愛称を採用したのは、このツッコミの意味

を込めているからだ。なぜなら研究とはすなわち、「何か」にツッコミを入れることに他ならないか

ら。世の中の不思議なこと、おかしな状況や現象。依然として世界は、解決すべき謎や課題であふれて

いる。研究論文はそのような謎や課題にツッコミを入れ、解きほぐす行為なのだ。

なぜ卒業論文は「なんでやねん」なのか 

A. 突然なんやけど。

B. どないした？

A. コンビニって、もっと積極的に商品を売り出すべきやと思うねんな。接客型コンビニってどう？

B. いや、今のままでええと思うけど。コンビニに接客はいらんて。

A. じゃあ試しに俺が接客型コンビニの店員やるわ。お前、お客さんやって。いらっしゃいませー。

B. いや、聞けって。っていうかもう始まってた。ウイーン。

A. いらっしゃいませ。こちらお冷です。

B. いらんわ。コンビニで片手ふさいでくんなよ。商品取りにくいやろ。

A. わかったからもう一回やれよ。

B. なんで俺キレられてんの。ウイーン。

A. いらっしゃいませ。何名様でしょうか。

B. 一人ですけど。

A. ドンマイ（笑）

B. 黙れ。

A. 私のおススメはオレンジジュースかお茶ですが。

B. あー、そういう接客する感じのコンビニな。じゃあオレンジジュースで。

A. そういうと思いました。当店お茶のみしか置いてません。

B. なんのおススメやねん。お前の好み聞いてへんわ！

A. お茶目なコンビニだよな、お茶だけに。

B. もうええわ。

(一部省略。全部読みたい人は図書館で借りてね) 



研究テーマは世の中へのツッコミ 

これから始まる論文の執筆において、君たちは一体何にツッコミを入れるのか。その対象を考える事

こそが、自分の研究のテーマ設定だ。ここでは社会にたいして違和感を持った、先輩の卒業論文のメイ

ンタイトルを見てみよう。これらはすべてツッコミに変換できる。

『サッカーで誤審を減らすためにはどうすればいいのか』→「なぜ誤審がおこるねん？ なんでやねん！」

『ADHDの症状に対する社会的認識を向上させるためには』→「ADHDが認識されへんのはなんでやねん！」 

『どうやってオーケストラを地方へ広めるのか』→「地方にオーケストラがないのはなんでやねん！」。 

社会課題だけが違和感の原因ではない。何かしら「知的な疑問」にも、「なんでやねん」がついてくる。 

『何によってうどんのコシが変わるのか』→「うどんのコシが違うのは、一体なんでやねん！」 

『なぜ深海ザメは深海を生息地に選んだのか』→「深海ザメが深海に生息してるのは、なんでやねん！」 

『なぜ仮面ライダーは戦うのか』「仮面ライダー、が戦うのはなんでやねん！」 

社会の課題解決にせよ知的な問題解決にせよ、すべては「なんでやねん」の形に収まる。こうした自分

が解決したい問い（テーマ）の発見と答えが、卒業論文の目標だ。 

反対に「皆がそう思っている」ツッコミどころのないテーマ（好き好きテーマ）が現れる。そうすると

今度は、テーマ自体に「常識確認してどうするん？」「なにが面白い？」にツッコミが入る。注意しよう。 

人生は「なんでやねん」でできている 

振り返って、たとえ漫才でなくとも、人生は「なんでやねん？」の連続だ。普段強く意識をしなくと

も、大小の「なんでやねん」が君たちの中から湧き上がる。「つぎの休み時間どうする？」「放課後なにす

る？」と問い、「ロッカーに教科書取りに行こう」とか、「部活で後輩にあの事伝えよう」と答える。そし

て、その中にごく小さく「なんでやねん（なぜ？）」と突っ込むもう一人の自分が現れる。 

そうした「なんでやねん（なぜ）？」が大きく現れるのが人生の決断の時だ。どこかの大学を志望する

と考える。「○○大学〇〇学部？ なんでやねん？」。どこかで働こうと考える。「この企業を志望する？ 

なんでやねん？」。また、あるときふと考える。「私がいまこうしているのは…なんでやねん？」。 

このようにたとえ明確に意識はしなくとも、無数の大小の「なんでやねん」に答えて人は生きる。みな

さんのこれまでの人生は「なんでやねん」の積み重ねだ。そして、これからの繰り返しの先に、結果とし

て自分の人生が現れる。卒業論文の作成は結構大変だ。大学入試ほどではないが、先生からは「なんでや

ねん？！」の波状攻撃がやってくる。だから、自分が強く大切に思う「なんでやねん？！」が必要だ。 

「なんでやねん」を全国に発信する 

「なんでやねん」で、清教中学校の卒業論文を大阪から日本中に発信したい。清教生の論文は掛け値

なしで全国レベル、超中学生級の論文になる可能性を持っている。どこにでもある「調べさせられ学習」、

あてがわれた問いにおざなりに答える「探究させられました学習」ではないからだ。とはいえ、ただの

「卒業論文」では、せっかくの授業が世間に届かない。そこで大阪で育ち学ぶ清教生ならではのインパ

クトのある愛称を与えたいと考えた。だからこその「なんでやねん」だ。将来「ああ。あの清教学園の

『なんでやねん』で学んだ人なんや！」と言われるようになってほしい。



AI に代替させない学びの道のり 

大変なのは「誤解」のせいかも 

卒業論文は楽しいが大変だ。ところが「大変なだけ」の生徒がいる。授業が終わりに近づいてもなにを

していいのかわからない楽しくない、という生徒が例年一定数現れてしまう。どうしてだろうか。 

この項ではそうした「大変なだけ卒論」の原因を、「学習に対する考え方（誤解）」に求める。論文作成

はふだんの授業と違うので、それまでの経験ややり方がかえって邪魔をする場合がある。そう考えると、

次に紹介するような誤解のどれかが、あなたの研究を邪魔しているのかもしれない。それぞれに愛称も付

けた。まわりに「アリバイ君」や「ショートカットちゃん」、「キャラ男」はいないか。 

誤解① 学習手段説：ノルマちゃん／アリバイ君 

卒業論文を含めて、「学校の学びはよい成績のため、あるいは怒られないためにする」という誤解を、

「学習手段説」という。学びや勉強が“手段”なら、「どれだけやれば合格か」という目標作業量（ノル

マ）や、「サボってないよ」という証拠（アリバイ）のために努力しがちになる。そして、興味のない題

材を積極的に選ぶ。 

誤解② コスパ優先説：楽（らく）ちゃん／コスパ君 

もし学習が“手段”なら、「楽なテーマを見つければいいや」と考えても不思議ではない。このような

誤解を「コスパ優先説」という。では、コスパ優先で本当に楽かというと、そうでもない。楽なだけの題

材やテーマはひとつもないからだ。しかも、たとえ楽に見えても、興味がなければ楽しくならない。反対

に、興味を持った題材に取り組めば、発揮できる力や充実感は想像以上だ。ところが、コスパ君はそれが

信じられないので、力を出し惜しみする。省エネモードに入る。その結果として、愚痴を言いながら、い

やいや「なんでやねん」に取り組むようになる。 

誤解③ キャラ優先説：チョコちゃん／キャラ男くん 

興味より、自分の立場や、「どう見られるか」を優先して題材を考える誤解を「キャラ優先説」という。

こうした考えが強く働きすぎると、気取ったりウケねらいでネタに走ったりして、自分の興味を見つめな

くなる。女子の場合は、チョコレート・紅茶・色・薬剤師などを、男子の場合は食品（バナナ、イモ、イ

ンスタントラーメン…）やちょっと下品なタイトルを選ぶ傾向がある。どちらも「動機や意義に説得力が

ない」という特徴で判定できる。テーマは自分と相談して決めるものだ。教室の人間関係に惑わされては

ならない。自分の心が“これ”と指さしている題材に素直に向かい合いたい。ある先輩が後輩に向けて書

いている。「人の目を気にして大して興味もないのに『可愛いから』とか『かっこいいから』という理由

でテーマを決めない方がいい。私は『あの世』に興味があったから、人目を気にせずにそのテーマ（地獄）

で執筆すると素直に楽しかった」。人からなんと思われようと、自分のこだわりがいつでも正解だ。 

誤解④ 研究筆写説：コピペちゃん／ヒッシャーマン 

ある生徒がやってきて「先生、資料を写す以外になにをすればいいのですか」といった。「丸写しが卒

業論文」そんな誤解を「研究筆写説」という。確かに研究は丸写しの引用なしには進まない。しかし、そ

こにコメントを加えるからオリジナルな研究になる。写すだけならコピー機と変わらない。 

卒業論文を難しくする 8つの誤解 



誤解⑤ 評価分量説：グラムちゃん／ハカリくん 

研究論文が写すだけでできるものなら、「どれだけ写したかで評価される」という誤解も生じる。これ

が「評価分量説」だ。以前、「研究論文が課題」というと、「何枚？ １文字１点だったりして」とつぶや

いた生徒がいた。確かに A4 一枚でノーベル賞を取った論文もある。とはいえ、面白く学べば文字数は当

然増える。例年平均は 13000～15000 字くらいだ。４万字という生徒もいた。たしかに、字数が多ければ

よいわけではない。しかし、テーマへの興味や熱意は分量にも当然現れる。 

誤解⑥ 悩めば解決説：オトメちゃん／Mr.ロダン 

腕を組んで、悩んでいればテーマが決まると考える誤解が「悩めば解決説」だ。なにもしないので題材

やテーマは決まらない。テーマは「こちらから迎えにゆくもの」「掘り出すのの」だからだ。本棚で本を

開く、友だちとしゃべる…。そうして頭と体を動かすと、手がかりが見つかる。だから、図書館には題材

やテーマ発見の「隠し扉」が無数にある。扉の向こうにいくら財宝があっても、扉を開けない者には見つ

からない。開ける手間を惜しんだゲームプレイヤーは、同じステージをぐるぐる回るだけだろう。 

誤解⑦ 天下り説：雨乞いちゃん／ナニカナイ君 

学ぶ内容はいつでも先生が決めて与える、「天から降ってくる」という誤解を「天下り説」という。「な

にかいいテーマないですか」と問われれば、「自分（の頭）で考えて」としかいえない。卒業論文の授業

の一番の特徴は「先回りしない」だ。テーマという一番大切な所を先生に頼る、そんなのはありえない。 

誤解⑧ 近道存在説：ショートカットちゃん／ぬけ道くん 

「問い」を考えて「答え」にたどり着けばいいのだから、答えがありそうなテーマを探してインターネ

ットで答えを探せばよい、という誤解が「近道存在説」だ。これが「好き好きテーマ」の温床になる。遠

回りしたり道に迷ったりして考えた痕跡を論文に残す方が、見栄えのいい正解探しのニュース解説論文

を作るより、ずっとずっとよい（面白くもないし、すぐにネタがばれる）。どんな問いでも考えた過程は

裏切らない。長い目でみれば、そこで考えた経験こそが、あなたの思想を深め価値観の核を作るからだ。

裏を返せば、アリバイ・コスパの複合した「抜け道君」は、残念な生徒と言うしかない。 

結局「近道」は自分の興味 

さて、こうした各種の誤解を読んでくると、自分がどれにもあてはまるような気がして、気が重くなる

かもしれない。だれでもこうした考え方がいくぶんかはあるものだから。そうした誤解に強くしばられな

いよう注意しておけばあまり心配はいらない。なぜならあなたには（まだ見えてはいないかもしれないが）

興味・好奇心・問題意識がかならずあるからだ。それに、なにかしら同じ興味を持った先達・先輩が残し

た「文献」という味方が、図書館やインターネットの中にたくさんあるに決まっている。 

以上の誤解をまとめるとこうなる。卒業論文を何かの手段と考えたり、コスパを優先したり、自分の演

ずるキャラにこだわると、うまくいかない。また、卒業論文は写す作業ではないし、分量で評価されない。

加えて、テーマは悩んでいてもきまらない。結局のところ、自分の興味に正直になるほか抜け道はない。

みなさんに求めるのは ChatGPT のような生成 AI が、これからいくらでもやってくれる「正解探し競争」

ではない。代替が効かない「君自身の学びの道のり」そのものだ。 





第 2 章

どうやって分野を選び

題材をしぼるのか 

ヨーロッパのどこになにしにいくの？





論文のタイトル一行に先輩の 1年がつまっている

次に紹介するのはここ数年の中学の卒業論文のテーマだ。タイトルは「メインタイトル―サブタイトル

―」の形をとる。メインタイトルはテーマとして「問い」の形になり、サブタイトルは端的な形で結論（答

え）が入る。 

➢ 日本の里山を守るために何ができるか：学んで、参加し、広めて里山保護社会をつくる

➢ 危険を伴う月面着陸にどんな意味があったのか：アポロ計画がもたらした最新技術は、多くの技術

分野で応用された

➢ ジブリ飯はなぜ美味しそうに見えるのか：「食べる」から「生きる」を表現する

➢ 外来生物のカメにはどのような対策が必要なのか：関心を持ってもらう国営プロジェクト

➢ なぜ、妖怪が人々の興味の対象となってきたのか：時代と妖怪の変化

➢ どのようにして盲導犬を普及させたら良いのか：視覚障害と社会意識

➢ A.A.ミルン『クマのプーさん』と劇場版『くまのプーさん』にはどのような違いがあるのか？：ア

ニメーションに適した表現の拡がり

➢ クラシックバレエのバレリーナはどのように「美」を表現するのか：ポジション、プリエが支える

アンディオール、アプロン、バランス

➢ 殺処分をゼロにするにはどうすればいいのか：ペット市場全体を見直す法律改正

➢ ポケモンは家庭用ゲームをどう変えたか：ゲームが生むコミュニケーション

➢ 現代の日本におけるお菓子の役割とはなにか：栄養補給から心理的効果、コミュニケーションツー

ルへ

➢ コストコ消費は日本人の買い物にどのような影響を与えたのか：買い物を遊びにした

➢ なぜ教科書から偉人が消えるのか：大学入試における教科書の差をなくす

➢ 高性能カメラ専用機の魅力は多くの人になぜ伝わっていないのか：価格と操作性の難しさ

➢ ガンプラはなぜ親子二代のヒット商品となったのか：ニーズとともに歩む商品

➢ どうすれば日本のフクロウを守ることができるのか：共存する里山と生態系を守る

➢ 動物園ではどのようにして動物福祉を考えているのか：環境エンリッチメントによって野生本来の

環境を整える

➢ パソコンの処理時間短縮には何が必要なのか ：ゲーミング PC 「WASABI 1st」の作製を通じた実証

実験

➢ 硬式テニスラケットはどのように作られているのか：企画とデザインがともに作る魅力ある商品

➢ 食虫植物はなぜ虫を食べるようになったのか：極限の土地で生き残るために





安易な気持ちでテーマを決めると後々後悔 

（卒業論文は）自分の興味のあることを存分にやれ

る授業。だから「楽そう」みたいな安易な気持ちでテ 

ーマを決めると後々後悔する。あと、空いた時間にコ

ツコツやっていないとテーマにもよるけど期日まで

に終わらない。［2018 N.Y］

興味があるから深く考える 

卒業研究は、興味のあることを調べるだけじゃな

くて、そのことについて深く考えて、どのような問題

があるのか、それをどうやって解決すればいいのか

を自分で考える必要があると思います。そうやって、

１つのことを深く考えたり、たくさん本を読んだり、

フィールドワークに行ったりすることで、そのテー

マについて、気づいたらすごく詳しくなっていると

思います。はじめは調べるだけの授業だと思ってい

たけど、やってみると、研究のゴールがなかなか見え

なくて、考えるのが難しかったし、大変でした。また

このような機会があればもっと、自分の身近なこと、

興味のあることを調べていきたいと思います。

［2018Y.M］

はじめは直感的に、めんどくさいなら変える 

まず、直感的に自分がパッとやりたいなーとおも

うことをやればいいと思った。それで、調べていてな

んか面白くなくなったり、調べるのがめんどくさい

なーと思ったらテーマをかえるか、ちょっと趣旨を

変えたらいいのかなと思った。とりあえず、テーマに

よって資料が少なかったり逆に多すぎたりするから

少ないときはがんばって探しまくって、多すぎたら

その中から自分の研究に必要だなーと思うやつだけ

を選べばいいと思った。でも、大概どのテーマにも例

外はあるけど結構資料はいっぱいあるから資料が少

なすぎて困るという事態は起きないと思う。［2018 

D.T］

職業の選択肢の一つになる 

この研究をやることで将来の自分が何の職業につ

いたらわからず悩んでいるときに選択肢の一つにな

るので研究はやったほうがいいと思う。最初はあま

り楽しくないものだと思っていたがやるにつれて

徐々に楽しくなってきたが途中で一回、テーマを変

えようか悩んだが変えずに頑張った結果自分的には

良いものが生まれたので良かった。［2018 T.K］

自分を見つめられた 

私は卒業研究を実施してすごく良かったと思いま

す。まず最初に自分の興味のあることはなにか、自分を

見つめられたし、研究を進めていくにつれて興味がさ

らに深まり、多くの疑問を追求して、答えがわか った

とき、爽快感が感じられました。だから私は後輩に卒業

研究を勧めます。［2018 O.A]

どうせならすきなことを 

なかなかに大変やし、自分らにとってはちょっと難

しすぎるなって感じる。だからそんなには勧めやん。

けど自分みたいに好きなことには興味めちゃある子は

調べていく間はめちゃめんどいけど、だんだん楽し

なってくるかもしやん。いいかんじのんできたら発表

も全然苦じゃないし、逆にもっとしってもらいたいっ

てなると思う。やからたぶんしやなあかんからどーせ

なら、好きなことにしたほうがいい。［2018 K.A］ 

テーマはじめはわからん

（卒業論文を）僕は勧めます。将来つきたい職業にも 

っと興味を持つことができたり、自分が知らなかった

ことをたくさん知ることができたりするからです。僕

にとってこの研究は知らなかったことをたくさん知る

ことができるいい経験でした。はじめは何をしていい

のか、なんのためにしているのか分からずに授業を受

けていたので楽しくはなかったですがやっているうち

に興味が湧いてきて、楽しいものに変わ っていきま

した。次にこのような機会があったら、も っと早いう

ちから面白さに気付くことができたらな

と思いました、［2018 S.A］ 



興味・資料・説得力があればいいけれど 

注意の必要な 10 分野 

どんな分野でも、「興味」と「資料」と「説得力」があれば論文は書ける。しかし、「近づかないほうが

無難」という分野がある。太字で示したような題材は要注意だ（ほかにもあるけれど）。以下にその理由

と、「どうしてもテーマにしたい場合の判定のコツ」について述べ、アドバイスを添える。  

A.タレント・テーマパークグループ…「好き・LOVE」だけでは難しい 

【理由】K-POP・USJ・ディズニーランドなど、アイドル・タレント・遊園地は「ファン」のままでは研

究が難しい。「好き」と気軽に考えて挫折する生徒が毎年現れる。 

【判定のコツ】①自宅のファンブックではなく、まともに書かれた本を探して読めるか。②資料を読ん

で企画書がつくれるか。③アイドル・テーマパーク“LOVE だけ論文”以外のなにかを求めているか。

④先輩の作品をすべて読み、「もう一冊」を加える元気があるか。

【アドバイス】テーマパークに関しては中島恵さんの本を読み X をフォローする。USJ は上場企業でな

いので、資料が少ない。一方で K-POP やアイドルグループにはそれなりに本がある。しかし、ここ 1～3

年で人気のアイドルの資料は存在しないのであきらめる。

B.心理学・メンタルグループ…「形」がないモノはわけがわからなくなりがち 

【理由】心理学・スポーツメンタル関係は難しい。取り出して目の前に置けない「こころ」は、取り扱

いにくいからだ。性格・夢・人の気持ち・対人恐怖・心を癒す音楽（音楽療法）・表情・笑い等もお勧め

しない。睡眠・記憶・錯覚に興味を持つ生徒も多いが、こちらの基本は脳科学で理系の学問。 

【判定のコツ】①リブラリアと公共図書館を探して心理学・スポーツメンタルの本をどれほど読めたか。

②心理学ではどんな分野に興味があるのか、本に付箋紙を付けるなどして具体的に示す。

【アドバイス】心理学の入門書を読む。そのうえでなぜ興味を持ったのか動機をくわしく書き出す。別

の視点からテーマ設定できるかもしれない。ちなみに、心理学を学んでも人の心はわからない。 

C.オカルト・疑似科学「トンデモ本」グループ…信じるのは勝手だが証拠はないな 

【理由】U F O（宇宙人）・超能力・幽霊は存在する確証がない。あるのかないのか，わからないものは

研究できない。血液型と性格・超心理学・波動・クラスター等の科学的な雰囲気をまとった疑似
ぎ じ

科学，

あるいは都市伝説・陰謀論も同様である。 

【判定のコツ】①宇宙人を連れてくる。空中浮遊してみせる。②疑似科学・陰謀論は認めない。疑似科

学は飛躍した論理で「証明できない事柄」を訴える。これらの本はまとめて「トンデモ本」と呼ばれる。 

【アドバイス】社会的な問題としての疑似科学・陰謀論研究はあっても勧めない。一方、妖怪・地獄・

ドラゴンなどは「民俗学」の棚へ。おもしろい研究がある。ただし、研究してもドラゴンは召喚できな

いし、妖怪には会えない。念のため。 

「やめた方がいいよ～」と言われる 10 分野 



D.民間療法・健康法グループ…効果の証拠がない 

【理由】アロマテラピー・カラーセラピー・音楽療法など、民間療法や代替療法・健康法はやめておく。

効果の科学的な根拠がないからだ。効果が科学的に認められれば医師が治療で使う。健康食品・サプリ

メントなども同様に効果は不明。「効果は個人の感想です」がほとんど。感想だけならだれでも言える。 

【判定のコツ】興味があれば「香・香料」「色彩」「薬用植物」「栄養」を学ぶ。学問的背景がある。 

【アドバイス】各種の検定のテキストには比較的まともなことが書いてある。ただし効果のエビデンス

（証拠）が示されることはない。「～～によいと言われています」と書かれているのが一般的。 

E.美容産業グループ…信頼できる資料は難しい 

【理由】肌荒れ・美肌・ダイエット・エステ・歯列矯正・ネイル等は皮膚科学・医療。資料が難しくハ

ードルが高い。 

【判定のコツ】にきび・肌荒れ・歯列矯正は信用できる医師の専門書を読んでいるか。エステ・ダイエ

ット・美肌等は資料を集めて先生を説得できるか。 

【アドバイス】「化粧品」「化粧」はしっかりした本と先輩の作品がある。美容産業に興味があるなら

ビジネスやデザインや技術などの視点からの研究が無難かも。関連して「美人」は大人向けの本に限ら

れる。「モデル」は撤退例が多い。過去に何人か挑戦したが資料が読めなかった。 

F.犯罪・ミリオタグループ…犯罪や戦争を楽しまない 

【理由】麻薬・ヤクザなど法律違反の薬物・集団は興味本位に扱わない。銃・兵器・戦争も同様。

【判定のコツ】①麻薬やヤクザ等は社会の問題として扱う。②ミリタリーはテーマを絞り、それが（趣

味をこえて）なぜ研究に値するのかを企画書に書く。③先輩の研究を持参してコメントする。 

【アドバイス】「銃を向けられる側」への想像力を持つ。切っても撃って人が死に怪我をする。犯罪・戦

争被害者の前で自分の論文が読めるか想像する。兵器は39類の軍事だが2類の歴史や5類の技術も。 

G.漫画・映画・ゲームの「作品論」グループ…読む・書く力が必要 

【理由】ジブリ（宮崎アニメ）・ゴジラ・仮面ライダー・荒野行動・ウルトラマンなど、映画や番組・漫

画・ゲーム“作品”を取り上げる研究は厄介。これらをひっくるめて「作品論」という。作品論は漫画

や、映画や番組を見るのは当然として、その作品について書かれた
．．．．．．．．．．．．

資料
．．

を読まなければならない。読解

力が必要。ジブリと宮崎駿は途中であきらめたテーマ№１である。

【判定のコツ】アニメ・マンガ・特撮系は大量に本がある。どれだけ読み込んでいるかで判断。

【アドバイス】これまで作品論で卒業論文を書き上げた者はみな、読み書きの力があった。 

H.SNSグループ…現在進行形の話題は難しい 

【理由】特定のアプリTwitter・Instagram・TikTok・LINEなどは資料を追いかけるのが大変。企業とし

ても情報を開示していない場合が多い。ちなみにTikTokは中国企業。SNSの仕組みの理解で終わる。 

【判定のコツ】①SNS 全体の知識を学ぶ。②アプリの「使い方紹介」は研究にならない How-to テーマ。 

【アドバイス】SNS全体に関する資料は豊富。生徒のSNSの使用についての研究ならありか。「YouTuber

の番組分析・作成」等のプロジェクト型の研究もありかもしれない。



I.高度科学・テクノロジーグループ…「スゲー」ではじめても、なぜ回して終わる 

ₒ ₓVRהブラックホール・相対性理論・タイムマシン⌂≥│ ╩ ┬∞↑≢╙ ⁹

ₒ ─◖♠ₓᵑ≥╣∞↑ ╩ ╖ ╪≢™╢⅛≢ ⁹ᵒ ─ ╩ ⇔◖ⱷfi♩⇔≡╖╢⁹

ₒ▪♪Ᵽ▬☻ₓ⌂−⅛ ⌐ ™⁹FW⌐ ∫≡╙ ─ ≢ ⅜≢⅝⌂ↄ≡ ∆╢⁹ 

J.資格高度専門職業グループΝ仕事の内容をなぜ回して終わる 

ₒ ₓ公認会計士・銀行・建築士・財務省・企業診断士・ファイナンシャルプランナー⌂≥│

╩ ┬∞↑≢╙ ⁹⌂−⅛ ⌐ ™⁹ ─ │薬剤師⁹↓╣╠─ ⌐№↓⅜╣╢ ∟│

╦⅛╢⁹⇔⅛⇔₈ ╪≢ ₉│ ⌐⌂╠⌂™⁹FW⌐ ∫≡╙ ─ ≢ ⅜≢⅝⌂™⁹ ╛

⅜ ─ ⅜ ™╟℮∞⅜⁸ ⌂─│ ─ ┼─ ⁹

ₒ ─◖♠ₓ≥╣∞↑ ╩ ╖ ╪≢™╢⅛≢ ⁹

ₒ▪♪Ᵽ▬☻  x ─╙≤⌐№╢ ⁸ ⅎ┌☻♩♇◒╛ⱨ꜡₈√∫™≥כ⅔ ─ ╣₉⁸₈ ─

₉⁸₈ ─ ₉⁸₈ ה ₉⌂≥ ⌐ ∆╢ ≢ ╩ ╘╢⁹↓℮⇔√ ⌐

⅜⌂™⌂╠⁸√≤ⅎ ⇔≡ ╩≤∫≡╙⁸ │ ⇔ↄ⌂⅛╤℮⁹

「やめろ」といわれてもやる、もあり 

10─ ╩ ⇔≡⅝√⁹↓╣╠─ ╩╛╡√™≤ ⅎ┌⁸₈╛╘√╒℮⅜™™╟₉≤╕∏│

℮⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ╩ ╖ →≡ ⅜ ∫≡№∫≡ ⁸ ™√╙─╩ ∫≡⅝≡⁸ ↄ

╢⌂╠┌⁸ ╪≢ ⌐─╢⁹ ⌐⁸ ⌂≥│ ╛ ⅜ ⅝⌂╠ ╘╢ ╙№╢⁹ ⌐⁸

╛ ╛ ♩ꜟ◌○ה ⌂≥≢ ⌂ ╩⇔√ ╙∆ↄ⌂ↄ⌂™⁹



結局は自分が題材・テーマを見出す 

面接は怖いか 

₈⌂⅛⌂⅛ ⌐↓⌂™≢∆⌡₉∕╪⌂ ⌐ ≢⅔⇔╚═╡∆╢↓≤⅜№╢⁹

≢│ ⌐ ⅎ≡⁸ ─ ≡™≈⌐ⱴכ♥╛ ╠⌂↑╣┌⌂╠⌂™⁹≤↓╤⅜⁸≥╪⌂ ≢№

ⱴ≢№╣⁸כ♥╣ ⌐ ⅎ╠╣√─╙─≢│⌂ↄ⁸ ─ ⅛╠ ╕╣√╙─⌂─∞⅛╠⁸∕↓⌐│⅔─∏

≤ ⅜ ╡ ╗⁹ ≢│⁸∕℮⇔√₈ ₉╩ ⌐ ∆╢─∞⅛╠⁸ │ ─

╩ ⌐ ⇔≡№╣↓╣ ⅝ ╗─⌐ ≡™╢⁹∞⅛╠⁸ │ ⅎ╟℮⌐╟∫≡│ ™⁹

鏡を見ないと「寝ぐせ」がわからない 

⇔⅛⇔⁸√≤ⅎ ⱴ⅜│∫⅝╡⇔≡™⌂ↄ≤╙⁸כ♥╛ │⇔√ ⅜╟™⁹

⌐⁸ ╩∆╢ ≢ ⅜⌂⌐⌐ ╩ ∫≡™╢⅛⌐ ≠ↄ ⅜ ™⅛╠∞⁹ ╦╣≡⁸ ⅎ

╟℮≤ ⅜ⱴכ♥⁸₈╠⅛∞⁹╢№╙≥↓╢⅛╦≡╘∂│⁸≡⇔⌐ ╕╡╕∑╪₉≤™∫≡ ⌐ ≡⁸

⅜⅛╡╩ ∟ ∫√ ⅜ ™⁹ ⅜ ⅎ√─≢│⌂™⁸ ≢ ─ ╩ ∫≡ ⇔ ≡√∞↑─ ∞⁹

╡ ∫≡⁸ ╩ ↑┌ ←∑─ ⅜ ╣╛⁸ ⌐≈™√↔ ⅜╦⅛╢⁹ ⌐⁸ ⱴכ♥┌╣∆╩

⌐≈™≡⌂⌐⅜ ≢⌂⌐⅜ ⅜⅛╡⌂─⅛⅜╦⅛╢⁹

⌐⁸ ╙ ╙№╢ ⌐│▪♪Ᵽ▬☻⅜≢⅝╢⁹↓╪⌂ ╩ ╙℮≤⅛⁸↓℮ ╩ ∕℮

≤⅛⁸™╤™╤ ≈ ⅜ ≡ↄ╢⁹ ⌐⁸∕─ ─ ⅜ ─ ⌐⁸ ⌐≥─╟℮⌂ ≢

─ⱴכ♥₈√∫™≥⁸⅛╢™≡╣╠ ™ ⅎ₉⅜≢⅝╢⁹↓℮⇔√◐כ꞉⁸┌╣№⅜♪כ │←∫≤

⇔╛∆ↄ⌂╢⁹↕╠⌐⁸ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒╛ ─ⱴכ♥╛ ╙ ≢⅝╢⁹ ⅎ≡⁸♥כⱴ╛

⌐≈™≡₈ ⇔™₉≤⅛₈ ⅜ ╕╡⌐ↄ™₉≤⅛⁸ │↓╪⌂ ╡ ≢ ⇔√≤⅛⁸↕

╕↨╕⌂▪♪Ᵽ▬☻╙≢⅝╢⁹

「なんでやねん」の核はイニシアチブ（主導権） 

≤│™ⅎ⁸↓℮⇔√ ⅛╠─▪♪Ᵽ▬☻╛◖ⱷfi♩╛▪▬♦▪╩ ↑ ╣╟℮≤ ↑ ╣╕™≤⁸∕

╣│ ─ ∞⁹╗⇔╤⁸ ─▪▬♦▪╩ ─ ≤⇔∫⅛╡ ╠⇔ ╦∑╢↓≤⌂ↄ₈

⅜ ∫√⅛╠₉≤┌⅛╡⅜╗⇔╚╠⌐ ┘≈ↄ≤⁸ ≤⇔ ∟╢⁹

≢╙ ℮⁹ ╩≥℮ ┬⅛╩ ∆╢─│ ≢╙⌂™№⌂√ ∞⁹∕↓╩ ↄ ≡⇔╕℮≤⁸

╙ ╙ ╡⌐⌂╢⁹№╢ ╪≢╖≡⁸₈ │↓╣⌐ ⅜⌂™₉≤™℮↓≤⅜╦⅛╣┌

∞⁹∕⇔≡∕╣│ ┬═⅝↓≤∞⁹ ⱴכ♥╛ │ ─╟℮≢™≡⁸₈⌂╪≢╛⌡╪₉─ ─╡

≤⇔≡│ ⌂─∞⅛╠⁹

↓─ ─ │⁸№⌂√ ─ ┘─▬♬◦▪♅Ⱪ

─ ∞⁹ ™⅛ⅎ╣┌⁸₈⌂╪≢╛⌡╪₉│ ⅛─ ╡ ⌐⌂

╠⌂≢ ⌐⌂╪≤fi◓∞⁹♬כ꜠♩╢⌂⌐ ∫≡╙⁸ ─

₈ ─ ₉╩ →≡ ╘┌⁸ │⌂™↑╣≥⁸ │⅛⌂╠

∏ ↑╢⁹

コラム 面接は自分を映す「鏡」



読者の心を動かさない研究は信用できない 

原点に「火」がない論文は育たない 

│⁸ ╛ ╩ ⌐ ─ ╛ ╩ ═╢ ∞⁹ ─ ─ ≢™ⅎ┌₈

₉╛₈ ₉⌐ ™⁹∕─√╘⁸↓╣╕≢ √∟⅜ ™≡⅝√₈ ₉╛₈ ₉₈ ₉≤

│ ⌐ ⌂╢⁹₈ ⅜ ∫√↓≤╛⁸ ∂√↓≤(= )₉≢│⌂ↄ⁸₈ ╛ ⌐ ≠™√

ה ₉⅜ ╘╠╣╢ ⌂─∞⁹

≤│™ⅎ⁸ ∫↓⌐₈№⌂√─ ™ ה ₉⅜⌂↑╣┌⁸™™ ⌐│⌂╠⌂™⇔⁸™™

│ ↑⌂™⁹ ⌐≤∫≡⁸ │≥╪⌂ ⌂─⅛⁹ ≤ ─ ⌐≥─╟℮⌂

⅜№╢─⅛⁹ ⌐│№⌂√ ─ ה ה ⅜ ╢⁹ │ⱴכ♥╛ ⌂◐♇◌◔≢

┬╙─≢№╡⁸∕↓⌐│ ∏ ╠⅛─ ה ה ⅝ ™≤™∫√ ⅜№╢⁹↓↓≢ ─

╩ ⅛∑╢⌂╠⁸ ⁹╢⌂⌐♩כ♃☻™╟│ ⌐⁸↓↓≢ ─ ⅜ ⅛⌂™⌂╠⁸™ↄ╠

⅜ ≢╙ ≢⅝⌂™⁹ ─ ⌐₈ ₉⅜ ↕╣≡™⌂™─∞⅛╠⇔⅛√⌂™⁹

はじめに「おわりに」から書く 

─ ≢│⁸ ╩ ∆╢ ⅜₈⅔╦╡⌐₉∞⁹ ╩ ╗⁸ ₁ ─☻ꜝ◒ה №ה

⌂√≤ ∂ ╩ ≈ √∟⌐⁸ ה↑⅛∫⅝⌂╪≤ ⌐ⱴכ♥≢ ╡ ╖ ╘√─⅛╩ ⅎ≡

╒⇔™⁹ ─ ⌂ ⅝ ╩∆╣┌⁸№⌂√≤ ≤─ ╩ ⌐ ∆↓≤⅜≢⅝╢⁹

・私にとって○○とは何なのか

)ќ ⌐≤∫≡℮≥╪≤│⁸√╪⌐ ╩ ∆╢√╘─ ≢│⌂™⁹⌂−⌂╠⁸∕╙∕╙ ↄ

─ ⁸℮≥╪⌐│ ⇔⅛ ╕╣≡⅔╠∏⁸ ─ ⅛╠ ╣┌₈ ⅜ ↄ ═≡

╙ ⅜⌂™₉≤ ╦↨╢╩ ⌂™⅛╠∞⁹∕╣⌐╙ ╦╠∏ ─ ⌐ ╪∞─│⁸ ⅜

℮≥╪╩ ⇔≡╛╕⌂™⅛╠∞⁹ ⌐⁸∕─₈ ₉─ ╩ ≈ ═╟℮⁹ ⌐Ν

・なぜ私は研究対象に○○を選んだのか

)ќ ₈℮≥╪₉╩ ⌐ ╪∞─│⁸ ─ ⅜ ≢ ↕⌂℮≥╪ ╩ ╪≢™╢↓

≤⅜⅝⅛∫↑⌐№╢⁹ ≢ ╕╣⁸ ─ ≢ ╩ ╪∞ ⌐≤∫≡⁸℮≥╪│♁►ꜟ

ⱨכ♪≢№╢≤ ⌐⁸ ╠─ ╩ ∆╢√╘─ ∞∫√⁹ ╩ ≤─ ≤⁸

≤─ ╘∫↓⌐ ╛∆ ≤ ─ ╩ ⌂⅜╠⁸ │ ╕≢ ∫√⁹∕╪⌂ ⌐≤∫≡Ν

∕─╒⅛⌐╙₈ủủ≤ ─ ⌐≥╪⌂ ⅜№╢─⅛₉≤⅛⁸₈ủủ⌐ ∆╢ ─

ה⅝ ה™ ה╢™≡⇔ ⅜ ה≈ ∕─ ₉⌂≥™╤™╤ ↑╢⁹∕℮⇔√ ≤ ╛♥

─ⱴכ ╩⁸ ⌐╦⅛╢╟℮⌐ ⌐ ╛ ╩ ™ ⇔≡ ∆╢⁹

₈⅔╦╡⌐₉│№⌂√ ⅜≥╪⌂ ⌂─⅛╩╙ ∆╢⁹≈╕╡⁸ ─ ⅜ ╩∞∆⁸ ╙

─ ∫√ ⅜₈⅔╦╡⌐₉∞⁹∕─ ≢₈№№⁸∕╪⌂ ╩⇔≡™╢ ∞⅛╠⁸↓╪⌂

╩⅛↑√╪∞⌡₉≤ ↄ ⅜ ≢⅝╢ ⌐╙⌂╢⁹

≤⅝⌐⁸ │ ⌐ ↄ⁹⇔⅛⇔⁸₈⅔╦╡⌐₉∞↑│ ≢╟™⁹₈ ₉⅜ ≢

∞⁹ ≢ ∞∫√⁸₈ │₉₈ ∫√₉₈ ⅎ√₉₈ ∂√₉₈ ℮₉╩ ™ ∞⁹

はじめに「おわりに」がある 





「心が動く」題材選びが論文の原点 

「動機」は「心が動いたきっかけ」 

₈⅔╦╡⌐₉╩ ™≡╙╠∫≡™╢⁹↓↓⌐│ ╩ ↄ₈ ₉⅜ ⅛╣╢⅛╠∞⁹ │₈ ⌂

≥╩∆╢⌐™√∫√ ⌂ ₉≢№╢⁹≈╕╡⁸₈⌂╪≢∕─ ⱴכ♥ ≢ ↄ╪ ₉≤™

℮ ™┼─ ⅎ⅜ ∞⁹

∟⌂╖⌐ ─₈ ₉│⁸₈ ─ ⅝₉₈⅝∫⅛↑₉ ₐ ₑ ╩ ∆╢⁹╙≤╙≤₈ ₉│

╩ ╢₈│√₉╩ ⇔≡™√⁹ ∂≡₈⇔⅛↑₉╩ ∆╢╟℮⌐⌂╡⁸↕╠⌐₈⅝∫⅛↑₉╛₈ ─

│√╠⅝₉╩ ∆╟℮⌐⌂∫√╟℮∞⁹₈ ₉╛₈ ₉≤™℮ ╙№╢⁹

∞╤℮⅜ ∞╤℮⅜≥╪⌂ ⌂ ≢╙⁸∕─│∂╕╡│∆═≡₈ ─ ⅝₉∞⁹∞⅛╠⁸

₈⅔╦╡⌐₉ │ ─ ≢№╡⁸ ∞⁹∕╣╝ⅎ⁸↓─ ─ ⌐₈1 ╣╢↓≤╩ ⅎ

⌂↕™₉≤ ∫√─≢№╢⁹

「心が動かない」のに研究する生徒 

⌂−↓℮⇔√↓≤╩™╤™╤ ↄ─⅛≤™ⅎ┌⁸↓℮⇔√ ה ╩⇔∫⅛╡ ⇔⌂™╕

╕⁸ ╩ ⅝∞∆ ⅜ ™⅛╠≢№╢⁹₈ⅎ⁸ ╙ ⅛┼╪─⌐⁸⌂╪≢ ⌂╪⅛⌐∆╢╪ ₉∕

℮ ℮⅛╙⇔╣⌂™⁹ ⅛⌐⁸╕∫√ↄ ⅜ ⅛⌂™╕╕ ╩│∂╘╢ │№╕╡™⌂™⁹┤≤⇔√

₈ ₉⁸┤∞╪⅛╠₈ ⅝₉≤™∫√ ⅛╠ ╩ ╘╢ ⅜ ™⁹∕℮⇔√₈ ™ ∟₉≢

╩│∂╘≡⁸≥╪≥╪⅔╙⇔╤ↄ⌂∫≡ ╩ ↕∑╢ ╙ ™⁹

⇔⅛⇔⁸ ≤⇔ │⁸ ═│∂╘≡₈ ↄ⌂™⌂₉₈ ⅜ ⅛⌂™⌂₉₈꞉◒꞉◒⇔⌂™⌂₉≤ ∂

√≤⅝⌐ ╣╢⁹∕─ ─ ╩ⱴכ♥⁸₈│ ⅎ╢₉₈ ⇔⌐╙≥╢₉∞⁹≤↓╤⅜⁸∕℮│⇔⌂

™≢₈↓↓╕≢ ™√─∞⅛╠₉₈Ⱨ₉™⌂™√∫╙⅜☻כ≤ ∫√ ─↕↕╛⅝⌐ ↑╢⁹∆╢≤⁸

∕─№≤│╙℮ ⅜ ⅛⌂™⁸ ─⌂™╕╕∏╢∏╢≤ ╩ ⅎ⌂⅜╠ ╩ ⅝ ↑╢⁹

∕℮⇔√ │ ⌐│╟ↄ╦⅛╢⁹₈≥℮ ₉≤ ™≡⁸₈⌂╪╙⌂™≢∆₉⌂≥≤ ⅎ╢─⅜

∞⁹₈╛╘√╠ ₉≤ ╙∆∆╘╢⅜⁸₈⌂╪≤⅛⌂╢╛╤₉≤┌⅛╡⌐∕─ ⌐⇔⅜╖≈™√╕╕

╩ ⅎ√⁹∕℮⇔√ │⁸ ─ ─▪fi◔כ♩≢ ─╟℮⌐ ™≡™╢⁹

│⁸ ─ ╩ ╘╕∑╪⁹⌂−⅛≤™℮≤↓─ ≢│ ─ ≢ⱴכ♥∞╪ ╡ ╗↓

≤⅜≢⅝╢≤ ™╕∆⅜⁸ ╘≡™ↄ≤ ⅜№╕╡ ─⌂™≤↓╤╕≢ ═⌂™≤™↑⌂ↄ⌂∫≡⅝≡

⇔╕℮⅛╠≢∆⁹ ─ │ ╘│₃₃⅜ ⅝≢₃₃⅜≥─╟℮⌐⇔≡ ╠╣√─⅛╩ ═╟℮≤ ∫√

─≢∆⅜ ⅜⅛⅛∫≡⇔╕∫≡ ≢╛╢ ⅜⌂ↄ⌂∫≡⅝╕∆⁹⌂─≢ ≢ ⅝⌂╙─╩

═⌂™≤ ≢╛╢ ⅜⌂ↄ⌂∫≡ ↄ⌂ↄ⌂╢≤ ™╕⇔√⁹⌂─≢ │⁸ ─ ╩ ╘╕∑

╪⁹

↓─ │₈ ⅜№╕╡ ─⌂™₉ ≢⁸ ∆╣┌╟⅛∫√⁹₈ ≢ ⅝⌂╙─╩ ═⌂™

≤ ≢╛╢ ⅜⌂ↄ⌂∫≡ ↄ⌂ↄ⌂╢₉⁹╕↕⌐∕─ ╡≢№╢⁹∕↓≢ ⅝ ⇔≡╙ ╦⌂

™⁹ │™≈≢╙ ─ ↑⅛∫⅝ה⅝ ⌐№╢⁹

動機がないと論文は失敗する 





─ ⌐№╢─⅜₈⅔╦╡⌐₉│∞⁹↓↓⌐│ ↕╣√ ⁸⅔ ⌐⌂∫√ ┼─⅔ ─ ⌂

≥╩ ↄ⁹⇔⅛⇔⁸ ╙ ⅝√™─│ ─ ╛⅝∫⅛↑≢№╢⁹ ╛ⱴכ♥─⧵−⌂₈│ ╩ ╪

∞─⅛ ₉─ ⌐⁸ ⌂ ⅎ╩ ↑┌╟™⁹

₈⅔╦╡⌐₉∞⅛╠⁸ ⌐ ↑┌™™─∞╤℮≤™℮ ™╩⇔≡│⌂╠⌂™⁹↓─ ⌐≈™≡─

™│⁸ ⅜ ╕∫√≤⅝⌐ ™√ ─ ⌐№∫√⁹∞⅛╠⁸₈⅔╦╡⌐₉│⁸│∂╘⌐

⅝│∂╘≡╙™™⁹

≤↓╤≢⁸₈⅔╦╡⌐₉⌐ ╢╕≢─⁸ ─₈ ₉│↓─ ─╟℮⌐ ≢ ⌂ ₈ ∫√₉

≤™∫≡╙™™ ⅜ ∞∫√⁹⇔⅛⇔⁸₈⅔╦╡⌐₉⌐│⁸ ⇔≡ ≢ ™ ╣─№╢

╩ ™≡⅛╕╦⌂™⁹∕─ ⌐≈™≡│ ─ ≢ ⇔≡™╢⁹

₈⅔╦╡⌐₉│⁸ ─ ≤™℮⅛ ∟⅜ ╢ ∞⁹∕℮⇔√ ≢⁸↓↓│ ─ ≢╙ ╦™

ↄ ™ ∞⁹₈⅔╦╡⌐₉⅜ ™ ⌐│⁸√≤ⅎ ─ ⅜ ↄ≤╙⁸ ⌂ↄ ╩ ⅛∆ ⅜

№╢⁹ ─ ה ⅜ ™─∞⅛╠⁸∕─ ⅜ ⌐ ╦∫≡ ⌂─≢№╢⁹

₈ ⌐⅔↑╢⁸ ≢ ╙ ∑⌂ ≤│: ⅜ ⌐ ⅎ╢ ─ⱷ♇☿₉☺כ

⅜₈ ≢ ∑⌂ ╩ⱴכ♥≥₉⅛↓≤│ ⇔√ │ ≈№∫√⁹

≈ │⁸ ⌐⁸ ─ ⅜ ⅝∞⅛╠∞⁹ ₈ ≢fi◓₉♬כ⸗ ↕╣≡™

╢⁸№─ ╩ ⌐⇔√₈ ─ ₉≤™℮ ⌐ ™⁸∕─ ≢⁸№─ ≤™℮╙─⌐ ╩

∫√⁹∕╣⅛╠∕─ ╩ ╪≢⁸▬ⱬfi♩⌐ ∫√╡ꜝ▬Ⱪ╩ √╡∆╢℮∟⌐⁸ ─ ⅜

™≤ ∂╢╟℮⌐⌂∫≡™√⁹ ─ ╩ ⌐⁸ ┌ ⌐ ╩ ╣≡ ⇔√↓≤╙№

╢⁹∞⅛╠⁸↓─ ╩ ⇔≡⁸╙∫≤ ╩ ╘√™≤ ∫√─∞⁹

≈ │⁸ ⌐ ╦╣√ ⅜⅝∫⅛↑≢№╢⁹↓─ ╩ ╘√┌⅛╡─ ≢⁸ ≤ ─ ╩⇔≡

™√ ─↓≤∞⁹ ╙∕─ ─ ≢⌂╪≤⌂ↄ ─↓≤╩ ∫≡™╢─≢⁸ │ ─▪►♩ⱪ♇

♩╙ ⌡≡⁸ ⌐ ⇔≡ ─↓≤╩ ⅎ≡™√⁹∆╢≤ │ ⁸₈∂╚№ ≤⅛ ∫≡⁸№

─ ∂╚⌂™╛╪⌂⁹ ╠⅜ ≢ ⅝≡™╢ ≢⁸ ≢ ⇔╪≢╢ ╙⅔∫√╠⁸ ≢ ⇔╪

≢╢ ╙⅔╢╪╛╤ ⌂╪⅛⁸№─ ∫≡™℮─│ ╛╪⁸∟╚╪≤ ╦╣┼╪↑≥₉≤ ∫√─∞⁹∕

╣╩ ™≡⁸ │ ╩ ↑√⁹ │⁸₈ ─ ⅛╠ ℮≤⁸↓─ ⁸№─ ≤└≤ↄↄ╡⌐⇔

≡⁸ ≤∕╣ ─ ≈─ ╩ ↑╢─│⅔⅛⇔™₉≤ ™√⅛∫√─∞⁹ │⁸ ⅛⌐∕─ ╡∞

≤ ∫√⁹∕↓≢ │⁸ ≡╩└≤ↄↄ╡⌐⇔≡⁸₈ │ ≡ ⇔≡ ╪≢™╢√╘⁸

╩№─ ≤╕≤╘╢─│ ℮₉≤™℮ ⅎ ╩ ∫≡⁸ ╩ ⅝√™≤ ∫√≢№╢⁹

∕⇔≡ ≈ │⁸↓─ ╩ ╘≡™ↄ℮∟⌐⁸№╢↓≤╩ ∫√─⅜⅝∫⅛↑∞⁹∕╣│⁸ ≢│⁸

ↄ⌂╢ ⌐ ─ ─ ⇔╖⅜ ℮⁸≤™℮╙─≢№╢⁹↓╣ ∫≡⁸ ─ ⌐│₈ │
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先輩たちの「おわりに」コレクション 



「死」というものを真剣に、真正面から向き合って考えることが出来たし、何より、今ある命をもっと大

切に使おうと思えた。また、私が一番伝えたかった「人道に生きることの素晴らしさ」を、この論文を通

して書き起こすことができた。この研究テーマを選んで、本当に良かったと思っている。

この論文を書くにあたり、書籍探しから添削まで、たくさん協力してくださった総合科の先生方、お忙

しい中取材をさせていただいた 先生、本当にありがとうございました。また、地獄絵を見に奈良県

まで連れて行ってくれた家族、テーマのヒントをくれた弟も、本当にありがとう。【69 期 S.A】 

「コストコ消費は日本人の買い物にどのような影響を与えたのか」 

中学 2 年生の 2 学期に先生から何について卒業論文を書くか決めなければならないということを聞い

た。その当時、私はカメラや SNS に興味があったのでそれら関係のタイトルにしていて、それなりの論

文が書ければ、と思っていた。しかし、授業内で貰ったプリントに SNS 関係は日々変わってしまうので

やりにくいテーマだと書かれていた為、私の中で少しそのままこのタイトルで進めて完成するのだろう

かという不安が湧いてきた。

その後、何気なく過ごしていたが、ある日コストコに買い物に行った時に、不思議なことが多いことに

気がついた。もっとコストコについて深く知りたいと思った私は、思い切って卒業論文のテーマを変える

ことにした。何を視点に置いて論文を述べるのかを迷っていた時、先生から「コストコ何を変えたん？」

と聞かれ咄嗟に「日本人の買い物」と答えてしまった。その後も先生から日本人の買い物をどのように変

えたのかや、変わってどうなったのかなどと質問攻めにされ、全く答えられずその事について深く掘り下

げてみようと思った。

実際に調べていくと、コストコの今まで知らなかったことがだんだん分かるようになってきて、もっと

知りたい！と思うようになり、どんどん研究が楽しくなっていった。 研究は楽しくなってきていて、研

究ピースもそこそこの数はあるから大丈夫！と油断していたので、最後の方はピースがあと 2 個という

所でピース数が伸び悩みました。もう少し、ちょくちょくピースの数を増やしていけばよかったなと少し

後悔している。ですが、母の提案でピースの数を増やすことができ、自分なりにも納得のできる卒業論文

を仕上げることが出来た。今まで、私の卒業論文のためにたくさんのアドバイスや提案をしてきて下さっ

た総合学習の先生方、私の手紙の書き方が悪く、たくさんの迷惑をかけてしまったにも関わらず、取材を

快く迎えてくださったコストコ 店の店長・副店長さん、そして、私の卒業論文に良い影響を与え

るたくさんのアドバイスをして下さった方にとても感謝している。【69 期 Y.M】 

「VOCALOID はどのように市場を広げたのか:ユーザーが育てた『電子の歌姫』」 

この電子の歌姫たちに触れたのは、およそ 10 年前だったと思う。従姉と遊んでいたとき、彼女が携帯

で音楽を聴きだしたのだ。当然、当時 5 歳だった私は興味津々でその音楽を聴く。 その頃はわからなか 

ったが、今思うとそれがニコニコ動画であり、VOCALOID 楽曲を聴いていた。（中略）そのことをすっ

かりと忘れてしまっていた小学 4 年の時、5 年もの年月をかけ、彼女たちと再会し、現在に至る。 
小学 4 年の時にたまたま再会した VOCALOID を、今回の卒業研究のテーマにしたのは理由がある。 

それは、ニコニコ動画や Youtube で話題になっていたからだ。ニコニコ動画は昔よく従姉に見せてもら

っていたが、それは５年以上前の話なので、自分で検索をして動画を見たりした。（中略） だがしかし、

時代は変化していくもの。私が思い描いていたニコニコ動画とは違ったもの だった。VOCALOID 初期

から活動していたボカロ P は引退し、そのボカロ P のような曲を作れる人もいない。俗にいう氷河期

を迎えていた。さらに 2 年後、ニコニコ動画で超人気ボカロ P であった「ハチ」が引退し、「米津玄師」

として歌手デビュー。今では知らない人の方 が少ないような超人気歌手になった。

そのようなことがありながらも、VOCALOID は私にとってすごく心地の良いものになった。 だが、





その感染と蔓延 
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コラム 病原体「なるやろウイルス」
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題材をしぼらないと研究がはじまらない 

分野の中から「題材」を探す：「アニメのなに？」 
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「ヨーロッパに行く」って、どこになにしに行くの？ 
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「ヨーロッパに行く」って、どこになにしに行くの？ 
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「おちゃらけ分野」を真面目な論文に 
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⌂ ╩ ⌐ ∆╢

⌂ ╩ ⌐ ∆╢

⅛╠™ⅎ┌⁸ ≤ ─ │₈№╡₉⁸ ≤ │

₈⌂⇔₉∞⁹ ⌐ ∫≡│₈№╡ⅎ┼╪₉≢№╢⁹

⌐↓╣╕≢─ ─ ⅛╠ ⌐ ≡

「おちゃらけ」分野を真面目に探究しよう 



╖╟℮⁹

│ ™℮↓≤│⌂™⁹√≤ⅎ┌↓╪⌂♥כⱴ⅜№╢⁹

₈ ◔▪⅜ ↄ₄ ─ ₅≤│₉

₈ ⌐⅔⅛╣╢ ≥╙√∟│≥─╟℮⌐ ⅎ╠╣≡™╢─⅛₉

₈ │⌂− ⌐ ⅎ⌂™─⅛₉

™⅛⌐╙ ∞⁹ ╗ ╙ ∕℮≢№╢⁹

─ ⁹ ╩ ╕ⅎ≡ ⅜№╢⌂╠⁸√≤ⅎ≥╪⌂ ⌂⸗ⱡ╛◖♩≢╙ ⌂ ⌐⌂╢⁹

₈ │◌ꜝ○◔⌐⌂− ↄ─⅛₉

₈ │⌂−ⱨ□♇◦ꜛfi≤⇔≡ ╩ √⅜╢─⅛₉

₈⌂−ₐ○Ⱡ◄↓≤┌ₑ│ ⇔√─⅛₉

≥╣╙₈№╡₉∞⁹≤│™ⅎ⁸∕╙∕╙∕℮⇔√ ╩☻ⱦכ◘╛ ה ⇔≡™╢ ₁⅜ ⌂

─∞⅛╠⁸ ⌐ ⅜ ≢№∫≡ ∞⁹√∞⇔ ─ │ ⇔⌐ ∆╢ ⅜№╢─≢

⅜ ≢№╢⁹

│∟╞∫≤ ∞⁹ ⌂ ╩ ℮≤⁸ ⌂ ⅜∆←⌐│╦⅛╠⌂™⅛╠∞⁹№╢

│ ╙√ↄ↕╪ ⇔⁸╙∫≤╙╠⇔™ ≤│™ⅎ│∂╘⅛╠ ─ ⅎ≡™╢╟℮⌂ ╩ⱴכ♥ ≡

√⁹⇔⅛⇔⁸ ─ ⅜∕─ ⌐│⌂⅛∫√⁹ ⅜ ∏ ⌂ ╩ ↔⇔⁸Ⱡ♇♩ ─

╡ ╡≢ ⇔─↔℮≤⇔√⁹≥℮╛╠₈⌂╪≤⅛⌂╢╛╤₉≤ ™↓╪≢⁸₈↕╓∫≡⌂™≢∆╟₉≤

™℮ Ᵽ▬≠ↄ╡╩⇔≡™√╟℮∞⁹ꜞ▪ה

─ │ ∞⁹

⌐ ™ ™│⌂™⁹⅔∟╚╠↑≡™╟℮≤™╕™≤╕∫√ↄ ⌂™⁹ ⱴכ♥─ ╛

╛ ↕ⅎ ⱴ│⌂╪≢╙№╡≢№╢⁹כ♥⁸┌╣№≢ ∞⁹





第 3 章 
どうやって情報を集め

ピースをつくるのか 
情報収集の基礎

ↄ⁸ ∏╛ ╩ ↕╪⅛⁹

Ίₐ ₑ

⅜⅔∫⇔╚∫√⁹

₈╕∏ ∏ ─ ╩ ∆↓≤⅛╠ ╘╢∞╤℮₉



信頼できる参考文献を使って、信頼される卒業論文を書く 

「先生、こんなのネットで調べた方が早いですよね」 

√∟⅛╠↓╪⌂ ╩╟ↄ ↄ⁹ ⅛⌐∕─ ╡⁹ ≢ ╩ ╪≢⁸ ⌂ ╩ ⇔≡Ν

∕╪⌂ ╩∆╢╟╡╙⁸Web(Ⱡ♇♩) ⇔≡◖ⱧⱭ╩∆╢ ⅜ ™⁹Web ♪כ꞉כ◐─ ⅜⁸

─ ≢│≤≡╙ │≥↓╢№≢ꜟכ♠⌂ ™⌂™⁹

⇔⅛⇔⁸Web ≢ⱥ♇♩∆╢ ≤⁸∕↓⌐ ⅛╣√ │⁸₈ ₉≤₈ ₉─ ≈

─ ⅛╠⁸ ≢ ∆╢⌐│ ™ ™⁹ ─ ≢₈╕∏│ ╩ ╘₉≤™℮ │↓↓⌐

№╢⁹ √∟─ ╩ ╗⁸ ─ √∟─√╘⌐⁸↓─ ≈─ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹

資料の信頼性をどうやって見極めるのか 

─ ─Ɑ₈│⌐☺כ ⅔ↄ≠↑ ₉( 1)≤™℮

⅜№╢⁹ │ ⅜ ↕╣╢ ─ כꜟ⌂

ꜟ─ ≈≢⁸ ⅜№╢↓≤≢⁸ ⌐ ⅛╣≡™╢ │

─ ╩ ≡™╢⁹ ↕╣≡™╢ ╛ ⁸

⁸ ⁸ ⅝ ⇔ ≤™∫√

│⁸ ─ ─ ╩ ╠⅛⌐⇔⁸ ⌂ ⅜

⅛╣√ │ ─ ╩ ⌂℮↓≤⌐⌂╢⁹

╕√ ─ │⁸ ⅜ ╩ ↄ ≢ ⌐⇔√ ─

╩⁸⅝∟╪≤ ⇔≡™╢ ⅜ ™⁹ ─ ↄ

⅜⁸ ─ ─ ∞↑≢ ⅎ√╙─╛⁸ ─╦⅛╠⌂

™ ╩ ⌐ ™√╙─≢│⌂ↄ⁸ ≢ ─ ™

╩ ⌐⇔≡ ™√╙─≢№╢↓≤╩ ∆√╘∞⁹↓╣

╠ ╛ ─ │⁸ ∆╢⌐ ╢ ™ ╩ ╘╢

≤⇔≡ ≈⁹

研究に使えない Web サイトが台頭する現状 

⇔⅛⇔ ≢⁸Web │ ⅜ ≢⅝╢√╘⁸

─₈ │ꜟכꜟ⌂℮╟─₉ ⇔⌂™⁹∕─√╘⁸

™≈⁸ ⅜≈ↄ∫√ Web Ɑכ☺⌂─⅛⅜ ↕╣≡™⌂™↓

≤⅜ ™⁹╕√⁸ ≢№╢ ╩ ↕⌂™⁸ ⇔≡™≡

╙ ╩ ╣⌂™↓≤╙⇔┌⇔┌№╢⁹Web ─ ─ꜟ

│ꜟכ ⌐ ╕∫≡™⌂™─≢⁸ ≢⅝╢ ╩

∆╢√╘⌐│⁸ ⌐ ─☻◐ꜟ⅜ ╘╠╣╢⁹

⌂↓≤⌐⁸ ♪כ꞉כ◐⌂ ≢ ⌐ⱥ♇♩∆╢◘▬♩│⁸√™≡™₈ ≢⅝⌂™₉≤™

℮ ∞⁹▪◒☿☻ ⅞≤ ⌐ ↕╣≡™╢⁸ ─ Web ─ ≤™ⅎ╢∞╤℮⁹

⌐ⱥ♇♩∆╢◘▬♩─ ↄ⅜₈╕≤╘◘▬♩₉( 2)⅛⁸₈ ⅛╩ ╢√╘─◘▬♩₉⌐⌂∫≡™╢⁹

⅛╩ ╢↓≤⅜ ≢№╢╟℮⌂◘▬♩│⁸√™≡™₈ ⌐│ ⅎ⌂™₉─∞⁹ 

どうして「ネット」ではなく「本」なのか 

(図 1)「奥付」の例 

(図 2)まとめサイトの特徴





ノンフィクション本の「要素」を知って、資料を使い倒す

₈ ₉⅜ ─ ∞⁹ ╛ ╩ ╪≢⁸ ⌐≈™≡─ ╩ ⅎ╢⁹∕╣⅜ ─

∞⁹ √∟─₈ ₉⌐ ┘≈≈⁸ ╩ⱴכ♥─ ⅎ≡™↓℮⁹

研究活動で本は“使う”もの 

│ ⅝⌐ ╘┌™™⁹√∞⇔ ⌐⅔™≡⁸ │

Γ ╗Δ╙─≢№╢≤ ⌐Γ ℮Δ╙─≢╙№╢≤™℮

╙ ≤℮⁹√ↄ↕╪─ ⌐ ╣⁸ ™↓⌂⇔≡↓∕⁸

1 ─ ≢ ╩ ℮ ⅜ ≡ↄ╢⁹ 

│ 1 ⌐ ∆╟℮⌐⁸ⱨ▫◒◦ꜛfi≤ⱡfiⱨ▫◒

◦ꜛfi─ 2 ⌐ ↑╠╣╢⁹ ≢ ≤⇔≡

℮ │ ⌐₈ⱡfiⱨ▫◒◦ꜛfi₉─ ∞ ─

⌂≥≢│ ⱨ▫◒◦ꜛfi╙ ≤⌂╢ ⁹↓↓≢│⁸ⱡfiⱨ▫◒◦ꜛfi─ ╩ ∆╢™ↄ≈⅛─

₈ ₉╩ ∫≡⁸ ╩Γ ╗Δ∞↑≢⌂ↄΓ ⅎ╢Δ╟℮⌐⌂╤℮⁹

ノンフィクション本の要素

≢ ∆╢ⱡfiⱨ▫◒◦ꜛfi │⁸™ↄ≈⅛─ ≢ ↕╣≡™╢⁹ ≢№╢₈ ₉

⌐│⁸ ⌂⅜╠ ⅜ ⌐ ⇔√™↓≤⅜⁸ ≤≤╙⌐ ═╠╣≡™╢⁹⇔⅛⇔⁸↓↓≢│∕

╣ ─ ⌐ ∆╢⁹≤╡╦↑ ⇔√™─⅜₈╕ⅎ⅜⅝₉₈ ₉₈⅔╦╡⌐₉₈ ₉∞⁹

─ ≤ ⅜ ∫≡™╢ ╩ ═≡⁸ ─ ⌂╠≥℮ ╩ ⅎ╢─⅛╩ ⅎ≡╖╟℮⁹

─ ╩ ╕ⅎ╣┌⁸│∂╘⅛╠⅔╦╡╕≢ 1 ─ ≤ ⇔⌂ↄ≤╙⁸↨∫ↄ╡≤ ─№╠

╕⇔╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ™ ⌐ ⅎ√╠╙∟╤╪₈ ₉⅜ ∞⅜⁸≤⌐⅛ↄ√ↄ↕╪─ ⌐

╣⁸ ™↓⌂∆↓≤╙ ⌐≤∫≡│ ∞⁹

要素 書いてある内容 

はじめに 

(まえがき) 

₈≥╪⌂ ⅛₉₈≥╪⌂ ⌐ ╪≢╒⇔™⅛₉₈⌂− ╪≢╒⇔™⅛₉⌂≥⅜⁸ ⌐╟∫≡ ↕╣

≡™╢⁹ ⌐ │⁸ ⅜ ↄ ⅜₈ ⌐ ∫≡╒⇔™₉≤ ℮⁹ ─ ⱴ⁸כ♥ ╡

╪≢⅝√ ⁸ ™√ ⅜⁸≥─╟℮⌐ ─ ⌐ ≈⅛⁹∕╣╩ ⇔≡™╢─⅜₈│∂╘⌐₉

∞⁹ ⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸ ╩ ╪≢╒⇔™ ─ Ν⌂≥⌂≥⁹↓℮™∫√

│₈ ₉≤™℮⁹ ⌐≤∫≡∕─ ⅜ ∫≡™╢⅛⅜╦⅛╢│∏∞⁹↕╠⌐⁸ ─

ⱴ⅜⁸כ♥ ╛ ⌐≤∫≡≥─╟℮⌐ ≠↑╠╣╢─⅛╙╦⅛╢⁹

目次 

₈≥╪⌂ ⅛₉⅜↨∫ↄ╡╦⅛╢─⅜ ∞⁹ │╙∟╤╪ ( ╘⅛╠ ╦╡╕≢ ╗↓≤)

╩ ∆╢⅜⁸ ≢│ ∞↑ ╗≤™℮ ™ ╙≢⅝╢⁹ ⌐ ╩ ⇔≡⁸ ╗═⅝

⌂─⅛⁸ ─ ╛ ∞↑╩ ⇔≡ ╗═⅝⌂─⅛⁹ ⇔≡╖╟℮⁹

おわりに 

(あとがき) 

⅜≥─╟℮⌂ ™≢ ╩ ™√─⅛⅜ ↕╣╢⁹₈│∂╘⌐₉─ ⅜₈ ₉≢

№╢─⌐ ⇔≡⁸₈⅔╦╡⌐₉─ │ ─₈ ₉≤™ⅎ╢∞╤℮⁹ ─ ─

≤ ╢ ╙№╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ ≤ ∂ ™╛⁸ ╩ ∫≡™╢ⱪ꜡─ ╩ ≈↑╢↓

≤│⁸™╦┌ ─ ─₈ ₉╩ ≈↑√╙ ∞⁹∕─ ─ ╙ ⇔≡╖╟℮⁹

索引 

╛ ⌐ ∆╢ ⅜ ⅛╣√ ─ ⁸√™≡™ ─↕™↔─ ⌐₈ ₉⅜№╢⁹ ╗

─ ⌐ ≈╟℮⌐⁸ ─ ⅛╠ ╩♪כ꞉כ◐ ⅝ ⇔⁸∕╣⅜ ↕╣≡™╢Ɑכ☺⅜ ↕╣

≡™╢⁹│∂╘≡─ ⌐ ╡ ╗ √∟─╟℮⌂ ⌐≤∫≡⁸ ─ ⅛╡⌐⌂╢⁹

研究のための本の使い方 

(図 1) 本は 2 種類に分けられる 



本に「答え」が書いてあるとは限らない

₈ ─ⱴכ♥─ ⅜ ™╪≢∆ ₉⁸₈ ─ⱴכ♥─ │◖꜠≤ ℮╪≢∆ ₉ ⅜ ╗

≢⁸∕╪⌂ ╩⇔┌⇔┌ ⌐∆╢⁹∕╣╙∕─│∏⁹ ⌂╠⁸Web ▬fi♃כⱠ♇♩ ≢ ═╣┌

∆←⌐ ⅎ⅜ ≈⅛╢╟℮⌂ ┌⅛╡ ∫≡™╢ √∟╙⁸ ⌐ ⇔≡│⁸ ╙ ⅎ╩ ⇔√↓≤

⅜⌂™ ⌐ⱴכ♥ ╗⅛╠∞⁹∕─╟℮⌂ ⇔™ ─ⱴכ♥ ⁸1 ─ ⌐∏┌╡⁸∕─ ⅎ⅜

™≡№╢↓≤│ ∞⁹↓↓≢│ ─╟℮⌂ ⌐ ∆╢⁸ ─ ⌂╡─ ╩ ⇔╟℮⁹

その① 複数の研究分野にまたがるテーマ 

₈⌂− │ₐ ₑ≢⌂™≤♄ⱷ⌂─⅛₉

≤™℮⁸ ⅜ ╡ ╩ⱴכ♥∞╪ ⌐ →╢⁹

⅜ ⅝∞↑╣≥⁸ ⌐ ∆╢₈ ⌐

⇔⌂™≤™↑⌂™₉≤™℮ ⌐│ ╘⌂™⁸

∕╪⌂ ╖╩ ≈ ⅛╠ ⱴ∞⁹כ♥√

↓─╟℮⌂ ⌐ⱴכ♥─ ⇔≡⁸ₐ⌂−

│₈ ₉≢⌂™≤♄ⱷ⌂─⅛ₑ≤™℮♃▬♩ꜟ─ ⅜№╣┌ │ ™⁹⇔⅛⇔⁸ ╘╢ ⅎ⅜☼Ᵽ

ꜞ ™≡№╢ ─ │ ╘≡ ─ⱴכ♥─⧵≡∫╛℮≤⁸┌╣№≢⁹∞ ⅎ╩ ∆─∞╤℮⅛⁹

│ⱴכ♥─↓ ─ 4 ⌐╦↑╢↓≤⅜≢⅝╢⁹∆⌂╦∟⁸₈ ╛ꜟכꜟ)₉ )/₈ ₉(

)/₈ ₉( │ )/₈ ₉( ╛ )─ 4 ≈∞⁹ ⌂╢↓╣╠─ ⌐≈

™≡⁸∕╣∙╣ ═┌⁸ ⌐ ╢√╘─ⱥfi♩⅜ ≈⅛╢⁹ ≢│ 1 ─ ╛ ∞↑ ╪≢╙⁸

⅜ ⌂™⁹ ╩ ⌐⇔√⁸™ↄ≈╙─ ⅛╠─ ╩ ╪≢⁸ ≢ ∆╢─⅜ ∞⁹

その② 特定の商品や人物を扱うテーマ 

│☼כ♬ꜗ☺−⌂₈ ≤ ╩ ≢⅝╢─

⅛₉≤™℮⁸ ╩ⱴכ♥─ ⌐⇔╟℮⁹☺ꜗ♬

☼כ Jr.⅜ ⅝⌂ ⅛╠ √ ∞⁹⇔⅛⇔⁸

╛│╡↓─ ™⌐ ⅎ╢╟℮⌂ │⁸ ─

⌐│⌂↕∕℮∞⁹∕℮™∫√ ≥☼כ♬ꜗ☺⁸

™℮ ▪▬♪ꜟ ⱪכꜟ◓ ⅛╠

™≡ ⅎ≡╒⇔™⁹ ↑┌⁸₈ ה

℮⁸™≥₉כꜗ♅ꜟ◌ⱳ♇ⱪה ™ ≢ ╩ⱴכ♥ ┤⅛╪ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓↓╕≢

↑┌⁸ ∆╢ ╙√ↄ↕╪ ⌐ ╢∞╤℮⁹ ™ ≢ ╩ ╘╢↓≤≢⁸₈ │ ╛

┘╩≥─╟℮⌐ ⅎ≡™╢─⅛₉≤™∫√ ⅛╠⁸ ⌐ ≡√ ™─ ⌐ ╢↓≤⅜ ╢⁹

その③ まだぼんやりとしているテーマ 

₈ כ♥≥╡⅝∫│∞╕⁸≤⌂₉≡™≈⌐

ⱴ⅜ ⁹╢№╙☻כ◔™⌂™≡∫╕ ─│∂╘

│ ╙⅜↓╪⌂ ∞⁹₈ ₉⌐≈™≡ ⅛

╣√ ₁⌂ ╩ ╘┌™∏╣⁸№⌂√⌐├∫√╡

⅜ⱴכ♥─ ™ ⅛┬⁹ ╩ ╪≢ ╩ ╘╢

≤⁸∕─ ─ ₁⌂ ╙╦⅛∫≡ↄ╢⁹







蔵書検索システム［LibFinder］を使いこなすコツ 

清教学園図書館リブラリアの蔵書検索をする（https://www.lib-eye.net/seikyogakuen/） 

キーワード ╩♪כ꞉כ◐™√⇔ ∆╢⁹ₒ ₓₒ ₓₒ ₓₒ ₓₒISBNₓ

ₒ ₓₒ ₓ─™∏╣⅛⌐∕─ ⅜ ╕╣╢╙─⅜ ↕╣╢⁹

≈ ╩♪כ꞉כ◐ ⇔√™ │ ⌐ ☻Ɑכ☻ ╩ ╣╢⁹

書名 ─♃▬♩ꜟ≢ ⇔√™≤⅝⌐ ℮⁹

著者名 ™√ ≢ ⇔√™≤⅝⌐ ℮⁹

件名 ─ ╩ ⌂⅜╠ ⅜ 1 ∏≈ ⅜☼▬⁹ⱡ♪כ꞉כ◐╢™≡⇔ ⌂™⁹

「件名」を使って関連する本を探す 

╩ ╪≢⁸ ⅜ ╪≢™ↄ≤⁸↓╣╕≢ ╘⌂⅛∫√ ╙ ╘╢╟℮⌐⌂╢⁹∕↓≢⁸

─ ⌐ ≈√┘⌐⁸ ⌐≈ↄ ה ⌂ │ ╦∫≡ↄ╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ ⅜ ⇔⁸ ⌐

∆╢↓≤─ ⅜ ⅎ⁸╦⅛╢↓≤⅜ ⅎ≡™ↄ⅛╠∞⁹

╕√⁸ ⌐│ ⌐ ⅜ ∫≡ↄ╢─≢⁸ ─ ⌐≈™≡─ ⇔™ ⅜ ∫≡

™⌂™⅛⁸ ⌐ ⇔≡╖╟℮⁹

╩ ∆ ⌐│⁸₈ ₉╩ ℮≤ ∞⁹₈ ₉│⁸ ─ ⅜ 1 1 ─ ╩

╩♪כ꞉כ◐╠⅜⌂ ⇔≡™╢ⱨ▫⁸≢↓⧵⁹∞♪ꜟכⱡ▬☼⅜ ⌂ↄ⁸Ⱨfiⱳ▬fi♩≢ ╩

∆≤⅝⌐╙ ⅎ╢⁹

本が探せないときは… 

≥╪⌂⌐ ⇔≡╙№╢│∏─ ⅜⌂™≤⅝│⁸ ⌂ ⌐ ╪≢™╢↓≤⅜№╢⁹₈

═∫∟⅝↔℮ ₉≤₈ ₉╩ ⇔╟℮⁹ ≢│⁸ │ ─ ─

≢ ╪≢™╢≤ ⇔√⅜⁸ ⌐╟∫≡│⁸ ⅜№∫≡ ⌂ ⌐ ╪≢™╢↓≤⅜№╢⁹

₈ ₉≤₈ ₉⅜╦⅛╢╟℮⌐⌂╢≤⁸ ─ ≢─Γ ⇔☻◐ꜟΔ⅜ ⌐

⅜╢⁹

研究に必要な本を探す 





さらに図書館を使いこなす 

⌐│ ⅜ ∞⁹ ╩ ⌐ ↄ↕╪№╢⁹√│ꜟכ♠─╘√╢╘ ≤™℮

⁸ ┼─ (꜠ⱨ□꜠fi☻)⁸▬fi♃כⱠ♇♩ ⌂≥⁹ ╩ꜟכ♠⌂₁ ™↓⌂⇔√ ╘

⅜ ─ ╘⅛╠ ╦╡╕≢ ∞⁹↓↓≢│ ─ ⅜ ⅛╠ ™≡™╢ ╩ ⇔╟℮⁹

≢ ∆∞↑≢│ ╕╠⌂™╟℮⌂ ⅜⁸╙∫≤↕ↄ↕╪ ≈⅛╢│∏∞

レファレンス協働データベースで事例検索

─ ⅜⁸꜠ⱨ□꜠fi☻ ⅛╠─

╩Ⱡ♇♩⌐ כ◘─↓⅜─╢™≡⇔

ⱦ☻∞⁹ ─ ≢♪כ꞉כ◐ ∆╣┌⁸ ─

─ ⅜≥─╟℮⌂ ≢ ╩ ⇔≡™╢─⅛⁸∕

╣⌐ ⇔≡ ⅜≥─╟℮⌐ ⅎ√─⅛⅜⁸ ⌐

↕╣≡™╢⁹≥╪⌂ ⌐ ⇔≡⁸≥╪⌂ ╩

⇔√─⅛⁹≥℮™℮ ─≥℮™℮ ⅜⁸∕─

─√╘⌐ ∫√─⅛⁹↓╣╩ ⅎ┌⁸ ─ ─ ⌐꜠ⱨ□꜠fi☻⇔≡╙╠ⅎ√╙

⁹ ↕╣≡™╢ ─ ⌐ ™ ╩ ≈↑√╠⁸ ꜞⱩꜝꜞ▪≢ꜞ◒◄☻♩⇔≡╖╟℮⁹

パスファインダーで周辺知識を概観する 

₈Ɽ☻ⱨ□▬fi♄⁸│₉כ↓╣⅛╠ ─ ╩

╘╟℮≤∆╢ ↑⌐⁸ ─ ╘ ╛ ═ ⁸

⌂≥╩ ⇔√ ─↓≤⁹ ⅎ┌ ─╟℮

⅜♩כꜗ♅⌂ ↕╣╢⁹ ⌐│ ─ ⅜ ⅛

╣⁸ ⅛╣∆╢╟℮⌐⇔≡ ⅜♪כ꞉כ◐ ↕

╣╢⁹↓─ ⌐╟╡⁸ ╩ ₁⌂ ≢ ⅎ⁸

─₈ ─ ₉╩ ⅎ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹₈ │ ╕∫≡™╢⅜⁸ ⇔⌐ⱴכ♥⌂╪≤⌐

╟℮⅛ ∫≡™╢₉≤™℮ │⁸ ⌐ ╖ ⱴכ♥∞╪ ╩ ∆╢√╘─ⱥfi♩⌐⌂╢⁹

─ ה ⅜⁸Ɽ☻ⱨ□▬

fi♄כ╩ Web ≢ ⇔≡ↄ╣≡™╢◔כ☻╙ ™⁹

₈ủủ Ɽ☻ⱨ□▬fi♄⁸≥₉כ ╛ ꞉כ◐─

≢♪כ ∆╣┌ⱥ♇♩⇔╛∆™⁹╕√⁸

─ ⅜ ⌐ ⇔√ₐ₈⌂╪≢╙ ═╢

₉╩≈ↄ╢ 2ₑ(017.3ה1 ⌐№╡)╙⅔

╘⁹ ╩ ⇔√ 2000 ─ ╩♃כ♦─∟√

╙≤⌐⁸ ↔≤⌐Ɽ☻ⱨ□▬fi♄כ╩ ⇔⁸

⌐ ≈ ╩ ⇔≡™╢⁹ ↕╣≡™╢

│╒≤╪≥ ≢ ⌐ ╢⁹ 

研究に必要な本を探す[応用編] 











「研究ピースの素」完成サンプル 

さて、こうしてできた「研究ピースの素」は以下のようになる。 

 

こうしたシンプルな「研究ピースの素」であっても、こまかな注意点がいくつかある。

・引用のはじめは必ず一字下げて、段落とする。

・7 行以上の長い引用はしない。途中を省略したいときは、「（中略）」を使う。

・論文で使うアルファベットと数字は半角で必ず書く。

・本のタイトルはどんな時でも『 』（二重かぎかっこ）でくくる。

・映画や番組などの作品名、論文タイトルは「 」（一重かぎかっこ）でくくる。 

・上のサンプルのように「朝日新書」というシリーズの中の一冊を示したいときは、タイトルの後に

（朝日選書 150）のように書く。 

・もしコメントがしたくなったら下に「自分の言葉」として引用と区別して書いておく。中一の時のア

バターを使ったコメントを思い出すとよい。 

 論文の世界にはこのようにこまかなルールがた

くさんある。すこしずつ身につけて慣れてほし

い。特に引用した文献のでどころ（出典）のルー

ルは面倒だ。なぜこんな面倒なことをしなければ

ならないのか。それは、論文を読んだ人が、参考

にした本や資料に間違いなくたどり着けるための

「親切」だからだ。文献表示や出典の正確さが、

そのまま論文の「信用」になる。親切と信用は表

裏一体だ。 

コミックマーケットの存在意義はなにか

■まんがを描くことが子供じみた行為とされた昔は、作家になれなければ、描

くことを断念するしかなかったのだ。そんな二者択一を三者択一に増やしたの

がコミックマーケットであり、まんがを作れる者ならなだれでも｢作家｣と「読

者」の関係を持つことができるようになった。（中略）いま、僕にとってはこの

｢選択肢を増やした｣ことだけが、コミックマーケットを作ってよかったと思え

る唯一の根拠となっている。（霜月, 2008, p.211-212)  

霜月たかなか(2008)『コミックマーケット創世記』(朝日新書 150) 朝日新聞社 

①引用（ヒトの言葉）

④タイトル

③出典(引用の出所）

②文献表示





研究ピースの基本サンプル 

研究ピースのサンプルを以下に紹介し注意点をまとめる。 

・引用前後は 1 行空ける。

・引用は青文字、タイトルはゴシック体にする。（青文字は「なんでやねん」独自のルール）

・まくら、引用、コメントの書きはじめは１字下げて段落にする。

・自分のコトバは常体文にする。「だ」「である」を使い、「です」「ます」の敬体文は使わない。

研究ピースの書き方の習得は、論文執筆の「入場券」 

 論文提出の場面、論文を読まれないまま突き返されて、不受理となる生徒がいる。なぜだろう。「研究

ピースには論文の基本原則が隠れている」と書いた。ところがこの生徒は研究ピースのルールをまとも

に守っていなかった。段落がない、空白行がない、文献表示は不正確…。それでは、論文全体を読んでも

無駄なのは目に見えている。だから、本文は読まれずに突き返されてしまうのだ。 

 つまり、研究ピースは論文執筆の基本中の基本だから、その書き方の習得は論文執筆の「入場券」とい

ってよい。もちろん、はじめはまくらやコメントは書きにくい。そうした場合は無理に研究ピースを完成

させようとせず、「研究ピースの素」を書いておく。それらがたくさん集まってくると論文の構造が見え

てきてまくらもコメントも書けるようになる。 

コミックマーケットの存在意義はなにか

■「コミックマーケット」を研究するにあたり、その存在意義について考察する。コミックマー

ケットを巨大なイベントに育てた、創立者のひとりである、霜月たかなかの著作から、以下引用

する。 

【1 行空け】 

■まんがを描くことが子供じみた行為とされた昔は、作家になれなければ、描くことを断念す

るしかなかったのだ。そんな二者択一を三者択一に増やしたのがコミックマーケットであり、

まんがを作れる者ならなだれでも｢作家｣と「読者」の関係を持つことができるようになった。

（中略）いま、僕にとってはこの｢選択肢を増やした｣ことだけが、コミックマーケットを作って

よかったと思える唯一の根拠となっている。（霜月,2008，p.211-212） 

【1 行空け】 

■コミックマーケットの活力の源はこの「だれでも作家になれる」という回路を作り上げたとこ

ろにある。自分の努力（まんが作品）を発信者として、それを求める人々にだれもが手渡せる場

を作り上げた。それがコミックマーケットの存在意義だ。作家として誰もが描きたい作品を作

り、それを求める読者が現れる。コミックマーケットではこうして生まれた多くの作品と、何十

万という読者が出会う。ここに文字通りのコミックの「マーケット（市場）」が成立する。 



「〇〇とは何か」を考えることが、研究はじめの＆最大の一歩 

≥─╟℮⌂ ≢№∫≡╙⁸ ╩∆╢ ≢│₈∕─ ⅜ ⌂─⅛₉╩ ≢⅝⌂↑

╣┌⌂╠⌂™⁹ ─ ⁸ ─ ╡⌐№╢ ⁸ ⌂≥⁸ ⅜ ∆╢ │ ₁№

╢⅜⁸₈∕╣⅜ ⌂─⅛₉╩ ─ ╛ ⅛╠≢│⌂ↄ⁸ ⌂ ≢ ⅎ╢↓≤⅜⁸

─│∂╘─⁸∕⇔≡ ─ ≤⌂╢⁹ ≤│「自分が思ったことや、感じたこと(=感想)」≢│⌂

ↄ⁸「事実や根拠に基づいて、自分の意見を述べる、主張する」↓≤∞⅛╠∞⁹

[サンプル：定義・意味の研究ピース]

≤│™ⅎ⁸ ─ ⅜ ⌂ ≢₈₃₃≤│ ⅛₉╩ ╢↓≤│ ⇔™⁹∕↓≢ ⌐ ≈─

⅜ ∞⁹ ╛ ╩ ™≡™╢─│∕─ ⌐≈™≡─ ∞⁹ ─ √∟⅜⁸

( )─ ╩ ╡⌂™ │⌂™⁹ ╛ ⅛╠₈₃₃≤│ ⅛₉⌐≈™≡─

╩ ⇔ ⇔⁸∕─ ╩₈ ₉∆╣┌⁸ ╛ ─ Ⱨכ☻╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹≤│™ⅎ⁸

╛ │ ⌐╟∫≡ ⌂╢─≢⁸™ↄ≈⅛╩ ⇔≡ ∆╢─⅜╟™⁹

タイトル

(ゴシ黒) 
コミックマーケットとはなにか

まくら 

(明朝黒) 

ẽ₈◖Ⱶ♇◒ⱴ₉♩♇◔כ╩ ∆╢⌐№√╡⁸╕∏│◖Ⱶ♇◒ⱴכ◔♇♩≤

™℮ ─ ╩⁸ ─ 2020ₑ( )⅛╠ ∆╢⁹

引用文 

(明朝青) 

ẽ ─◘Ⱪ◌ꜟ♅ꜗכ─ ⁹ ⌐│⁸ 2 ⱦ♇◓◘▬♩

≢ ↕╣╢⁸ⱴfi●╩ ≤∆╢ ╛ ─≤⌂♩ⱶ♁ⱨכ◕ ◖Ⱶ

♇◒ⱴכ◔♇♩╩ ∆⁹ 3 ≢ 50 ╡╩ ∆╢ ▬ⱬfi♩⁹◖

Ⱶ◔╩⅔ ⌐⁸ ─╖⌂╠∏ ≢ ↄ─ ⅜ ↕╣╢↓≤⅛

╠⁸ ╩ ⌐◖Ⱶ◔≤ ┬↓≤╙№╢⁹(

,2020,p.₃₃)

コメント

(明朝黒) 

ẽ₈◖Ⱶ♇◒ⱴ⁸│₉♩♇◔כ ≢ 2 ↕╣╢◘Ⱪ◌ꜟ♅ꜗכ─▬ⱬ

fi♩∞⁹₈ ₉╛₈ ≥ⱶ♁ⱨ♩₉כ◕ ™≡№╢╟℮⌐⁸∕↓≢

↕╣╢ │ ∂ ╩ ≈ ₁⅜ ⌐≈ↄ╢ ╛⁸ ⌐╟╢ ≢№

╢↓≤⅜╦⅛╢⁹≈╕╡⁸ ⅜כ◌כⱶ♁ⱨ♩ⱷכ◕╛ ≤⇔≡ ∆

╢ ≢│⌂ↄ⁸▪ⱴ♅ꜙ▪⌐╟╢ ╛⁸○ꜞ☺♫ꜟ─ ⅜ ≤⇔

≡ ↕╣╢↓≤⅜⁸◖Ⱶ♇◒ⱴכ◔♇♩─ ─ ⌂─∞⁹

参考文献一覧に記載する文献情報↓ 

(2019 ₈◖Ⱶ♇◒ⱴ₉♩♇◔כₐ ─ 2020ₑ

「定義・意味」の研究ピースをつくる 



「はじまり」と「これまで」を学ぶことで研究が深まる 

≥╪⌂ ⌐╙₈│∂╕╡( )₉≤₈↓╣╕≢( )₉⅜ ∆╢⁹№⌂√─ │⁸ ╛◐

♇◌◔⅜№∫≡ ╕╣⁸ ╛ ⅜№∫≡ ─ ⌐⌂∫√⁹⇔⅛⇔₈Instagram₉╩ ∆╢ ⌐

≤∫≡│₈ ⁸ ∫≡™╢ Instagram₉⅜ ─ ╙≡∫№≢ⱶ₉₈YouTube₉כ◕₈⅜╣⧵⁸⇔∞

∞╤℮⁹ ∕─ ╩ ⇔╗№⌂√⌐≤∫≡│⁸₈ ─ ⇔↕₉⅜ ─ ∞╤℮⅛╠∞⁹

∕╣≢╙ ⌐≈™≡₈™≈≢⅝√─⅛₉₈™≈⅛╠│∂╕∫√─⅛₉₈≥─╟℮⌂ ≢

⌐ ∫√─⅛₉≤ ℮↓≤⌐│ ⅜№╢⁹「Instagram がなぜ楽しいのか」は、Instagram が生み出

されたきっかけや、流行に至るまでの経緯を追うことで、その理由を探ることができるからだ。₈│∂

╕╡₉≤₈↓╣╕≢₉╩ ™⁸ ┬↓≤≢⁸≥─╟℮⌐⇔≡ ─╟℮⌂ ⌐⌂∫√─⅛╩ ╤℮⁹

[サンプル：起源の研究ピース]

╛ ⌂≥─ ╩ ∫≡⁸₈₃₃─ ₉₈₃₃─ ₉⌐≈™≡─ ╩ ⇔

⇔⁸∕─ ╩₈ ₉⇔╟℮⁹ ≤ ─ Ⱨכ☻╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹↓↓≢│₈Instagram ─

─ ₉╩◘fiⱪꜟ⌐ ⅎ╢⁹

タイトル

(ゴシ黒) 
なぜ Instagram が流行したのか 

まくら 

(明朝黒) 

ẽInstagram │≥─╟℮⌐⇔≡ ╕╣⁸ ⇔≡⅝√─∞╤℮⅛⁹a ─

2020ₑ( )⌐│⁸ ─╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹

引用文 

(明朝青) 

ẽ ⅜כ♃♇▬♠⁸│≢ ╛Ⱬ▬♩☻Ⱨכ♅─№┤╣╢ ™ ⁸ⱨ▼▬

☻Ⱪ♇◒⅜ ─ ─ ─ ≤⌂╡≈≈№∫√ 2015 ⅛╠⁸

─√╘─ SNS ≢№╢▬fi☻♃◓ꜝⱶ Instagram ⅜ ⇔≡⅝√⁹ⱦ☺ꜙ

▪ꜟ∞↑─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⌐│♥◐☻♩⌐≈⅝╕≤℮ ╛ ∕

╪√ↄ ─ ╦⇔↕⅜⌂ↄ⁸ ⌂Ɫ♇◦ꜙ♃◓≢≈⌂⅜∫√ ╩ ⇔╘╢

↓≤⅛╠⁸ ╩ ⌐ SNS ╣╩ ↓⇔≡™√ ₁╩ ⅝ ↑√⁹( )17

⌐ ╢≤▬fi☻♃ ⅎ⇔∕℮⌂ ╠⅛♠כ▬☻⁸ ╕≢⅜ⱴ☻ⱷ♦▫▪≢

≤⌂╡⁸ ╛ ⁸ⱨ□♇◦ꜛfi ─ ⅝ ╖⌐╙ ╩ ⅎ╢╟

℮⌐⌂∫√⁹( ,2020,p.₃₃)

コメント

(明朝黒) 

ẽInstagram │ 2015 ⅛╠ ≢ ⇔│∂╘⁸╛⅜≡₈▬fi☻♃ ⅎ₉≤

⇔≡ ⌐⌂∫√⁹ ─ SNS ─ ∞∫√ ≢─╛╡≤╡≤ ⌂╡⁸

╛ ╩ ≤⇔√◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi⅜ ∞∫√⅛╠↓∕,₈SNS ╣₉≤

│ ⌐ ⇔≡⅝√─∞⁹

参考文献一覧に記載する文献情報↓ 

(2019 ₈▬fi☻♃ ⅎ₉ₐ ─ 2020ₑ

「起源」「歴史」の研究ピースをつくる 







本からのコールにレスポンスしてる？

ピースのコメントが書けずに困ったら―感想の意見への変換 

Ⱨכ☻≢ ⇔™─│◖ⱷfi♩ ⌂ ∞⁹₈↓─ │ ─ ⌐≥╪⌂ ⅜№╢ ₉≤

ⅎ╢⌂⅛⅛╠⁸◖ⱷfi♩│ ╕╣╢⁹ ╩ ╪≢ ⇔≡™╢∞↑≢│⁸◖ⱷfi♩│ ╕╣⌂™⁹↓↓

≢│◖ⱷfi♩⅜ ╕╣╢╕≢─ⱪ꜡☿☻╩√≥∫≡╖√™⁹ ⌂─│⁸₈ ─ ₉─₈ ה ┼─

₉∞⁹

 
ᵥ₈ ₉⅜ ╕╣√╠ ╩

≤⌂₉╪כ₉₈℮כ⅍┼₉₈∫№⁸₈≥╗ ⅜

ↄ⁹™╤™╤⌂₈ ₉ ╕╣╢⁹

⅜ ™√ ≤ ∫√╠⁸≤⌐⅛ↄ

∆╢⁹

ᵦ ╩™∫√╪₈ ₉∆╢

╩ ╪≢⁸↓─ │≥╪⌂↓≤╩ ∫≡

™╢─⅛╩ ⇔≡╖╢⁹₈≈╕╡₉╛₈

∆╢⌐₉≢ ⅝ ╘╢≤ ⅝╛∆™⁹

ᵧ ╩₈ ₉⌐ ∆╢ ─

≢⁸ ╩ │ ⌂₈ ₉⌐

⇔≡╖╢⁹₈№∫₉│₈ ™√₉⁸₈┼⅍

₈│₉כ ⅛╪⌂₈│₉╪כ₉⁸₈℮√⇔

┼╪∞₉⅛╙⇔╣⌂™⁹

ᵨ ╩ ⅜⅛╡⌐ ⌂ ⌐

╩ ™√╠ │⁸₈↓℮⇔√ ⅜

⌂−⁸≥℮⇔≡ ╕╣√─⅛⌂ ₉₈∕╣

≢ ₉₈≤⌂╢≤ ₉⌂≥≤ ⅎ╢⁹↓↓≢

ⅎ╢─⅜™╤™╤⌂ ∞⁹▬ꜝ☻♩

⌐№╢╟℮⌂ ₁⌂ ⌐ ™≡⁸

╩∕─ ≤≤╙⌐ ⌐ ≠↑≡ ™

≡╖╢⁹≈╕╡⁸◖ⱷfi♩≠ↄ╡⌐ ⌂

─│ ─ ─
⁸⁸⁸⁸⁸⁸

╛
⁸

┼─
⁸⁸⁸⁸⁸⁸⁸⁸

∞⁹

∕℮⇔√ ╖ ⌡─ ⌐⁸ ╡ ≢⌂™

─ ה ⅜ ╕╣≡ↄ╢⁹

↕≡⁸ │₈ ∂√↓≤₉⌂─≢⁸∕─╕╕≢│ ⌐⌂╡⌐ↄ™⁹ ⅜₈ ⇔™₉≤⅛₈ ∫

≡™╢₉≤│ ⅎ⌂™⅛╠∞⁹ ≢⁸◖ⱷfi♩ה │⁸₈ ה ⌂≥─ ₉⌂─≢⁸ ה™⇔

⇔ↄ⌂™⁸ ה ─ ⅜≢⅝╢⁹ ⌂◖ⱷfi♩─ №∫≡↓∕ ₈ ₉ ∞⁹₈↓╣

∞╟⌡₉≤ ╦╣√╠⁸╙℮└≤ ⅜ ∞⁹

≤↓╤≢⁸↓℮⇔√ ─ ─ ┼─ ─ │⁸™╤™╤⌂ ≢ ↑╢│∏∞⁹√≤ⅎ┌№

╢♪ꜝⱴ╩ √ ⁸◒ꜝ☻─ ⅜₈▪▬♠ №╡ⅎ⌂™╟⌡⁹∞∫≡№─ ≢Ν∆╢─

ピースのコメントを書くには 
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第 4章 
どうやって「現場」から学ぶか

フィールドワークの技法
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型通りに書けば誰でも書ける 

②頭語

①お名前は正
確に！
大学の教授な
どは「先生」
とする

③時候の挨拶

④簡単な自己
紹介と取材の
お願い

⑤どんな授業
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ーマで学んでい

るのか。なぜ取

材をしたいの
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組み込むとよい

この部分の説得

力がフィールド
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⌐│ ─ ─√╘⌐≥─╟℮⌂ ⌂ⱴ≢∆⁹כ♥⅜₉⅛─╢№⅜

− ╩ⱴכ♥√⇔℮↓⅜ ⅎ√─⅛≤™℮≤( ─ ה

╩ ╖ ╦∑≡⌂╢═ↄ√ↄ↕╪ ↄ)ΝΝΝΝΝΝΝΝΝΝΝ

ΝΝΝΝΝ ΝΝΝΝΝΝ

ΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

Ν⁹

ΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝΝ ΝΝΝΝΝ

ΝΝΝΝΝΝΝ⁹

⁸ ≢│╦⅛╠⌂™↓≤╙ ┘√™≤ ™⁸₃₃ ⌐

⌐ ⅛∑≡™√∞↓℮≤ ⅎ≡™╕∆⁹╙⇔ ≢⇔√╠⁸

─₃₃₃₃ ⌐⅔ ╩℮⅛⅜™ ↕∑≡™√∞⅝√™≤ ∫≡™

╕∆⁹

╙⇔⅔ ╩℮⅛⅜ⅎ╢─≢№╣┌⁸ ─↓≤⌐≈™≡ ⅎ≡™√∞

⅝√™≤ ∫≡™╕∆⁹

取材のお願いの手紙を書く 

☆取材申込は早いほどよい。6 月中には手紙
を出す。7 月返信・日程調整・7 月中旬～8 月
実施。 
 
①先方（相手の方）の予定が早く決められ
る。ぎりぎりの取材申込はとても失礼。 

②返事がない場合の対応を早くできる。催促
の連絡をする、別のフィールドワーク先にコ
ンタクトをとる、など。 

実験・観察・調理・創作などでフィールドワークの
代わりとする者は、保護者あてに手紙を書く。 

⑥あらためて取

材のお願い。な

るべく個人あて

がよい。













すぐに返事・勇気を奮って催促 

返事が来た場合 

ⱷ⁸╠√⅝⅜ꜟכ⌂╢═ↄ ↄ ∆╢⁹◘fiⱪꜟ╩ ⌐ ∆⁹

╩∆╢ │ cc כⱧ◖הⱲfiכ◌ ≢ ה ה ⌐ ⌐ ╩ ╣∏⌐⁹

ᵑ ≤ ⅜ ╕∫√

₃₃ ₃₃ ₃₃

₃₃ ₃₃₃₃

cc  

⅔ ⌐⌂∫≡⅔╡╕∆⁹

─ừừừừ≤ ⇔╕∆⁹

─ ⅔ №╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹

╩↔ ™√∞↑╢≤─↓≤⁸ ⌐ ℮↔↨™╕∆⁹

∕╣≢│₃ ₃ ₃ ⌐ỏỏ⌐ ≤₃₃≤ ≢⅔ ™™√⇔╕∆⁹

╟╤⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹

╕≢₃₃⌐≈™≡↕╠⌐ ┘╟™ ⅜≢⅝╢╟℮ ╡╕∆⁹

╡ ⅞⅔ ╕≢⁹

βββββ

ᵒ ⅜ ∞∫√

₃₃ ₃₃ ₃₃

₃₃ ₃₃₃₃

cc  

⅔ ⌐⌂∫≡⅔╡╕∆⁹

─ừừừừ≤ ⇔╕∆⁹

⅔ №╡⅜≤℮↔↨™╕⇔√⁹ ╩⅔ ╖™√∞⅝ ℮↔↨™╕⇔√⁹

⅜⅛⌂╦⌂⅛∫√─│ ≢∆⅜⁸↓℮⇔≡ ⌐₃₃⌐⅛⅛╦╢ ⅛╠

⅔ ⅜ ↑≡℮╣⇔⅛∫√≢∆⁹

↓╣⅛╠╙ ╩⅜╪┌╡√™≤⅔╙™╕∆⁹

╕√⌂⌐⅛ ⅜№╡╕⇔√╠≥℮∙╟╤⇔ↄ⅔ ™™√⇔╕∆⁹

βββββ

返事が来たら・来ないなら 



返事が来ない場合 

╩ ⇔≡ 1 2 √∫≡ ⅜ ⌂™ ⁸ ─ⱷ⁹╢∆╩ꜟכ ⇔ ⅜ ∞⅜⁸ │

⌂↓≤≢│⌂™⁹ ─ ─ ─ ⅝≢ ⅜⅛⅛∫≡™╢ ╙№╢⁹╕√⁸

─ ⅜⅝∫⅛↑≤⌂∫≡ ⅜ ∆╢↓≤╙ ™⁹

ᵑ ⱷכꜟ≢ ∆╢

₃₃ ₃₃ ₃₃

₃₃ ₃₃₃₃

⅔ ⌐⌂∫≡⅔╡╕∆⁹

─ừừừừ≤ ⇔╕∆⁹

₃ ₃ ⌐ ⌐≈™≡─ ─ ≢⅔√╟╡╩ ⇔ →╕⇔√ ─ ≢

∆⁹↔ ⅛≤│ ™╕⇔√⅜⁸ ↕∑≡™√∞⅝√ↄ⁸↔ ⇔ →╢ ≢∆⁹

─⅔ ™⅜ ™≡™⌂™╟℮≢№╣┌⁸≥℮⅛⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹ ╡ ⇔⅔ ↑™

√⇔╕∆⁹ ─√╘⁸ ⌐⅔ ≢ ⇔ →╕⇔√⅔ ╡╩⁸PDF ≢ ↕∑≡™√∞⅝

╕⇔√⁹

⌂⅔ ™≤│⅔╙™╕∆⅜⁸≥℮⅛╟╤⇔ↄ⅔ ™ ⇔╕∆⁹

βββββ

ᵒ ≢ ∆╢ ⅜⌂™≤⅝⌐ ╢

₈│™⁸₃₃ ₃₃ ₃₃ ≢∆₉

₈ ⌐№╡╕∆ ─ừừ≤ ⇔╕∆⁹₃₃─ ─ ─₃₃

₃₃ │™╠∫⇔╚™╕∆⅛₉

₈ ₁⅔ ∟ↄ∞↕™Ν ┘ ⇔ ₉

₈│™⁸₃₃≢∆₉

₈ ⌐№╡╕∆ ─ừừ≤ ⇔╕∆⁹ │ ₃ ₃ ⌐

⌐≈™≡─ ─ ≢⅔√╟╡╩ ⇔ →√ ≢∆⅜⁸ ╟╤⇔™≢⇔╞℮⅛₉

₈≥℮∙₉

₈↔ ⅛≤│ ∫√─≢∆⅜⁸ ─⅔ ™─⅔ ╡⅜⅔ ⌐ ™√⅛≥℮⅛

╡√™≤ ™↔ ⇔ →╕⇔√₉

ќ ₈ ™√ ќ ќ ₉

ќ ₈╦⅛╠⌂™⁸ ™≡™⌂™₉

₈ ₃₃⅛╠─ ─⅔ ™⅜ ™≡™⌂™╟℮≢№╣┌⁸≥℮⅛⅔ ╠∑ↄ∞↕™⁹

⌐ ⅔⌡⅜™─ ╡╩⅔ ↑™√⇔╕∆⁹∂≈│⁸ ─ ⌐ ─ ⅜№

∫≡Ν ⌐ ™√ ╩ ℮ ₉

β │≥⌂√⅜ ╢⅛╦⅛╠⌂™⁹ ⁸ ⅎ╠╣╢Ɽ♃כfi╩ ⇔√⁹↓─ ─ ─

│∕╣∙╣≢№╢⁹√∞⇔⁸∕─ ≢ ⅜ ╕╢ ⅜№╢─≢ │ ⌐ ⇔≡⅔ↄ⁹╕

√⁸ ⇔≡ ⅜⌂↑╣┌ ↄ№⅝╠╘╢⁹





╡∏∫≤ ╕≢♬꞉♩ꜞ≢№╢⁹↓╪⌂ │ ⇔√↓≤╙⌂⅛∫√⁹

↓─ ≢│ │ ≢ 14000 ─♬꞉♩ꜞ⅜ ≡╠╣≡™╢≤™℮⁹ ↕⌂ ⅜ⱳ♠ꜞ⁸ⱳ♠ꜞ

≤≈™≡│™╢⁹⇔⅛⇔⁸ ⅝ ⌐ ∟≡™╢⁸≤™℮ ⅜№╕╡⇔⌂™─│™∫√™≥℮⇔√↓≤∞╤

℮⁹

⌐│∏╠╡≤ 1 ⱷכ♩ꜟ╙№╤℮⅛≤™℮ ⅜ ∫≡™╢⁹ 
₈№⁸ ─ ⅛╠ ⅜≢≡™╕∆⌡₉

₈№╣≢ ╩ →≡™╢╪≢∆╟⁹ ↕⌐│ ™╪∞╟⌡⁹♬꞉♩ꜞ│ 32 ⅜ ⌂╪∞╟⌡⁹ √∟꜡

╩∟╞∫≤ ™≡™╢≢⇔╞℮⁹№╣│ ™≤⅝⌐№№∆╢╪≢∆⁹╙∫≤ ↄ⌂╢≤∕─℮∟ ≢ ╩∆╢

╟℮⌐⌂∫≡⁸ ╩┤ↄ╠╕∑╢╟℮⌐⌂╡╕∆╟₉

₈ ≢ ╩ ₉

₈∕℮⁸⅔ ╩ⱥꜛ◖ⱥꜛ◖↕∑╢╟℮⌐⌂╢Ν⁹╙∫≤ ↄ⌂╢≤ ⌐│ ∟№⅜∫≡⁸↓↓╕≢ↄ╢

≤╙℮∞╘Ν⁹10 ⅛∕↓™╠≢ 2000 ⅜ ╪∞↓≤╙№╢╪∞╟₉ 
─ ─ ⌐│ ╩ ∫≡™╢╟℮∞∫√⁹ ⌐ ⁸ ─↓─ │ ⅝└≤≈≢ ≤™

℮♬꞉♩ꜞ⅜ ⌠↓≤╙ ⇔ↄ⌂™╠⇔™⁹

∕↓≢ │
℮ ⅛ ≈

⌐╙↓╪⌂ ╩⇔≡⇔╕∫√⁹

⅛∆≢╪⌂℮≤╠√↑≈╩כꜝכ◒₈ ₉

∆╢≤ │ ╩ ╘≡™∫√⁹

₈∕╪⌂↓≤⇔√╠╛∫≡╠╣⌂™╟ ₉

45 ⅛╠ 60 ╩⅛↑≡ ≡√ 1 ⅜ ─≤⅝⌐╦∏⅛ 500 ←╠™∞≤™℮⁹ ⅜ ⇔™√╘

⌐⁸™⅛⌐◖☻♩╩ →╢⅛⅜ ╢™≡↑≈╩כꜝכ◒⁹∞─⌂ ⌂≥⌂™⌐ ╕∫≡™╢⁹

◖☻♩╩↕→╢√╘─ │↓─ ─ ↕⌐╙ ╣≡™╢⁹ ⅜ ™─│╦↨≤∕℮⇔≡™╢─≢№∫

≡⁸↓╣╩₈►▬fi♪꜠☻ window-lessΝ ⅜⌂™ ₉≤™℮⁹ ⅜ ↑╣┌ ™∞↑⁸ ╡₈

₉─♬꞉♩ꜞ√∟│ ↄ↓≤╩⇔⌂™⁹⇔√⅜∫≡∕─ ⁸ ⌂ↄ ⅜ ⌐⌂╢⁹ ─ ⅛╠ ╣

╢≤™℮ ─ ─ ─ ≤ ≤│⁸♃fi◒⅛╠♬꞉♩ꜞ√∟─ ⌐⁸ ↄ⌂∫√ ∞↑ ⌐ ↕╣

╢ ╖⌐⌂∫≡™╢⁹

ↄ⌐♬꞉♩ꜞ─ ⅜ ≈⅛ ⅜∫≡™╢─╩ ≈↑╢≤⁸ ⅜ ∫

√⁹

₈
≤ ℮ √

↕╣╢╪≢∆⌡₉

™ ≢│ ∏ ⅛─♬꞉♩ꜞ⅜↓℮⇔≡ ╪≢™ↄ≤™℮⁹

⅛╠┤ ⇔≡ 40 ↄ╠™⅛╠ ⅜ ╕╢⁹40 │ ≢™ⅎ┌ 5 ∞≤™℮⁹╟ↄ ↕╪≢

⌐₈└⌂ ₉₈ ₉≤ ⅛╣≡™╢─│∕─√╘∞⁹Ⱪ꜡▬ꜝכ≤ ╦╣╢↓─ │⁸40 50 ≢ ה

⅜ ⌐⌂╢╟℮⌐ ↕╣≡™╢─≢⁸∕╣ ╩∆╢↓≤│⌂™⁹ √∟⅜ ═╢ ─╒

≤╪≥⅜↓─╟℮⌐ ↕╣≡™╢⁹

病気予防に薬の投与 

↕─╒⅛⌐╙ ⅜ ╣╢↓≤⅜№╢≤™℮⁹∕╣│ ╛ ⌐ ↓╢ ∞⁹™∫√╪ ⅜ ⇔

√ │ ≈─ ≤™℮↓≤│ ⅜╕╢↔≤ ⌐⌂╢↓≤╙№╢⁹

╢╣┌╟≥₉₈ⱴ꜠♇◒₉₈●fiⱲ꜡₉ꜟ☻♇◌כꜙ♬₈⌐ ⌐ ⇔≡│ ─√╘⁸ ─

⅜♬꞉♩ꜞ─ ╖ ─ ⌐ ╣╠╣╢⁹ⱥ♫ ╩ ⌐ ⇔≡ 3 ⁸13 ⁸27 ⌐∕╣∙╣ ↕╣

╢─∞≤™℮⁹╕√ ─ ⌐╙ ─ ╩ ∆╢⁹ ─ ─ ╣⅜№╢√╘⁸ │ ╦

⌂™≤™℮╙──⁸ ≢╙⌂™♬꞉♩ꜞ⅜ ↄ─ ╩ ⌐ ╡ ╪≢™╢─│≥↓─ ≢╙ ∂

∞╤℮⁹

会話を再現すると臨場感がでる。主
旨が変わらなければ、多少その時の
会話と違っても構わない。 

お聞きした話を、自分なり
にまとめても構わない。 





╡↕╪₉≤⅛₈└╟↓↕╪₉≤ ╪≢™╢⁹↕⌂⅜╠ ─╟℮⌂ ─↓─ ─ ⌐№∫≡⁸ ─∕

─ ™⌐ ╙╡╩ ∂╢↓≤⅜≢⅝√⅛╠⅛╙⇔╣⌂™⁹

「経済動物」という動物たち 

₈ ₉≤™℮ √∟⅜™╢⁹₈ ₉≤╙™℮⁹ ⌂ ≤⇔≡ ↕╣╢ ╩↕⇔≡™

╢⁹₈ ₉≤™∫√╒℮⅜ ∞╤℮⁹≈╕╡⁸ ≢⌂™ √∟ ≤ ─№╢ │⁸

Ɑ♇♩ה◖fiⱤ♬○fi▪♬ⱴꜟ ≤ ⌐╦↑╠╣╢⁹↓─℮∟⁸ ₁⅔ ⌐⌂∫≡™╢─⅜

√∟∞⁹⅔ ─⅔ ─ ⌐№∫≡⁸└≤─ ╩ ⅎ≡ↄ╣≡™╢ │⁸√≤ⅎ┌↓─╟℮⌐⇔≡ ↕╣

≡™╢⁹

↓─ ≢╙ ═√ ╡⁸ ─ ─ │⁸₈ ₉∞⁹ ™ ⅎ╣┌⁸™⅛⌐ ↄ⁸™⅛⌐ ↄ

─ ╩ ≢⅝╢⅛⁸∕─√╘⌐ ה ─╖⌂↕╪│ ₁ ╩⇔≡™╢⁹

│└≤≈─ ╩≤╡№→√⁹⇔⅛⇔⁸∕↓⅛╠│⁸√≤ⅎ┌♬꞉♩ꜞ≤™℮ ─ ⁸

─ ⁸ ⁸ ⌂≥⁸ ₁⌂♩Ⱨ♇◒⅜ ╣√⁹ ↕⌂└≤≈─ ⌐│⁸╟ↄ

╣┌√ↄ↕╪─⅝∫⅛↑⁸ⱥfi♩⅜⅛ↄ╣≡™√⁹

β ─ │ 1991 ─╙─≢№╢⁹ ╛ ה ─ ⌂≥│ ≢│ ╦∫≡™

╢ ⅜№╢⁹ ─ ™ ( )⌐ ─№╢└≤│ ╩ ⇔≡╒⇔™⁹

β↓─ │ ≢ 4000 ≢№╢⁹

まとめ・考察の小見出し。 



感謝のメールの書き方 

ⱨ▫כꜟ♪꞉כ◒ ┼─ⱷכꜟ─ ⅝ ─◘fiⱪꜟ╩ ∆⁹ ↄ⌂ↄ≡╟™⁹ ⅛╠─ ─

│ ™⁹↓℮⇔√ⱷכꜟ⌐│ ╩ ∆─│ ─ ≢№╢⁹ ↕∑≡ ™≡ ∆╠⇔⌂

™─│ ╩ ∆╢℮ⅎ⁸ ⌐ ╩⅛↑⅛⌡⌂™⁹

ꜟכⱷה ⌐⁸FW ╩ ↑ ╣ ™√ ─ ∟≤⁸ ⅜ ⇔√ ╩ ∆⁹

ה ≤ ⅛╠─₈ ₉╩ PDF ≢ ∆╢⁹

ה CC ⌐ ה ה ⱷכꜟ▪♪꜠☻╩ ⁹

ה ─ ─ PDF ⱨ□▬ꜟ │₈ ₃₃₃₃₉ ₃₃₃₃⌐│ ─ ≤∆╢⁹

ה ─ⱷ⁸╠√⅝≢⅜ꜟכ ─ ⌐ ≡ ™≡⅛╠ ∆╢⁹

ủủủủ

ủủủủ ủủủủ

─ ⁸╕∆╕∆ ─↓≤≤⅔ ┘ ⇔ →╕∆⁹

↕∑≡™√∞⅝╕⇔√ ─ủủủủ≢∆⁹ ─⅔ ™⌐╙⅛

⅛╦╠∏ ▬fi♃ⱦꜙכ↕∑≡™√∞⅝ ⌐ ╡ ℮↔↨™╕⇔√⁹⅔⅛→╩ ∟╕

⇔≡ ⌐ ₈ủủủủủủủủủủủủủủủủ ủủủủủủủủủủủủ

ủủủủ₉╩ ↕∑╢↓≤⅜≢⅝╕⇔√⁹ │⅔ ≤ ™ ─ ≤ ╩

pdf ≢ ↕∑≡ ⅝╕⇔√⁹

│∂╘⌐⅔ ╩↕⇔№→√ ⌐│ ╩↕∑≡™√∞↑╢─⅛≥℮⅛ │ ↄ

⅜№╡╕∑╪≢⇔√⁹ ╩ ™√ ⌐│≤≡╙℮╣⇔ↄ ╦∏Ν( ↕

∑≡ ↄ╕≢─ ) 

ủủ↕╪⌐⅔ ™≢⅝√ ⌐│ ≤≡╙ ⇔≡⇔╕™ ≢╙ ╩⇔╚═∫≡™╢

─⅛╦⅛╠⌂™ↄ╠™≢⇔√⅜ ™╤™╤≤ ⌐⅔ ™√∞↑√⅔⅛→≢ ╙

⌂ↄ⌂╡Ν( ─ ⅔ )

↓─ ╩ ∂≡ │ủủủủủủủủủủủủủủ╩ ↄ ╢↓≤⅜≢⅝ Ν⁹

⅜ ╩ ∂≡≥℮⅛╦∫√⅛

⌐ ⇔√ │╟ↄ ⇔≡ủủủủủ⇔√™≤ ™╕∆⁹ ─

╛ ⌂≥ ≤─ ╩ ⅎ≈≈ ═╢

↓─ │ ⌐≤∫≡│∂╘≡─ ≢∆⁹╕∞╕∞ ╠⌂™ ╙ ™≤ ™╕∆

⅜ ↔ ↑╣┌ ™≢∆⁹ ⌐⌂╡╕∆⅜ ủủ ─ ─↔ ╩⅔ ╡™

√⇔╕∆⁹

ủ

─

FW 先への感謝の手紙・論文原稿送付

ⱨꜟⱠכⱶ≢⁹ ─ ─ │ ≢╟™⁹

│ ≢▪꜠fi☺⇔≡ ↄ⁹





おすすめできないアンケート調査をするために 

⅜╛╡√⅜∫≡╙⁸⅔∆∆╘⇔⌂™─⅜₈▪fi◔כ♩ ₉∞⁹ ⅜⅛⅛╢ ⌐₈ ─◒ꜝ☻≢│

↓℮≢⇔√₉≤™℮⁸ ∫√∞↑ ₈ ⇔√∞↑₉≤™℮ ⌐⌂╡⅜∟∞⅛╠≢№╢⁹▬fi♃כⱠ♇♩≢

▪fi◔כ♩∆╢ ╖╙ ╘⌂™⁹ ⅜ ╕╢⅛╠≤ ∫≡⁸ №╢ ⌐⌂╢≤│ ⅎ⌂™⅛╠∞⁹₈∕

╣≢╙▪fi◔₉⁸♩כ≤™℮ │⁸ ─ ╩ ╪≢ ╩⁹∕─ ⌐⁸ ⌂▪♪Ᵽ▬☻╩└≤≈⁹

⌂▪fi◔כ♩╩∆╢ↄ╠™⌂╠⁸ ⅛⌐ ╩⅛↑≡▬fi♃ⱦꜙכ⇔≡ ∂ ╩⇔≡ ⁸

↓⇔⇔≡ ⇔√ ⅜⁸ ™ ⅜≢╢⁹

ᵥ ≤ ה ╩ ⌐

▪fi◔כ♩─ ╛ ╩ ≢⅝╢⅛⁹╕√ ─

⌂▪fi◔כ♩≤ ⅜≢⅝╢⅛⁹∕℮⇔√▪fi◔כ♩≤

╩∕╤ⅎ╢≤⁸ ⅜≢⅝╢╟℮⌐⌂╡ ─

⅜╦⅛╢⅛╙⇔╣⌂™⁹

ᵦ ╩ ⇔≡ ⅎ╢

▪fi◔כ♩│ ⅜ ∞⁹ ה ⇔≡⅛╠≢│

™⁹▬◄☻ ⱡכ№╢™│ ≢ ⅎ╠╣╢╟℮⌐ ⌂╢

═ↄ ↄ─ ╩≈ↄ╢─⅜◖♠∞⁹⌂╪≢╙⅛╪≢╙ ↕∑╢─│ ⌐ ≢╙№╢⁹╕ √

╟╡ ≢─ │ ⅜ ⁹√∞⇔ ─ │ ⇔≡⅔ↄ⁹

ᵧ ─♥☻♩⅜

⅛⌐♥☻♩∆╢≤⁸ ⌐ ╢ ⅜ ≢⅝╢⁹♥☻♩╩╙≤⌐ ⇔™ ╛ ╩ ╡⁸ ∆

╢ ╛ ⌂≥ ╙ ⇔ ∆⁹

ᵨⱪꜝ▬Ᵽ◦כ┼─

▪fi◔כ♩│ ≢⁸ⱪꜝ▬Ᵽ◦כ⌐ ╖ ╗ │⇔⌂™⁹₈ ⅜ ™√ ₉─
∑╪↕ↄ

╙ ⁹₈

─ ╡ ™⌐│ ⇔╕∆₉₈ ⌐ ⇔ ⌐ ⇔╕∑╪₉─
√∞

⇔ ⅝╙ ⁹

ᵩ ↄ─ ╩ ╢

⅛╠▪fi◔כ♩╩≤╣┌▪fi◔כ♩─ │ ⅜╢⁹100 ─ ⅛╠ ╩ ⅎ╢≤♦כ♃⅜

∆╢⁹∟╞℮≥ 100 ⌂╠∕─╕╕ ⌐ ⅝ ⅎ╠╣╢⁹ 
ᵪ │┤√╡≢

│┤√╡≢╛╢≤ ⅜№⅜╡ ⇔ↄ≢⅝╢⁹╕√⁸ ─≤⅝⌐⅔╙

™≈™√↓≤│ ⅝ ╘╢⁹ ⅜ ⇔≡™√↓≤≤ ℮ ⅜≢√╠₈⌂

− ₉≤∕─ ╩ ⅎ╢⁹

ᵫ │◓ꜝⱨ≢

╩ꜟ☿◒◄│♃כ♦ ™ⱦ☺ꜙ▪ꜟ⌐◓ꜝⱨ ∆╢⁹▪fi◔כ♩╩≤∫≡

∞↑╩ ═≡╙ ⅜⌂™⁹∕─▪fi◔כ♩⅛╠™∫√™≥╪⌂↓≤⅜ ⅎ╢─

⅛⅜ ⌐⌂╢⁹ ⅎ╢↓≤⅜ ↑╣┌ ™╒≥∕─▪fi◔כ♩│ ╣≡™╢⁹

アンケートはやめとき



ᵬ▪fi◔כ♩│ ⇔≡⌂╪╓

◓ꜝⱨ ⇔√╡%╩∞⇔√╡⇔√

⅛╠ ™∫√™ ⅜ ⅎ╢

─⅛╩ ∆╢⁹▪fi◔כ♩╩∆╢

│ ⌐№╢⁹ ⅜⌂™▪fi

כ◔ │⇔⌂™─≤ ∂∞⁹∕╣╝

ⅎ⁸ ™≈⅝≢ ∆╢─│

∞⁹▪fi◔₈│♩כ ⅜⅝╕

∫√ ≢ ⅜ ╕∫≡⇔╕℮₉

≤ ╢⁹▪fi◔כ♩≢╟ↄ№╢─

│ ₈ ═╢ ⅛╠╦⅛∫≡™╢ ╖

⌂⅜∕℮ ∫≡™╢ ↓≤╩▪fi◔

≢♩כ ⇔√∞↑₉₈ ─ ╖─

ꜝfi◐fi◓₉⌂≥⁹№╕╡ ─⌂™

⅜ ™⁹

ᵭ▪fi◔כ♩ │◘fiⱪꜟ≤⇔≡

⌐

™∫√™≥╪⌂▪fi◔כ♩╩≤

∫√─⅛⅜╦⅛╠⌂™▪fi◔כ♩│

↕╣⌂™⁹◘fiⱪꜟ≤⇔≡▪fi

♩כ◔ ╩ ≢ ∆╢⁹



データを集めて分析し、隠れた法則性を見つけ出す 

自分の足でデータを集める 

─ ⌐ⱴכ♥ ╦∑≡⁸ ≢ ╩ ∫≡╖╟℮⁹ ╩ⱴכ♥ ≥╩♃כ♦⁸╘

⅜≥↓⌂╪≤╠⅛♃כ♦─⧵⁸╡ ⅎ╢─⅛╩ ⅎ╢⁹

“⌂╪≢╛⌡╪”─ ≢│⁸₈ ╩≥↓₉╢≥╩♃כ♦≢ ≤⇔≡™╢⁹Web ╛ ⌐ ∫≡™

╢⁸ ⅛⅜╕≤╘√ ─⁸ⱷ▬fi│♃כ♦ ≤⇔≡│ ⅎ⌂™⁹ ⅜ ─ ≢ ╩

╩♃כ♦⁸™ ╘╢↓≤╩ ∆╢⁹ ⅜ ∆╢⅛╠↓∕⁸№⌂√∞↑─○ꜞ☺♫ꜞ♥▫⅜

⌐ ╢⁹∕╣│⁸ ⅛⅜ ╘≡╕≤╘√ ◓ꜝⱨ╟╡╙⁸ ╙─ ⅜№╢⁸ ∞↑─○ꜞ☺♫

⁹∞─⌂♃כ♦ꜟ

₈A.▪fi◔כ♩ ₉│ ╡⁸ ⇔√▪fi◔כ♩

⌐ ⅎ≡╙╠™⁸ ╩ ∆╢ ⁹ ─₈

₉╛₈ ₉╩ ≤∆╢⁹ ∆╢≤⁸

⌐≤∫≡╙ ⌂ ⌐╖ⅎ╢⅜⁸ ⅜ ╪

≢⁸∆←⌐ ─╦⅛╢╟℮⌐ ∆╢─│ ⌐

⁹∑∫⅛ↄ ╩ ∫√─⌐⁸ ⌐ ─⌂™

┌⅛╡⌐⌂╢↓≤╙⁹∕─ ≢│ ─ ™

⁹ │ ⌐⁹

₈B. ה ה ₉│⁸₈ ─ ₉│╙∟╤

╪⁸₈ ה ₉₈ ₉⌂≥⁸ ╙ ≤

∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ ≢ ╩∆╢√╘⌐⁸ ⅜

∞⅜⁸ ─ ╡─№╠╝╢↓≤╩ ≢⅝╢≤™℮

⌐ ╖⅜№╢⁹

₈C.▬fi♃ⱦꜙכ ₉│ ╡⁸№╠⅛∂╘ ⇔

√ ꜞ☻♩╩ ∫≡⁸ ⅛⌐▬fi♃ⱦꜙכ⌐ ⅎ≡╙

╠℮ ∞⁹▪fi◔כ♩ ⌐╙ ≡™╢⅜⁸₈ ⇔≡

╙╠℮₉₈ ─ ╩ ∆╢₉≤™℮ ≢ ⌂╢⁹

─ ⁹╩♩כ◔fi▪┌╣↑√╡≥╩♃כ♦ ⌂™♦

≡∫╟⌐כꜙfi♃ⱦ▬╙≢♃כ ♃כ♦ ╘⁸ ⌐

⇔√↑╣┌▬fi♃ⱦꜙכ ⌐ ⇔≡╖╟℮⁹

自分でテーマを決めて統計調査に挑戦しよう 



調査テーマを決める 

╩♃כ♦ ∆╢ ⱴכ♥⌂℮╟─≤⁸│≢ ╡ ≢

∆╢⅛╩ ╘╢ ⅜№╢⁹∕↓≢ │⁸ כꜟ◓

ⱪ╩₈ ₉∆╢≤™℮ ⅛╠⁸ ⅜ ╡ ╖√™ כ♥

ⱴ╩ ⅎ≡╖╟℮⁹

ⅎ┌ ⅛⌐▪fi◔כ♩ ╩∆╢ ⁸▪fi◔כ♩

╩™ↄ≈⅛─◓ꜟכⱪ⌐ ↑≡ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹₈

₉╛₈ ◒ꜝⱩ₉⌐╟∫≡⁸♦כ♃─ ⌐ ─

⅜╖╠╣╢⅛╙⇔╣⌂™⁹ ⱪכꜟ◓⌂℮╟─↓⁸│≢ ↑

─↓≤╩「基本属性」≤ ┬⁹ ─◘fiⱪꜟ╛ ─ ╩ ⌐⁸ ⅜≥─╟℮⌂ כꜟ◓

ⱪ╩ ⇔√™─⅛⁸ ⅎ≡╖╟℮⁹

⌐ ╩「変数」♃כ♦╢∆ ⅎ╢⁹ ⅎ┌⁸ ╪∞ ⅜₈ ₉≢⁸ ⅜₈ │↓╣╕

≢≢ ⅛₉≢№╢ ⁸ ─╟℮⌂ ⅜ⱴכ♥ ╕╣╢⁹

（基本属性） (分析するデータ:変数) 
 性別 ×  筆箱はこれまでで何代目か 

(分析するテーマ) 
＝ 性別によって、筆箱の買い替え回数に差がでるのか 

↓℮™∫√ ╩ⱴכ♥ ⅎ╢ ≢ ╢≥╩♃כ♦⁸│─⌂ ⌐⁸ ≢ ╩ ≡╢ ∞⁹

比較の観点を取り入れる 

⌐⅔™≡₈ ─ ₉⅜ ∞≤™℮↓≤│⁸1 ⌐ ╪∞⁹₈₃₃ꜝfi◐fi◓ ₉

≤ ∫≡⁸√∞ ╩♃כ♦⌂ ╠⅛⌐⇔≡╙ ⌐│⌂╠⌂™⁹√≤ⅎ┌ ⌐ ⇔√ √∟

│⁸ ─╟℮⌂テーマ×比較の観点≢⁸ √⌂ ╩ ╠⅛⌐⇔≡⅝√⁹≥─╟℮⌂ הⱴכ♥

≢№∫≡╙⁸ ∏ ─ ╩≤╡ ╣≡ ╩ ⅔℮⁹

ⅎ┌⁸ ─ │ ─╟℮⌂ ╩ ∫≡™√⁹

公園で散歩をしている犬の犬種×地域(関西・関東)：東京出張中の保護者とビデオ通話して調査 

夏休みのテレビ特番のジャンル×放送局：新聞テレビ欄をひと月調査

ポケモン GOの利用状況×年度(過去・現在)：アンケート調査

基本属性のサンプル 

1 性別によって傾向が… 

2 所属するクラスによって傾向が… 

3 所属する部活によって傾向が… 

4 住むエリアによって傾向が… 

6 勉強時間によって傾向が… 

 〇〇〇〇によって傾向が… 







分析に応じたグラフの使い分け 

▪fi◔כ♩╩ ⇔√╠⁸ ⱨꜝ◓₈─♃כ♦│⅝═╢╛⌐ │♃כ♦⁹∞₉ ─ ╩ ╘╢

╟╡╙⁸◓ꜝⱨ⌐∆╢↓≤≢ ⇔╛∆ↄ⌂╢⁹ ─ ⌐ ⌐ ⅎ╢√╘⌐╙⁸◓ꜝⱨ│

∞⁹√∞⇔◓ꜝⱨ ─ ⌐│⁸ ╛ ⌐ ∂≡◓ꜝⱨ─ ╩ ™ ↑╢ ⅜№╢⁹╟ↄ

∫√◓ꜝⱨ⅛╠⁸ ≢ ℮∟╞∫≤ ⌂◓ꜝⱨ╕≢⁹∕╣∙╣─ ╩ ⇔⁸ ─ ♥

⌐ⱴכ ⇔√◓ꜝⱨ╩ ═╢╟℮⌐⌂╤℮⁹∆═≡─◓ꜝⱨ│ Excel ≢ ⌐ ╣╢⁹

棒グラフ 

─ ─♃כ♦≢↕ ─ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝⁸ ∂

≢⁸ ╩♃כ♦ ∆╢↓≤⌐ ⇔≡™╢⁹

₈◒ꜝ☻⌐╟∫≡ ─ ↕│ ⌂╢─⅛₉

◒ꜝ☻─ ↕╩ ⇔

ヒストグラム

─♃כ♦ ( ╠┌╡ )╩ ╢ ⅜≢⅝╢⁹ ⌐

⁸ ⌐ ╩≤╡◓ꜝⱨ⌐∆╢⁹
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─ ↕─ ╩ ↔≤⌐ ⅎ
0-
50

51-
100

101-
150

151-
200 ~

601
-

2 1 3 3 5
0 0 4 5 5

折れ線グラフ 

─♃כ♦ ╩ ≢ ∆⁹ ( ╛ )⌐╟∫≡≥─╟

⅜♃כ♦⌐℮ ⇔≡™╢⅛╩ ╢⁹

₈ ⌐╟∫≡ ─ ↕⅜≥─╟℮⌐ ∆╢⅛₉

3 ╩♃כ♦─ ═≡◒ꜝ☻↔≤─ ╩ ╢

A B C D

( )
13344 12664 14944 14999

A B C D
2017 19 22 23 21
2018 18 20 23 21
2019 24 21 22 22

アンケートの集計結果をグラフ化する



帯グラフ (100%積み上げ横棒) 

─♃כ♦ ╩ ⇔⁸ ╩ 100 ≤∆╢⁹ ♃כ♦

─ ╩ ∆─⌐ ⇔≡™╢⁹

₈ ⌐╟∫≡ ™ ⅎ │ ╦╢─⅛₉

™ ⅎ ─ ╩ ↔≤⌐ ⅎ

散布図 

─♃כ♦ ╩ ⇔⁸ ─ ─♃כ♦

╩ ∆╢─⌐ ≈⁹ ─♃כ♦─≈ ╩(x,y)

⌐ ∟⁸ ╠┌╡ ╩ ╢ ≢ ╩ ═

╢⁹ ⌐╟∫≡ ─≈╟↕╩│⅛╢↓

≤⅜ ╢⁹

₈☻ⱴⱱ ≤ ─ ₉

↔≤─ 1 №√╡☻ⱴⱱ ≤ ╩ ─♃כ♦═ ╩ ╢

─ ╘ ( ) =CORREL(A1:A133,B1:B133)  

(A1 ⅛╠ A133 ≥♃כ♦─ B1 ⅛╠ B133 ─♃כ♦─ ─ ╩ ╘╢ ) 

™ ─ ─ ™ ─ ⌂⇔ ™ ─ ─ ™ ─

-1.0֔p֔-0.7 -0.7֔p֔-0.4 -0.4֔p֔-0.2 -0.2֔p֔0.2 0.2֔p֔0.4 0.4֔p֔0.7 0.7֔p֔1.0 

1 2 3 4 5

11 21 33 24 7
0 0 6 17 73

─√╘─ ₈╕⌂╓℮ ₉( ) 



データから事実を読み取り、背景にある原因を考察する 

╩♃כ♦√⇔ ⇔╟℮⁹╛╡ ↕ⅎ╦⅛╣┌⁸ ⌂ │∕╣╒≥ ⇔ↄ⌂™⁹ ╘√♦

╩ⱨꜝ◓╠⅛♃כ ⇔≡₈ ╩ ╖ ╢₉⁹↕╠⌐₈ ─ ₉∆╢⁹ │↓─ 2 ≢ ℮⁹

データから事実を読み取る

⅜ ⇔√ ⱴ⌐│⁸כ♥ ─ ⅜

↕╣╢⁹₈ ⌐╟∫≡ ─ ™ ⅎ ⌐ ™⅜

╢─≢│⌂™⅛₉≤™℮ ⌐ⱴכ♥ ⇔≡⁸₈

─ ⅜ ™ ⅎ ⅜ ↄ⌂╢( ™ ⅝⅛╙⇔

╣⌂™⅛╠)₉≤™℮ ╩ ≡√≤⇔╟℮⁹

⇔√◓ꜝⱨ╩ ™╣┌⁸∕─ ╩ ∆╢↓

≤⅜≢⅝╢⁹ ─╟℮⌐⁸ ∕╣∙╣⌐ ⇔≡₈

─ ⅜ ⅛₉╩ ℮√ ⁸∕─ ╩

◌►fi♩⇔⁸ ─ ◓ꜝⱨ╩ ≢⅝╢⁹↓─◓ꜝ

ⱨ⅛╠│⁸ ─╟℮⌂ ⅜ ╖ ╣╢⁹

・男子で最も割合が大きかったのは「3代目」で、34％だった

・女子で最も割合が大きかったのは「5代以上」で、76％だった

・男子で最も割合が小さかったのは「5代以上」で、7％だった

・女子で最も割合が小さかったのは「1代目」と「2 代目」で、いずれも 0％だった

・男子の回答は全ての選択肢に散らばっていた

・女子の回答は「5代以上」が 76％と、一つの選択肢に集中していた

─╟℮⌂◓ꜝⱨ─ ╖ ╡│ ⌐ ⁹ ( )↔≤─₈ ⅝™ ( )₉₈ ↕™ ( )₉

₈ ─ ₉╩ ⅝ ⇔√∞↑∞⁹⇔⅛⇔↓╣∞↑≢╙⁸₈ ⌐╟∫≡ ─ ™ ⅎ │ ╦╢─

⅛₉≤™℮ ™⌐ ∆╢ ╩ ╘╢ ⅜≢⅝╢⁹ ⅝ ⇔√ ( ╩♃כ♦─≥↔( ∆╣┌™

™─∞⁹↓↓≢ √ ╩ ⌐╕≤╘╢≤⁸ ─╟℮⌐⌂╢⁹

読み取れた事実を文章で表現する 

割合の大きい回答は、男子は「3 代目」が 34%、女子は「5 代以上」が 76%だった。一方で、値の小
さい回答は、男子が「５代以上」で 7%、女子が「1 代目」「２代目」で 0%だった。 

さらに、データの分布状況に関しては、男子の回答が各選択肢にまんべんなく散らばって分布して
いるのに対し、女子は「1・2 代目」が 0％、「5 代以上」が 76%と、一つの回答に集中していた。 

以上の事から、性別によって筆箱の買い替え傾向は「変わる」といえる。女子が筆箱を買い替える
回数は、男子と比較してもかなり多く、中学 2 年までに 5 代以上買い替えている者がほとんどだった。 

アンケート結果をどのように分析するか



事実から原因を考察する 

◓ꜝⱨ╩ ╖≤∫≡ √ ⅜╕≤╕∫√╠⁸ ⌐₈⌂−∕─╟℮⌂ ⌐⌂∫√─⅛₉╩ ⇔≡

╖╟℮⁹ ─╟℮⌂ ⌐ ∫√ ╩ ⌐♃כ♦⁸⇔ ↑╩ ⌂℮╟─≤⅜♃כ♦∞√℮⁹

∞∫√─⅛╩ ↄ∞↑≢⌂ↄ⁸∕─ ⌐№╢ ╩ ⅎ╣┌⁸↕╠⌐ ≤⇔≡ ⅜ ╕╢⁹

男子はあまり「筆箱」に興味がないのかもしれない。そのために「筆箱を買い替えよう」「この筆箱
が欲しい」と考える機会が少なく、買い替え回数が少なくなっているのだと推測する。 

女子は「新しい物」や「かわいい物」に対するこだわりが強いのかもしれない。また、友達の間で同
じ「かわいい物」が流行することもある。そのため買い替えの需要が多いのだと推測する。 

性別によって買い替え回数に差が出ることは明らかだ。しかしその原因は推測の域を出ず、その点
を明らかにするためには、今後「なぜ買い替えようと思ったのか」の調査が必要である。 

─╟℮⌐⁸ ⌐♃כ♦─ ⇔≡ ─ ╩ ⅎ╢ ⌐♃כ♦⁸≢ ↑╩ ℮↓≤⅜

≢⅝╢⁹ │⁸√∞─ ⌂ ─ ∞⁹∕↓⌐№⌂√⌂╡─ ⅜ ♃כ♦⁸≢≥↓╢╦

│₈ ( )⅜⁸∕─ ─ ⌐╕≢ ╩ ⅎ╢₉( ⅜№╢)≤™℮ ╩ ≈─∞⁹

しかし今回の考察は、あくまで「推測」に過ぎない。 ⌐₈⅛╙⇔╣⌂™₉≤ ™≡№╢╟℮⌐⁸

≡⅜╦⅛╢ ⌂ ⌂≥│ ⇔⌂™⁹ ╩↕╠⌐ ⅛╘╢√╘⌐│⁸↕╠⌐ ─ ⅜ ⌐

⌂╢⁹ ⌐╟∫≡⌂╪≢╙ ╠⅛⌐≢⅝╢╦↑≢│⌂™↓≤╙⁸ ⌐ ╘⅔↓℮⁹

分析はさらに続く 
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第 5章 
どうテーマを絞り

論文をデザインするのか
論文構築のイメージと方法

「コスパ」「タイパ」は遠回り 



タイトルを見れば論文はその出来具合がわかる

「問い」を立て、その「答え」に論理的にたどり着く 

ここまでの章で、題材決め、ピースづくりと作品作りの基礎、フィールドワークの実際、と紹介してき

た。それらがまとめられたならそれはそれで立派だ。とにかく自分の関心から目をそらさずに、しかも面

倒なルールを守って、情報を集めてきたのだから。

しかし、そうした「調べました学習」は残念ながらまだ〝論文〟とはいえない。論文は、①自分なりの

テーマ（問い）を設定して、②資料に学びつつ、フィールドワークなどを通じて、③ オリジナルな結論

（答え）を論理的に主張する文書だからだ。そんなテーマ設定をして、結論にたどりつけたのなら、それ

はもう「超」中学生級である。

調べる学習を研究論文に深めていく 

「調べる学習」は、学ぶ題材・対象について情報を集めてまとめる探究学習だ。簡単でコンパクトにも

まとめられる。中学１年でやった「ミニ調べる学習」がその例だ。たとえば、マリモについて一般的な情

報を集めて、「マリモはどんなイキモノか」とういうタイトルで画用紙 1 枚にまとめる。さらに、マリモ

の知識を学んで「日本各地のマリモ」とか「マリモの栽培方法」のように題材を絞ってまとめて「調べる

学習」の作品にもできる。

一方、さらに進んだ探究学習が「研究

論文」だ。マリモの分布や栽培方法をた

だ調べるのではなく、「マリモのなにを

問題にするのか」を考える。たとえば、

「マリモは観光資源としてどのように

活用されているのか」とか、「マリモの生

息環境の維持するためにどのような政

策が必要か」などだ。研究論文はこのよ

うにテーマが「問い」になる。こうした

問いに答えるには、観光や水質や行政や

法律など、マリモ以外のさまざまな知識

が必要になる。このようにテーマ（問い）

を設定し、情報を集めて整理して、結論

（答え）を導く作業を「研究」と呼び、研究は「論文」の形

にまとめられる。だから「研究論文」なのだ。

「調べる学習」と「研究論文」、難しさの違いはあっても、

共通する部分がある。まず、どちらも自分の興味・関心で題

材を決める。つまり、探究学習は「調べさせられ学習」「さ

せられ研究」ではない。次に、本やネットで情報を集め、そ

こからの引用や出典について、ルールを守って書く、そんな

著作権を大切にする手続きも共通している。

「調べる学習」から「研究論文」へ 

調べ学習と研究（論文）は、何を学ぶかを自

分で決める。楽しくないわけがない。 





「なんでやねん」最大の難所 

 
テーマにならない「問い」のいろいろ 

仮受理の条件を満たすのは楽だ。時間をかけて読んで書けばよい。しかし、ただ「写しました・調べま

した学習」を続けていても論文は受理されない。最大の難所がテーマ（問い）の設定だからだ。ここから

書くことは、「超中学生級」のアドバイスだ。高校生（大学生）でも、「テーマを決める（問いを立てる）」

道のりで苦しむ。中学生が苦しむのは当然だ。しかし、あえて本物の研究をしようと思ったら、以下のア

ドバイスを避けては通れない。 
先輩の作品のテーマ（タイトル）を読むと、いかにもすんなりと問いから結論が導かれたようにも見え

る。しかし、テーマが決まる道のりはどの生徒にとっても一筋縄ではいかない。「とにかく疑問文にすれ

ばいいんでしょ」と安直にかんがえると、結構なツッコミを受ける。そうした「その問いは止めた方がい

いね」というパターンが、毎年たくさん現れる。ここでは、そうしたテーマとして成立しにくい問い７つ

のパターンを紹介する。 
 
１．大きすぎテーマ:手に負えないって 

 「自由とは」「生命倫理とはなにか」「人が生きるとは」などは大きすぎ。その問い自体は根本的で重

要であり、「自由」や「生命倫理」「人生」に関心があるのも自然だ。しかし、このままでは研究は前

進しないので，テーマを見つけるために話題を具体的に限定してみる。たとえば、「自由→不自由な

場面」「生命倫理→生命が大事にされない場面」「人生→『おわりに』のエピソード」。こうしてはじ

めは大きすぎでも、「清教学園の髪型」「ペットの販売条例」「中学生の体験した死」といった限定的

で具体的な題材を思いつく場合も多い。 

 

2．まんまテーマ:誰が調べても同じ 

 「疑問文にしなさい」と言われ、そのまんま疑問文にしているパターンだ。「文房具の世界とは」「人々

を癒し続けるアロマとは」「パラスポーツって」「マウンテンバイクって何」などがそうだ。このままでは、

文房具やアロマやパラスポーツを調べただけ
．．．．．

になる。というのも、これらのどれも「定義」を問うている

だけだから。簡単にいうと、「百科事典を紹介すれば済んでしまうテーマ」だ。誰が調べても同じ答えに

なる問いはテーマにならない。とはいえ、定義が研究テーマになる場合もある。たとえば高校生の石川大

地君の「パラリンピックはリハビリかスポーツか」（分類 780.69）などは立派なテーマだ。「まんまだね」

と言われたら、その分野をもっと学んでいこう。そのうちに価値あるテーマが現れる。 

 

3．解決済テーマ：そんなの常識 

２の「まんまテーマ」に近い。「燃料電池車はどのようにして動くのか」など、すでに解決済の問題はテー

マにならない。まんまテーマに近い。「自分が知らないから調べる」のは、テーマ設定の前段階だ。つま

り、誰が調べても同じ結論になる問題はテーマにはならない。燃料電池車に興味があれば設計・制作のプ

ロジェクト型の研究はどうだろう。自作パソコン製作の研究で「低価格高スペックパソコンをどう実現す

るか」というテーマがあった。工学系はプロジェクト型研究が似合う。 
 

こんなテーマはあかん 



4．ハウツーテーマ：結局は本人の努力と運次第 

「どうすればダイエットに成功するか」「どうすれば記憶力（集中力）をアップできるか」「どうすれば

英語が得意になるか」「身長（競技の記録）をのばすには」「俳優になるには」といったハウツー（how-to）
テーマは避ける。なぜなら、それらが実現できるかどうかは、個人の努力や素質・運によるところが大き

いからだ。たとえばダイエットのＣＭは成功例を盛んに紹介する。とはいえ、それがダイエットの有効性

を証明しているわけではない。「努力してしかも運よく成功した人」を選んでＣＭに起用している、とい

う可能性は否定できないからだ。 
 

5．未来予測テーマ：なんとでもいえる 

「日本経済はどうなるか｣「日本の農業の未来はどうなる」などもテーマにならない。未来の予測はな

んとでもいえるからだ。たとえば「阪神は来年優勝するか」は言いたい放題である。反対に「二〇〇五年な

ぜ阪神は優勝できたのか」なら論証・議論ができるテーマとなる。 
 

6．好き好きテーマ：きっとみんなそう思ってるよ 

 テーマで良く出るフレーズがある。「なぜ人気」「なぜ魅力」「なぜ愛される」「なぜ心を打つ」「なぜ流

行る」「なぜ注目される」などだ。「犬はなぜ愛されるのか」「ディズニーランドはなぜ人気なのか」など

もよく出てくるパターンだ。「テーマは問い」を安直に受け取ると、流行や人気の理由探し、つまり「好

き好きテーマ」になりがちだ。このまま研究を進めると「犬は人に癒しをもたらすから」といった極めて

常識的で平凡な結論になる。だれでもふつうそう感じている、そうした常識の確認は研究ではない。結論

を先取りしているだけだ。一方で、ディズニーランドの人気について、それまで注目されなかった人気の
、、、、、、、、、、、、、、、

原因を
、、、

考察
、、

する
、、

というなら、話は別でテーマに値する。 
 
7．上から目線テーマ…論文は呼びかけたり教えたりしない 

研究は下から差し出す
．．．．．．．

ものだ。つまり「こんな問い（テーマ）で考えてみましたが、いかがですか？」

が、研究の正しい態度だ。「知らない人に教えてやる」という、上から目線であってはいけない。たとえ

ば「ヨーグルトって知ってる？」「あなたの視力は良いですか？」がこの例だ（しかも内容的には「まん

まテーマ」だ）。何が悲しくて読者は、中学生から上から目線で教えられなければならないのか。失礼だ。 
 

8．言いたいことを言うためのテーマ：はじめから結論言ってどうする 

 「なぜ中学生はピアスをしてはいけないのか」「なぜ英語を学ばなければならないのか」などだ。ここ

には「ピアスをしたい」、「英語は学びたくない」という気持ちが入り込んでいて、「痛い」1と言われる。

そのままでは、「ピアスができる理由」、「英語教育不要論」をかき集めて終わる。当然だが、こうしたテ

ーマに取り組むなら「ピアスを許さない理由」「英語教育論」もかき集めて反論しなければならない。 
 
テーマ（問い）を吟味すると、「ハウツーテーマだよね」「まんまだだね。それは君が知らないだけ」「未

来は誰にもわからん」「痛い」「みんなそう思ってる」「何様？」などツッコミを受ける。つらいし、腹も

立つ。しかし、そうしたツッコミはあなたの興味が間違っている
、、、、、、、、、、、、、

、という意味ではい。興味があるならテ

ーマは深まる。その分野の知識が増えれば、「調べました学習」が論文に化ける。オリジナルなテーマ（問

い）も生まれる。興味があるのなら、簡単にあきらめるべきではない。 

 
1 俗に、さも得意そうな言動がひどく場違いで、見るに堪えないさま。（goo 辞書） 



解決済問題はテーマにならない 

 

「そんなんわかってる」（あなたが知らないだけ）テーマ 

 
「薬はどのような働きをするのか」「薬はどうやって人に効くのか」  
「銀河系はどういった構造なのか」「カメラとスマホカメラの違い」「警察官の仕事内容」 
「なぜうんこはくさいのか」「テニス道具はどのように製造されているのか」  
 
これらは 2019 年度 69 期の研究企画書から選んだテーマ候補だ。これらは、そのままではテーマに

ならない。なぜだろうか。これらがすでに解明されている問題だからだ。わかりきった問題をテーマに

しても、研究にはならない。これらを「解決済問題」（そんなんわかってるテーマ）という。 
「飛行機はなぜ飛ぶか」が典型だ。「自分が知らないから調べる」は研究ではない。自分が無知ならば

まずは資料で調べる。とはいえ落胆することはない。自分が「飛行機はなぜ飛ぶか」を知らないからと

いって「飛行機への興味」が間違っているわけではないからだ。テーマ（問い）の立て方が間違ってい

るだけだ。自分が知らないことを面白く学んでいって、飛行機についてその視点や取り扱い方を変えれ

ば、よいテーマが育つ可能性は十分にある。なにより興味を持って学ぶのは楽しく大切だ。たとえば

「人為的なミスでなぜ飛行機事故が起こるのか」を考えるなら、「飛行機はなぜ飛ぶか」を知らないでは

困る。だから、上にあげたような「自分が知らないから調べる問い」は、これからテーマ設定をするた

めの下準備、土台作りといえる。 
 念を押す。「『太陽がどの方角からでるのか』を私はテーマにしたい」って、アホでしょ。 
 
テーマ設定どうする：毎年うまくいかない「薬剤師」を例に 

では、「視点や取り扱い方法を変える」ために、どうすればいいのか。  
「薬はどのような働きをするのか」、あるいは「薬剤師はどのような仕事をしているのか」などは、薬

剤師志望の生徒がいるためか、毎年のように見かけるテーマだ1。前者は「薬理学」、後者は「薬剤師」

が題材だ。薬剤師志望なのだから、薬剤や薬理学・薬剤師の業務に興味を持つのは当然だ。だから「薬

は一般に体内でどのような働きをするのか」あるいは「薬剤師はどのような仕事をしているのか」とい

った問いは、これから作る論文の第一章のタイトル（テーマ）になる。だからとりあえずは、薬理学・

薬剤師の入門的な本を読んでこの章を作ればよい。その上で、薬理学や、薬剤師にどんな問題があるの

かを考える。そこからが本格的なテーマ設定だ。 
たとえば薬学の社会的な問題は大変多い。なかでも薬害は巨大な問題だ。近年でも薬害エイズ、予防

接種問題、子宮頸がんワクチン、古くはサリドマイド事件などが有名だ。また後発薬、高額ながん治療

薬など話題も豊富だ。一方、薬剤師に関しては「薬剤師 30 万人超え」、「地域偏在問題」などもあるよ

うだ。こうした社会で話題になる問題は「いまだ答えが得られていない問題」であり、「様々な答え方の

ある問題」だ。興味があるなら調べてみるとよい。  
その一方で、「そんな重い社会問題でない とダメなのか」という気持ちがあるかもしれない。もっと

 
1 薬剤師関連は、なぜかうまくいく論文が少ない不思議な分野だ。資格や安定した収入に興味があるばかりで、薬剤や職

業自体にほとんど興味がないからだとにらんでいる。もしそうだと薄々わかっているならすぐやめよう。 

「飛行機はなぜ飛ぶのか」…そんなんわかってる 



身近なところから、生活の 視点から、薬や薬剤師を考えてもいい。たとえば、「処方箋のいらないドラ

ッグストアの薬（家庭薬）を家族がどう使っているのか」「中学生は頭痛薬・鎮痛薬をどう付き合ってい

るか」「配置薬（置き薬）はどう変化してきたか」「薬剤師はどんなライフプランを立てているのか」な

どである。これらも「いまだ答えが得られていない、様々な答え方のある問題」だ。このように、題材

をしぼり問題を扱う切り口をあれこれ考えるだけで、テーマのアイデアは次々と出てくる。  
 

その興味は本物か 

さて、ここまで読んで、「中学生と鎮痛薬、それにします！」と思うかもしれない。それはそれでよ

い。しかし「中学生と鎮痛薬」という思い付

きが、あなたにとって本物であるかどうか

は、全くわからない。  
この方向にピンときたのなら、とにかく学

びはじめよう。まずは鎮痛剤についての知識

だ。ここでは当然、薬理を学ぶ。またどんな

商品が、どんな基準で（何次医薬品で）、ど

れくらい生産されているのかも調べたい。こ

こでは薬品業界や企業の統計が必要だろう。

また、なによりも、家庭での鎮痛薬の使い方

に関する本や論文がないかどうかを探して読

みたい。ここまで調べて、面白く研究企画書

が書けるようならその興味は本物だ。  
 

読書なしで研究企画書を書くな 

研究企画書を読むたびに、「ああ、本を一冊も読まず、思い付きで、自分の貧しいあり合わせの知識で

書いたのだろうな」と感じる。これでは到底説得力のある企画書にはならない。飛行機や薬剤師に興味

を持ったら、３冊でも４冊でもわかりやすい入門書を読んで企画書を書く。資料を探し読書し、大事だ

と思った部分に付箋紙を貼っていくから研究企画書が書ける。そこまでいって、興味を失わないなら脈

はある。反対に、途中で飽きて読書もできない、企画書も書けないなら、長居は無用だ。三日坊主を恐

れるな。すぐに撤退だ。このあたりは千度言ってきた。 
 

 

練習問題 

問②  薬理学・薬剤師の社会的な問題の例を文中から挙げよ。  
問② 自分の現在の「題材」はなにか。また、第１章を書くならどんなタイトルになるか述べよ。 
問③ なぜ「中学生と鎮痛薬」をすぐにテーマと決めつけてはならないのか。その理由を述べよ。 
 

 



「好き好き」「作品論」に挑む 
 

 
この記事のテーマは「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」である。この記事を一本の「論文」とし

て読んでみる。 
まず読んでほしいのが記事右下の「コミック全 34 巻 １億部超」の部分である。ここには、『進撃の巨

人』がどんな作品なのかを紹介している。この作品を読んだことのない人にもわかるような解説である。

この記事の 1 段目のあらすじとともに、ここ読めば『進撃の巨人』のおおよそのことがわかる。論文でい

えば第１章の「『進撃の巨人』とはなにか」にあたる。 
その上で、この記事では大学の先生が二人コメントし、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」とい

う問いに答えている。読めばわかるが、ヒットの背景は結構深い。そうした深さが、現代の若者に訴えか

け、世界でのヒットにもつながっている、という分析である。加えて、後半の編集者の作者の表現力の分

析も面白い。マンガ作品の人気や面白さの背景にはさまざまな要因が隠れている。それらを取り上げて論

じているのがこの記事である。 
では、「なぜ『進撃の巨人』がヒットしたのか」というテーマ（問い）の、この論文の結論（答え）は

「『進撃の巨人』はなぜ魅力的なのか」に本気で答える 





「ディズニーランドの経営の秘密」は秘密でない 

 

好き好きテーマ：きっとみんなそう思ってるよ 
 テーマ候補でよく出るフレーズがある。「なぜ人気」「なぜ魅力」「なぜ愛される」「なぜ心を打つ」「な

ぜ流行る」「なぜ注目される」「どんな秘密があるか」などだ。「犬はなぜ愛されるのか」「ディズニーラ

ンドはなぜ人気なのか」などもよく出るパターンだ。これが流行や人気の理由探しテーマ、「好き好き

テーマ」だ。このまま研究を進めると「犬は人に癒しをもたらすから」といった「みんなそう思ってい

るよね」という平凡でつまらない結論がまっている。常識によりかかった研究はみっともない。一方

で、ディズニーランドの人気について、それまで注目されなかった人気の原因を
、、、、、、、、、、、、、、、、、、

考察
、、

する
、、

というなら、

話は別でテーマに値する。 
 

「ディズニーランドの経営の秘密」は秘密でない 

ここではある生徒のテーマ（問い）の変化を紹介

する。はじめに彼女が立てたテーマ、それは「ディ

ズニーランドにはどんな経営の秘密があるのか」だ

った。なにしろ大ファンなので疑問を次々とあきら

かにして充実して学んでいるようだった。しかし、

提出された目次（右）をみると、何か物足りない。

自身も語っていたように、いまひとつテーマに突っ

込みに欠けている。なぜだろうか。 
実は、テーマにある「経営の秘密」は、すでに読

んでいる本の中で明らかになっているので、秘密で

もなんでもないのである。たしかにディズニーラン

ドを経営するオリエンタルランドの経営戦略はす

ばらしい。しかしそうした〝秘密〟はだれが調べて

も、どうしたって似たような内容になる。となると、

この研究論文が「ディズニー本」の要約・紹介をし

て終わってしまうのではないか……、そんな予感が

して、生徒は物足りなさを感じていたのだ。しかも、原稿の中には、「驚異のリピート力の秘密」という

項目もあった。こうした書き方に「ディズニーランド LOVE」の姿勢が見える。要はこの生徒の問題意識

がディズニーランドとその本の中で完結してしまっていたので、突っ

込みに欠けていたのだ。「好き好きテーマ」の典型である。 
 

どうしたら“LOVE”一辺倒から抜けられるか 

ではどうしたらディズニーランド LOVE と距離をおいたテーマ設

定ができるのだろうか。ディズニーランドを外から眺めて（相対化し

て）テーマを考えるための試行錯誤が続いた。その結果、完成した論

文のタイトルは「東京ディズニーリゾートのさらなる展開：父親の心

を掴む魔法とは」だった。 
きっかけは、彼女が実際に目にした男性の姿だ。ディズニーランド

「好き好きテーマ」攻略法 

 

ディズニーランドにはどんな経営の秘密があるのか 

 

はじめに 

Ⅰ章 ディズニーランドとはなにか 

 東京ディズニーランドの歴史 

 ディズニーランドが目指すもの 

Ⅱ章 オリエンタルランドのディズニーランド企画 

 先読み企画 

 オリエンタルランドの経営方針 

Ⅲ章 「夢の国」のつくりかたとは 

  異質空間にする方法 

  ディズニーランドで味わう異質体験 

Ⅳ章 ゲストの心をつかむ方法とは 

  心理戦略 

  驚異のリピート力の秘密 

Ⅴ章 ゲストとキャスト 

  キャストの教育方法 

  ゲストとキャストの関係 

Ⅵ章 オリエンタルランド取材 

終章 

 



のテーブルで突っ伏して寝ている。しかも、女性のゲストが７割強という統計データも発見した。そこで

男性客が少ない現状を改善し父親層も楽しませたい、という「経営者の視点」がテーマになった。 
プロジェクトでは、子どもを持つ父親・母親にアンケート調査を行い、ディズニーリゾートに「行った

ことがなく、行きたくもない」父親層がいることを示した。その上で、来園者増の方策にについてアイデ

アを練ってオリエンタルランドへの提案を考え、取材に訪れた。 
好きだからこそ多くを学び、多くを学ぶからこそ何かしらの「問い」に気付く、そうした道のりをたど

った優れた研究と言える。 
 
「つまらなそうな」好き好きタイトルコレクション 

 振り返って、ここ数年の「なんでやねん情報」や、完成した卒業論文のテーマ一覧から「好き好きテー

マ」的なメインタイトルを探し、ついでに簡単に突っ込みを入れてみた。 
 

なぜ段ボールはよく使われるのか→理由はいくつもあるだろうが、それがわかってなにが面白い？ 

ポケモンはなぜ人気なのか→みんながそう思ってるコトを書き並べそうな予感。 

太鼓の達人はなぜ楽しいのか→楽しめる工夫を凝らすから楽しいに決まってる。いかにもゆるい。 

マクドナルドはなぜ成功したのか→いかにも面白くなさそう。 

なぜ寿司は海外進出に成功したのか→寿司文化全体の海外進出を扱うのか？ 大風呂敷広げてる。 

カルビーのポテトチップスはなぜ人気になったのか→カルビーのポテチだけが本当に人気か？ 

飴はなぜ長年多くの人に食べ続けられているのか→米でもパンでも同じ問いになるけどそれ面白い？ 

USJ はどうゲストを楽しませているか→仕事だからな。せめて楽しませ方の変化とか考えたら？  

 

これらの論文が低評価ながら受理されたのは、結論や内容にそれなりの説得力があったからだ。しかし、

もっと絞った題材でテーマを考えたら、優れた論文になっていただろう。というのも、どれも漫然と（ぼ

んやりと）人気や成功の理由を問いにしているからだ。いかにも「ゆるい」。タイトルだけでツッコミど

ころ満載だ。人気や成功の理由をひとつに絞って具体的に取り組めば、このようなタイトルにはならない。

こころみに、これらのタイトルを書き直してみた。同じ人気や成功を謎解きするなら、せめてこのように

具体的にしてほしい。 
 

なぜ段ボールはよく使われるのか→リサイクルインフラがどのように段ボール消費を支えているのか 

ポケモンはなぜ人気なのか→ポケモンはどのようにゲーム技術の変化に応じて戦略を変えてきたのか 

太鼓の達人はなぜ楽しいの→太鼓の達人の難易度設定にはどのような工夫があるか 

マクドナルドはなぜ成功したのか→ドライブスルーの立地はマクドナルド売上にどう貢献しているか 

なぜ寿司は海外進出に成功したのか→スシローはなぜ海外展開に成功できたのか 

カルビーポテトチップスはなぜ人気なのか→カルビーポテトチップスは他社とどう差別化されたのか 

飴はなぜ長年多くの人に食べ続けられるのか→飴は祭礼や行事とどう結びついているのか 

USJ はどのようにゲストを楽しませるのか→USJ の来館者間コミュニケーションはどう生まれるのか 

 

 こうして書いてみると、後から書き加えた仮のテーマは、「なぜ人気」「なぜ楽しい」「なぜ成功」とい

った大きな問いの具体的な一部分をテーマにしているのがわかるだろう。「マクドナルドが成功」してい

るのは誰だって知っているし、思い付きでも成功の理由はいくらでもあげられる。それをわざわざ資料を

踏まえて解説されても面白くもなんともない。そうした成功の理由を学んで、仮に「ドライブスルーの出

店戦略が他社よりこう優れている」と成功の一部分が分析されるなら、焦点の絞られた優れた論文になる。 



1 年半をかけてつくる「最も短い論文」 

 

タイトルをどう書くか 

論文が完成する最後の最後まで決まらないのがタイトルだ。論文のテーマと結論が出てから、かなり

悩む。ちなみに「なんでやねん」ではタイトルは以下のように書く。注意点も示した。 

 メインタイトル サブタイトル 

内容 テーマ（問い）なので疑問文 結論（答え）を簡潔に表現 

注意 

※「？」を使わない 

※「はい」「いいえ」で答えられる問いに

しない（オープンな問いである） 

※メインタイトルに使った単語を使わない 

※結論のうちの重要な論点を残す 

なぜこのようにタイトルを書くのか。それは、タイトルが「最も短い論文」になるべきだからだ。論

文はテーマ（問い）を考え、そこに自分なりの結論（答え）や主張を、根拠を添えて導く文章だ。した

がって。論文を極限までシンプルにすると「問い」と「答え」だけが残る。これがメインタイトルとサ

ブタイトルになる。ようは、みなさんの 1 年半の論文作成がこのタイトル一行に凝縮される。あると

き、そんな話を生徒にしたら、「それ書いたら全部わかっちゃうじゃないですか！」といわれた。その

通りだ。「関心のない論文を読まなくても済むために」も、タイトルは書かれる。 

一方で、論文のタイトルは、「店の看板」「本の背表紙」でもある。看板や背表紙がいい加減だった

り、魅力に欠けていたりしては、誰も店に入らず、本は手に取ってもらえない。 

つまり、タイトルはテーマと結論が明示され、同時に（できればでよい

が）魅力的でありたい。それでこそ、興味を持つ人にだけ論文は届く。本

屋や図書館の本を思い浮かべてほしい。ほとんどの本は、タイトルだけし

か読まれない。同様に、みなさんの論文もおそらくタイトルだけ読まれる

場合がほとんどだろう。それだけに、優れたタイトルをつけたい。 

 

「よいタイトル」とは具体的にどんなタイトルか 

最近の卒業論文から、それなりにまとまっているタイトルを以下に示す。どの論文もタイトルを読ん

で、大まかにテーマと結論がわかるはずだ（若干の手直しを加えている）。 

 

ジブリ飯はなぜ美味しそうに見えるのか：「食べる」から「生きる」を表現する 

外来生物のカメにはどのような対策が必要なのか：関心を持ってもらう国営プロジェクト 

殺処分をゼロにするにはどうすればいいのか：ペット市場全体を見直す法律改正 

ポケモンは家庭用ゲームをどう変えたか：ゲームが生むコミュニケーション 

高性能カメラ専用機の魅力は多くの人になぜ伝わっていないのか：価格と操作性の難しさ 

ガンプラはなぜ親子二代のヒット商品となったのか：ニーズとともに歩む 

どうすれば日本のフクロウを守ることができるのか：共存する里山と生態系を守る 

動物園ではどのように動物福祉を考えているのか：環境エンリッチメントによる野生環境の整備 

硬式テニスラケットはどのように作られているのか：企画とデザインが生み出す魅力ある商品 

食虫植物はなぜ虫を食べるようになったのか：極限の土地で生き残るために 

 

どんなタイトルがよいタイトルか 



どうだろうか。シンプルで同じ単語が使われていない。「？」がない。「はい」「いいえ」で答える

問いでない。 

 

「わるいタイトル」とはどんなタイトルか 

悪いタイトルをつけると評価が下がる。というのも、いうまでもなく論文ではじめに読むのがタイト

ルだからだ。よい論文の採点イメージとしては、タイトルを読んだ時点で、「これはいいな。80点はか

たそうだ」という予感がする。次に「はじめに」と「目次」、さらに「終章」「おわりに」を読み、そ

れから本文を読んでいく。つまり論文の採点は、タイトルで感じた「判定の予感」の確認だ。反対に、

以下のようなタイトルを読んでしまうと、残念ながら評価は低くならざるをえない。 

 

【サブタイトルが結論になっていない】 

 メインタイトルの問いに、サブタイトルが対応していない例である。 

①ボカロはどのように作られているのか:歌い手とボカロの関係について 

②どうやってコーヒーが作られてきたのか:現代のコーヒーが作られた過程 

 どちらも「どのように作られている（きた）のか」と問うているのだから、「～～のように作られて

いる（きた）」に対応するような「～～」が、サブタイトルに当然なる。ところが、①②もそうなって

おらず、苦し紛れにタイトルを書いた感じを受ける。 

 

【同じ言葉の繰り返し】 

「ことばの重複」はタイトルが整理されていない証拠だ。しかも無駄に長くする原因にもなる。 

③電気通信が与える社会への影響とはなにか:電気通信が社会をより便利にする  

④なぜ「君の名は。」の背景美術はリアルに描かれているのか:「君の名は。」の背景美 

③は「電気通信」「社会」が重なっている。整理してみると「電気通信はどのような影響を社会に与

えたか:便利になった」となる。電気通信が社会を便利にするのは当然なので、タイトルの内容として

お粗末。④は「君の名は。」と「背景」が重複している。整理してみると「『君の名は。』の背景美術

はなぜリアルに描かれているのか」となる。サブタイトル（結論）はわからず「美しい」としか書かれ

ていない。これも、タイトルとして不完全だ。「だからなに？」といいたくなる。 

 

【勉強不足で幼い】 

使用する単語で、どれほど学んだかがわかる例だ。 

⑤なぜ都市によって気温や天気の違いがあるのか:緯度や気候によっての違い 

⑥仮面ライダーとお金はどのようにつながっているのか:密接に関わることで生み出す人気 

⑤は「気温」「天気」「気候」を正確に理解していない。「気温」は天気（気象庁の用語）や気候の

要素のひとつだ。整理してみると「都市ごとの天気が異なるのはなぜか：緯度と気候が違うから」とな

る。「緯度と気候が違うから天気が違う」は当然すぎる。勉強不足だ。⑥は「お金」が幼い。「売上」

だろうか。言い換えて整理してみると「仮面ライダーの関連商品はどう販売されているのか」となる。

サブタイトルでは、「なにがどう密接な関わり」なのかを示すべきであり不完全だ。ことは仮面ライダ

ー関連商品の販売戦略なのだから、「売上」「グッズ」「消費者」「玩具」と言った業界用語が現れて

当然である。同様に「パン屋さん」「お店」など、用語が幼い例は多い。 







発表で感じた違和感を手掛かりに、相手の研究に“ツッコミ”を入れる 
 
せっかく取り組んだ 1 年間の研究だ。いい発表会にしたい。自身の研究が世の中に一石を投じたり、

新たな知識を生み出したりするのだから、できれば他者からのコメントが欲しい。それは、他の生徒も

同じ。研究した者どうしだからこそ、熱い議論を交わしたい。では、どんな観点で研究発表を見れば、

いいコメントができるのだろうか。 
 

“誉め言葉”ではなく“ツッコミ”を 

中高生の研究発表では、「良く調べていた」「スライドが見易かった」「声がよく聴こえた」など、

「発表の態度」に対するコメントがしばしば見られる。しかしそのような、「よく頑張ったね～」的誉

め言葉は、研究発表の場で建設的な議論を生まない。求められるのは研究の内容・方法・結論・根拠・

FW などに対する、批判的(≠非難的)なコメントだ。 

このようなコメントは、漫才の“ツッコミ”になぞらえることができ

る。漫才の脚本は通常、ボケ役の行動や言動に対して、観客の内に疑問

やズレといった「違和感」が生じるように設計されている。そして観客

の違和感を代弁・指摘する存在としてツッコミ役がいる。いい漫才とは

観客の「違和感」に基づき、上手くツッコミができているものなのだ。 
これと同様に、相手の研究発表をみて感じた「違和感」を大事にす

る。それがいいツッコミをするための第一歩だ。ツッコミがあるからこ

そ、漫才の面白さが成立するように、ツッコミがあるからこそ、発表会

は熱い議論の場になる。 
 

教員の研究指導からみる“ツッコミ”の類型 

例えば卒論の授業中に、担当教員から次のようなツッコミを受けたことがないだろうか。 
研究内容の論理的整合性に対するツッコミ 

例:この根拠ではその結論に至れないのではないか / 問いと結論が対応していないのではないか / 
根拠に乏しくないか / 統計データで客観的に示せ / その FW で本当に解決策になるか 
 
分析内容・FWに対するツッコミ 

例:本当に文献にそんなことが書いてあるの？ / 本当に統計データからそういう結論が得られるか / 
アンケート調査したのか～。50 人に調査したデータではサンプル数が少なすぎないか？/ 
それだけの根拠で問題の原因を決めるのは早計では / その FW は本当に実現可能か 
 
研究の動機や意義に対するツッコミ 

例:本当にその分野・題材に興味があるの？ / あなたたちと題材との間にどんな関係があるの？ 
なんでそのテーマでやろうと思ったの？ / その研究やって、何かいいことあるの？意義は？ 
教員自身も研究途上の君たちに「違和感」を感じてきた。だからこそ、上記のようなツッコミを各版

に入れてきた。他者のツッコミ(批判)にさらされることはまさに、自分達の研究をより理解しよう・よ

りよい研究にしてほしいと願う他者と、自分達の研究内容の間に生じる「違和感」に起因するのだ。 
  

互いの研究発表にコメントする 









 

 

 

第 6 章       

資料集 
卒業論文テンプレートほか 
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ ○○○○○○

○○○○○  

 ○○○○ ○。○○○

○○○○○ ○○○○○

○○○○○ ○○○○○

○○○○○ ○○○○○

○○○○○ ○○○○○

○○○○○  

 ○○○○ ○。○○○

○○○○○ ○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○  

 ○○○ ○。○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○  

 ○○○ ○。○○○

○○○○  

○○○○ ○○○○○

○○○。○○ ○○○○○○。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 本論文は○章から構成されている。 

 第Ⅰ章「…（章タイトル）……」においては、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○ ○○○○○

○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○ ○○○○○

○○○○○○。 

 第Ⅱ章「…（章タイトル）……」では、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

論文全体の基本ルール 

 

① 常体文（だ、である）で統一。敬体文（です、ます）は不可。 

② 改行したら段落を入れ、行末を揃える。章末はページ区切り。 

③ 引用・要約を青色にし、自分の意見・コメントと区別する。 

④ 「話し言葉」と記号（？・！・…・♡等）を使わない。 

⑤ 英数字は原則半角。文献表示に注意。 

⑥ 一文はなるべく短く。80 字（2 行）程度を上限とする。 

⑦ コメント（自分の言葉）は 6 割以上。引用（人の言葉）は少

なめに。 

「はじめに」に書く内容 

 

・この論文で何を＜問い＝テーマ＞とするのか、なぜ論文を書く

のか、自分の研究にどのような「社会的な意義・価値」があるの

かを中心に最低 15 行は書く。続けて各章の内容の要約と、＜答

え＝結論＞を紹介する。 

・「はじめに」は論文の縮小コピー。 

・「研究のきっかけ」「自分の動機」は「おわりに」に書く。私的

な文章は原則として「はじめに」には出てこない。 

各章の概要は、各章のマクラを

原則、コピペ・要約すればよい。 

段落 

一行空け 
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私 ○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。 

○○○○○。 

 

※○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。 

○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。 

 

インタビュー（プロジェクト）まとめ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○…。 

  

各章の終わりは「ページ区切り」 
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終章 ○○○○○○○○○○○(研究テーマをタイトルに) 

 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

第Ⅰ章では○○○○○○ ○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○ ○○○○○。○○○○

○○○○○○…。 

第Ⅱ章では○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○

○○○○○○…。 

 第Ⅲ章では○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○

○○○○○○…。 

 第〇章では○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○

○○○○○○…。 

 

以上Ⅰ～●章までの考察を踏まえて「○○○○○○○○○○○○」という本論文のテー

マに対する結論を述べる。結論は「○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○」

である。なぜなら、○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○  

○○○○ ○○○○○○○

○○。○○ ○○。○○○○

○○○○○○○○○。 

○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○

○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○

○○○○○○○○○。  

＜問い＝テーマ＞と、たどりついた＜答え＝結論＞をはっきり書く。な

ぜそのような結論に至ったのか、その根拠を、各章まとめや、フィール

ドワークで得られた調査結果と関連させて詳しく述べる。 

終章では各章の考察と議論（まとめ部分）を

復習し結論（問いに対する答え）を導く。 

一行空け 

各章の終わりは「ページ区切り」 
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引用・参考文献一覧 (引用した資料・読んだだけの資料も全て記載する) 

 

【図書】 

新井紀子(2018)『人工知能と友だちになれる?』誠文堂 

笠原一男(1977）『日本宗教史』山川出版社 

川添愛(2021)『言語学バーリ・トゥード』東京大学出版会 

小松和彦(2011)『妖怪学の基礎知識』角川学芸出版 

霜月たかなか(2008)『コミックマーケット創世記』朝日新聞社 

新田誠吾(2019)『レポート・論文のまとめ方』すばる出版 

ホルズワイス・A・クリスティーナ(2021)『学校図書館をハックする』新評論 

横道万里雄（2007）「山姥」『改訂新版 世界大百科事典』（28巻）平凡社 

 

【論文・雑誌記事】 

片岡則夫（2012.4）「『探究的な学習』の手順：学習局面に応じた援助が学校図書館を育

てる」『学校図書館』（特集：調べ学習を問い直す）第 738号 p.26-28 

 

【新聞記事】 

『朝日新聞』(2018.11.4朝刊,名古屋本社版)「カラオケ 福祉を手助け」 

 

【Webページ記事】 

文部科学省（2001.10）「留学生の受け入れ概況（平成 13 年版）」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/011002/011102h.htm

（2001 年 1 月 1 日参照）． 

 

 

  

文献は名字（姓）の 50音順 
※引用・参考文献一覧は【図書】
【論文・雑誌記事】【Web ページ記
事】を区別する。 
※すべて文献表示と対応。 

引用・参考文献一覧の終わりは「ページ区切り」 

出版社の「株式会社」は入れない 
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おわりに（タイトルがあっても） 

［一行空ける］ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。 

 ○ ○○

○○ ○○

○○ ○○

○○ ○○

○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○。○○○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○

○○○○○○○○○○○○○○○。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○

○○○○○○○○○○○ 

 

  

常体文(～だ。～である。)で研究のきっかけ、動機、研究を終えた感想、残さ

れた課題などを、できるだけ具体的に、詳しく書く。フィールドワーク先や保

護者など、研究を応援してくれた方への御礼の言葉などを書いてもよい。論文

中で「おわりに」にのみ、私的な文章を書いてよい。研究企画書を参照する。 
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[一般の図書]  

（著者姓,出版年,p.●-●）（霜月,2008,p.211-212） 

         ↕ 対応している 

著者名（出版年）『書名：副書名』出版社 霜月たかなか(2008)『コミックマーケット創世記』朝日新聞社 

※英語圏は「名→姓」なので注意。ジョン・デューイなら、著者姓は「デューイ」、著者名は「デューイ、Ｊ.」となる。 

 

[ポプラディア] （監修者名がわかりにくいので例外的にこの書式） 

（『ポプラディア（●巻）』,出版年,p.●）（『ポプラディア（10 巻）』,2011,p.136） 

         ↕ 対応している 

『ポプラディア（●巻）』（出版年）ポプラ社 

『ポプラディア（10 巻）』（2011）ポプラ社 

 

[事典類・現代用語辞典類・辞典類] ※項目著者名がわからない場合は監修者名など 

（項目の著者姓,出版年,p.●）（小松,1988,p.211） 

         ↕ 対応している 

項目の著者名（出版年）「項目名」『事典名』出版社 

小松和彦（1988）「山姥」『世界大百科事典』（4 巻）平凡社 

 

[論文・雑誌記事] ※ネットの pdf 論文もこの書き方でよい。 

(著者名字,出版年.月,p.●）（片岡,2012.4,p.26） 

         ↕ 対応している 

著者名（発行年）「記事(論文)名」『雑誌名』(特集名)巻号 始めと終わりのページ 

片岡則夫（2012.4）「『探究的な学習』の手順：学習局面に応じた援助が学校図書館を育てる」『学校図書

館』（特集：調べ学習を問い直す）第 738 号 p.26-28 

 

[新聞記事（署名がある記事）] ※署名がない記事の場合は、名字でなく『新聞名』を入れる。 

（著者名字,年月日,朝夕刊）（小河,2021.3.31 朝刊） 

         ↕ 対応している 

著者名（年月日,朝夕刊）「記事タイトル」『新聞名』小川愛実（2021.3.31 朝刊）「声優、4 兆円の主役に 

熱烈ファン 100 万人作品追う」『日本経済新聞』 

 

[インターネット資料]（URL が長ければ省略した形でもよい） 

（発信者,更新年月,オンライン）（文部科学省,2001.10,オンライン） 

         ↕ 対応している 

発信者（更新年月日）「Web ページの記事タイトル」URL（参照年月日） 

文部科学省（2001.10）「留学生の受け入れ概況（平成 13 年版）」 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/gijiroku/011002/011102h.htm（2001 年 1 月 1 日参照）． 

以下のインターネット情報は引用しない（一般に html の情報は消えやすいので使わない） 

個人サイト／匿名サイト／まとめサイト／Wikipedia／ラジオ・テレビ／Youtube 等動画 

中高校生・大学生が発表した論文（参考文献があれば文献探しには便利） 

引用の後の 
文献表示の例 

論文の最後の 
参考・引用文献一覧の例 

付録：「文献表示」と「引用・参考文献一覧」の書き方 







 



   

 〇
〇
大
学
 

〇
〇
学
部
・
〇
〇
学
科
 

教
授
 〇

〇
〇
〇
先
生
 

 拝
啓
 

朝
顔
が
咲
き
、
暑
さ
が
日
ご
と
に
増
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は

)と
申
し
ま
す
。
大
阪
の
河
内
長
野
市
に
あ
る
清
教
学

園
中
学
校
の
 
3
 年

生
で
す
。
取
材
の
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
お
便
り
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

 

私
が
通
う
清
教
学
園
中
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間
に
、
卒
業
論
文
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
と
い
う
授
業
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
興
味
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
1 
年
間
を
か
け
て
研
究
し
て
論
文
に
ま
と
め
る
、
と
い
う
授

業
で
す
。
そ
こ
で
、
以
前
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
「
ハ
ワ
イ
」
に
つ
い
て
私
は
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
な
ぜ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ハ
ワ
イ
ア
ン
が
『
ハ
ワ
イ
』
か
ら
消
え
た
の
か
」
が
現
在
の
テ
ー
マ
で
す
。
 

 な
ぜ

私
が
こ

う
し
た

こ
と

を
考

え
た

の
か

と
い
う

と
、

家
族

旅
行

で
ハ

ワ
イ
に

行
く

の
が

好
き

だ
っ

た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
あ
り
ま
す
。
初
め
て
ハ
ワ
イ
に
行
っ
た
の
は
小
学
一
年
生
の
時
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ

ッ
ド
や
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
観
光
客
に
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ハ
ワ
イ
に

興
味
を
惹
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

 し
か
し
、
小
学
 5
 
年
生
の
時
に
再
度
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
た
時
に
疑
問
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア

メ
リ

カ
な

の
に
日

系
人
の

人
が

と
て
も

多
か
っ

た
こ
と

、
世

界
の
い

ろ
い
ろ

な
国
の

文
化

が
入
り

混
じ
っ

た
多
文
化
社
会
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
ア
ジ
ア
圏
の
文
化
が
多
い
と
感
じ
、
そ
の
よ
う
な
気
づ
き
か
ら
、

卒
業
論
文
の
題
材
に
「
ハ
ワ
イ
の
歴
史
・
文
化
・
社
会
構
成
」
を
選
び
ま
し
た
。
 

卒
業
論
文
を
書
く
に
あ
た
り
、
参
考
文
献
を
探
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
最
初
に
手
に
取
っ
た

参
考
文
献
が
、
〇
〇
先
生
の
ご
著
書
で
あ
る
『
ハ
ワ
イ
の
歴
史
と
文
化
―
悲
劇
と
誇
り
の
モ
ザ
イ
ク
の
中
で
』

で
し
た
。
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
移
民
の
人
々
の
苦
労
や
生
き
様
、
真
珠
湾
攻
撃
時
の
ハ
ワ
イ
の
悲

惨
さ
や
戦
争
中
の
ハ
ワ
イ
の
人
々
の
生
活
、
戦
後
の
ハ
ワ
イ
社
会
、
観
光
と
ハ
ワ
イ
、
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
つ

な
が
り
、
ハ
ワ
イ
王
国
時
の
歴
史
が
描
か
れ
て
お
り
、
ハ
ワ
イ
誕
生
か
ら
今
日
の
ハ
ワ
イ
情
勢
ま
で
の
こ
と

が
本
当
に
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
 

 〇
〇
先
生
の
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
人
気
観
光
地
で
あ
る
ハ
ワ
イ
の
顔
と
は
違
っ
た
、
も
う

取
材
依

頼
手
紙
サ
ン
プ
ル
 

（
先
輩

作
品
）
 

詳
し
い
書
式

は
 

「
取
材
の
お

願
い
の

手
紙
を

書
く
」

の
 

項
目
を
参
照
 

一
つ
の
顔
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ハ
ワ
イ
」
と
い
う
一
つ
の
文
化
圏
に
対
し
て
、

日
本

と
ア

メ
リ
カ

そ
れ
ぞ

れ
が

歴
史
的

に
接
触

し
、
そ

れ
に

よ
っ
て

ハ
ワ
イ

自
体
が

歴
史

の
中
で

変
わ
っ

て
き
た
と
い
う
点
で
す
。
現
在
は
、
移
民
先
や
観
光
先
と
し
て
の
日
本
の
影
響
、
併
合
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
影
響
が
、
ハ
ワ
イ
と
い
う
文
化
圏
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
に
、
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
、
本
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
い
、
〇
〇
大
学
 〇

〇
学
部
〇
〇
学
科
に
取
材
に
行

か
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
可
能
で
し
た
ら
、
〇
〇
先
生
に
直
接
お
話
を
伺
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
〇
〇
先
生
の
複
数
の
ご
著
書
で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

も
し
お
話
を
う
か
が
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 ①
元

々
ハ

ワ
イ
諸

島
は
無

人
島

で
し
た

。
ポ
リ

ネ
シ
ア

人
の

渡
来
に

よ
り
ハ

ワ
イ
と

い
う

土
地
が

誕
生
し

た
こ
と
か
ら
も
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
ハ
ワ
イ
州
は
多
民

族
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
欧
米
・
日
系
な
ど
の
ハ
ワ
イ
在
住
者
と
比
べ
て
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
社
会
的

地
位
は
不
安
定
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
に
厳
し
い
状
態
に
な
っ
た
の
か
が
疑
問
で
す
。 

私
は

ハ
ワ
イ

王
国
時

代
の

先
住

ハ
ワ

イ
ア

ン
は
、

農
耕

や
漁

業
な

ど
生

活
に
必

要
な

生
産

活
動

だ
け

を

し
て
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
き
た
と
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
ハ
ワ
イ
は
ど
ん
ど
ん
生
産
し
て
、
利

益
を

出
す

こ
と
が

目
的
の

資
本

主
義
社

会
で
す

。
現
在

の
ハ

ワ
イ
社

会
の
大

半
を
占

め
る

白
人
や

日
系
人

の
よ
う
に
、
過
剰
に
生
産
活
動
す
る
こ
と
が
、
昔
か
ら
の
生
活
の
仕
方
に
合
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
住
ハ
ワ
イ
ア
ン
は
今
日
の
ハ
ワ
イ
社
会
に
な
じ
め
ず
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 

②
〇
〇
先
生
も
執
筆
さ
れ
た
『
高
校
生
の
た
め
の
東
大
授
業
ラ
イ
ブ
-学

問
か
ら
の
挑
戦
』
の

p
.
23
1
、
第

２
段
落
に
「
日
本
人
の
数
が
増
え
る
と
、
ハ
ワ
イ
で
は
日
本
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
様
々
な

工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
.
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
p
.
2
35

第
3
段
落
に
「
し
か
し
ハ
ワ
イ

の
文
化
的
意
義
は
日
本
社
会
の
変
容
と
と
も
に
常
に
創
ら
れ
て
き
た
の
で
す
.
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
上
の
箇
所
を
読
ん
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
現
在
私
た
ち
が
見
て
い
る
「
ハ
ワ

イ
」
と
い
う
国
は
偽
り
の
仮
面
を
被
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
す
。
 

い
ま
私
た
ち
が
思
い
描
く
「
ハ
ワ
イ
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
上
記
の
こ
と
か
ら
、
日
本
人
の
思
い
描
く
「
南

の
島
の
楽
園
」
と
い
う
願
望
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
「
ハ
ワ
イ
」
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
扱
う
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
展
開
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ネ

ス
発
展
し
て
い
く
中
で
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ご
著
書
の
中
で

書
か
れ
て
い
た
、
ご
み
の
埋
め
立
て
に
よ
る
環
境
の
変
化
、
ハ
ワ
イ
古
来
の
伝
統
的
文
化
の
衰
退
、
ハ
ワ
イ

開
発
の
影
響
に
よ
る
家
族
単
位
で
の
失
業
者
な
ど
で
す
。
 

ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
数
の

2
0
%を

占
め
る
私
た
ち
日
本
人
は
、
た
だ
単
に
ハ
ワ
イ
に
行
き
、
観
光
を

楽
し

ん
で

帰
っ
て

く
る
の

で
は

な
く
、

こ
の
よ

う
な
問

題
が

観
光
の

裏
で
発

生
し
て

い
る

こ
と
を

考
え
る

必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

 

た
だ
の
質
問
は
失
礼
。
自
ら
の
予
測
・
考
察
を

添
え
る
の
が
礼
儀
。
 



③
ハ

ワ
イ

は
昔
か

ら
た
く

さ
ん

の
国
と

貿
易
を

し
て
い

ま
し

た
が
、

な
ぜ
ア

メ
リ
カ

に
一

方
的
に

併
合
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
他
の
国
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
カ
メ

ハ
メ
ハ
大
王
の
時
代
は
白
檀
を
主
要
な
貿
易
品
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
白
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、

ハ
ワ
イ
王
族
(
ハ
ワ
イ
人
)
独
自
の
貿
易
を
す
る
こ
と
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 ④
な
ぜ
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
本
土
か
ら

(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
西
へ

)
3,
8
5
0 

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
て
い
る
の
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
土
地
な
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
観
光
業
が
ハ
ワ
イ

州
の
 一

大
産
業
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
 

ア
メ
リ
カ
本
土
か
ら
近
い
他
の
島
・
国
は
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
太
平
洋
の
ど
真
ん
中
の
小
さ
い
島
が
、

ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
背
景
を
知
り
た
い
で
す
。
 

 〇
月
〇
日
( 

)
か
〇
月
〇
日
( 

)
、
も
し
く
は
〇
月
〇
日
-〇

日
( 

 
 
)、

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
日
程

で
、
保
護
者
と
二
人
で
東
京
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
上
記
の

日
に

ち
で

都
合
が

合
わ
な

い
場

合
は
、

オ
ン
ラ

イ
ン
で

の
取

材
も
ご

検
討
頂

け
ま
す

と
大

変
あ
り

が
た
い

で
す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
ご
都
合
の
良
い
日
時
・
方
法
を
お
返
事
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
お
忙
し
い
身
で
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、
取
材
対
応
が
難
し
け
れ
ば
こ
の
手
紙
は
読
み

捨
て
頂
い
て
結
構
で
す
。
 

 お
忙
し
い
と
こ
ろ
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 

敬
具
 

 2
0
〇
〇
年
 〇

月
 〇

日
 

清
教
学
園
中
学
校
 
3
 年

 
 
 
組
  

番
  

連
絡
先
 

学
校
個
人
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
s
2
〇
〇
〇
〇
@
st
u
.
se
i
k
yo
.
e
d
.
j
p 

自
分
の
携
帯
電
話
番
号
：
〇
〇
〇
-〇

〇
〇
〇
-〇

〇
〇
〇
 

自
宅
住
所
 〒

〇
〇
〇
-〇

〇
〇
〇
 
大
阪
府
〇
〇
市
〇
〇
区
〇
〇
町
 

 
 

自
筆

サ
イ

ン
 

ご
参
考
:
こ
れ
ま
で
私
が
学
ん
で
き
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

(
20
0
2
)『

ハ
ワ
イ
の
歴
史
と
文
化
-悲

劇
と
誇
り
の
モ
ザ
イ
ク
の
中
で
』
中
公
新
書
 

(
20
1
1
)『

憧
れ
の
ハ
ワ
イ
-
日
本
人
の
ハ
ワ
イ
観
』
中
央
公
論
新
社
 

(
20
1
1
)『

ハ
ワ
イ
王
国
-カ

メ
ハ
メ
ハ
か
ら
ク
ヒ
オ
ま
で
』
イ
カ
ロ
ス
出
版
 

(
20
0
7
)『

入
門
ハ
ワ
イ
・
真
珠
湾
の
記
憶
-も

う
一
つ
の
ハ
ワ
イ
ガ
イ
ド
』

明
石
書
店
 

東
京
大
学
教
養
学
部
(
20
1
5
)『

高
校
生
の
た
め
の
東
大
授
業
ラ
イ
ブ
学
問
か
ら
の
挑
戦
』
東
京
大
学
出
版
会
 

(2
0
0
4
)『

ハ
ワ
イ
研
究
へ
の
招
待
-
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
見
え
る
新
し
い

ハ
ワ
イ
像
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
 

(
2
0
05
)
『
こ
れ
な
ら
わ
か
る
ハ
ワ
イ
の
歴
史
 Q
&
A
』
大
月
書
店
 

(
20
2
1)

『
Ha
w
a
ii
(
ハ

ワ
イ

)
神

秘
の

物
語

と
楽

園
の

絶
景

-
ハ

ワ
イ

の
人

々
が

愛
す

る
 
1
00
 

の
神
話
』
パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
 

0
1
1
)『

観
光
コ
ー
ス
で
は
な
い
ハ
ワ
イ
-
「
楽
園
」
の
も
う
一
つ
の
姿
』
高
文
研
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2
0
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1
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卒
業

論
文

 
サ

ン
プ

ル
 

(
先

輩
作

品
)
 

 

 
2 

 は
じ

め
に

 
   

妖
怪

や
幽

霊
は

人
間

に
と

っ
て

身
近

な
存

在
だ

。
た

と
え

、
現

代
に

お
い

て
そ

れ
ら

を
信

じ
る

人
が

多
く

な

く
と

も
、

こ
れ

ら
の

言
葉

や
創

作
物

が
な

く
な

る
事

態

は
あ

り
そ

う
に

な
い

か
ら

だ
。

振
り

返
っ

て
、

人
間

は

恐
る

べ
き

速
度

で
文

明
を

発
達

さ
せ

て
い

っ
た

。
そ

の

発
達

を
手

助
け

し
た

も
の

と
し

て
第

一
に

挙
が

る
の

は
、

や
は

り
科

学
技

術
の

発
展

だ
。

 

火
を

使
い

だ
し

て
か

ら
、

人
間

は
金

属
を

加
工

で
き

る
よ

う
に

な
り

、
活

版
印

刷
技

術
の

発
見

で
書

物
を

大

量
に

印
刷

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
電

話

が
発

明
さ

れ
た

こ
と

で
、

世
界

の
裏

側
に

い
る

人
と

も
会

話
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

人
工

衛
星

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
、

そ
し

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

。
文

明
は

こ
れ

ら
の

世
界

に
大

き
な

影
響

を
与

え
て

き
た

科
学

の
進

歩
に

よ
っ

て
、

ま
た

偉
大

な
発

明
に

よ
っ

て
発

展
し

、
現

在
に

至
る

。
こ

れ
は

人
間

と
い

う
種

族
の

繁
栄

と
し

て
は

素
晴

ら
し

い
こ

と
だ

。
 

 
し

か
し

、
科

学
の

進
歩

と
い

う
そ

の
光

の
陰

に
埋

も
れ

て
い

っ
た

存
在

に
「

妖
怪

」
が

い
る

。
妖

怪
た

ち
が

起
こ

し
て

き
た

不
可

解
な

現
象

、
そ

れ
を

「
怪

異
」

と
呼

ぶ
が

現
代

に
お

い
て

は
、

そ
れ

ら
の

ほ
と

ん
ど

が
科

学
的

に
説

明
が

つ
く

現
象

と
さ

れ
て

い
る

。
つ

ま
り

、
不

可
解

な
現

象
と

は
い

え
な

い
。

現
代

に
怪

異
は

存
在

し
な

い
の

だ
。

 

だ
が

、
科

学
が

進
歩

す
る

以
前

の
昔

の
人

々
は

違
う

。
例

え
ば

、
地

震
や

台
風

な
ど

の
恐

ろ
し

い
自

然

現
象

が
引

き
起

こ
さ

れ
る

原
因

が
、

当
時

の
人

々
に

と
っ

て
は

わ
か

ら
な

か
っ

た
の

だ
。

地
殻

変
動

や
マ

ン
ト

ル
の

移
動

、
気

圧
の

変
化

な
ど

原
因

が
は

っ
き

り
わ

か
っ

て
い

る
の

は
科

学
技

術
が

発
達

し
た

現
代

な
ら

ば
こ

そ
。

平
安

時
代

ひ
い

て
は

江
戸

時
代

で
も

そ
れ

だ
け

の
科

学
的

な
知

識
は

全
く

な
か

っ
た

の

だ
。

そ
し

て
、

そ
の

時
代

の
人

々
は

、
そ

れ
ら

の
自

然
現

象
の

原
因

を
自

分
た

ち
の

想
像

力
か

ら
生

み
出

し
た

妖
怪

た
ち

に
着

せ
た

の
だ

。
さ

ら
に

自
然

現
象

だ
け

で
は

な
く

、
日

常
で

起
こ

っ
た

不
可

思
議

な
も

の
・

こ
と

を
「

怪
異

」
と

し
、

そ
れ

ら
の

元
凶

を
妖

怪
と

し
た

。
こ

れ
が

怪
異

・
妖

怪
の

発
生

原
理

だ
。

 

そ
し

て
、

妖
怪

と
は

、
た

だ
い

た
ず

ら
好

き
な

存
在

と
し

て
描

か
れ

て
き

た
の

か
、

そ
れ

と
も

邪
悪

な

存
在

な
の

か
、

善
い

妖
怪

も
い

る
と

考
え

ら
れ

て
い

た
の

か
、

神
様

な
ど

、
宗

教
的

な
信

仰
の

対
象

と
は

何
が

違
う

の
か

、
そ

し
て

妖
怪

と
は

一
体

な
ん

な
の

か
。

こ
の

論
文

で
は

そ
れ

ら
を

紐
解

き
、

「
『

妖

怪
』

が
な

ぜ
人

々
の

興
味

の
対

象
と

な
っ

て
き

た
の

か
」

と
い

う
問

い
の

最
終

的
な

結
論

を
導

く
。

 
 

 

 
本

論
文

は
序

論
と

終
章

を
除

き
、

Ⅴ
章

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

 

 
第

Ⅰ
章

の
「

妖
怪

と
は

何
か

」
に

お
い

て
は

、
 妖

怪
の

定
義

と
歴

史
を

紐
解

き
、

妖
怪

を
妖

怪
と

す
る

超
自

然
的

な
も

の
の

介
入

に
つ

い
て

、
ま

た
、

妖
怪

が
い

つ
誕

生
し

、
人

間
と

ど
う

関
わ

り
あ

っ
て

き
た

か
の

背
景

を
述

べ
る

。
 

 
第

Ⅱ
章

「
妖

怪
は

善
か

、
悪

か
」

で
は

、
忌

み
嫌

わ
れ

る
存

在
と

さ
れ

て
き

た
妖

怪
が

、
近

年
の

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

で
は

、
人

間
の

味
方

と
し

て
描

か
れ

る
こ

と
が

多
い

と
い

う
矛

盾
点

に
対

し
て

前
時

代
の

妖
怪

の
本

質
は

悪
で

あ
る

、
と

い
う

前
提

と
の

差
別

化
点

を
述

べ
る

。
 

 
第

Ⅲ
章

「
妖

怪
の

分
類

」
で

は
、

様
々

な
種

類
が

あ
る

妖
怪

の
型

と
多

数
の

妖
怪

た
ち

が
人

間
の

生
活

に
ど

の
よ

う
に

か
か

わ
っ

て
い

る
と

さ
れ

て
き

た
の

か
に

つ
い

て
述

べ
る

。
妖

怪
も

自
然

の
恐

怖
の

具
現

化
や

人
知

を
超

え
た

も
の

た
ち

ば
か

り
で

は
な

い
。

も
っ

と
身

近
な

人
間

の
日

常
生

活
に

姿
を

現
す

妖
怪

も
い

た
の

だ
。

 

図
1
 妖

怪
ク

ロ
ク

モ
 

（
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
,
オ

ン
ラ

イ
ン

)
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第

Ⅳ
章

「
メ

デ
ィ

ア
化

さ
れ

て
き

た
妖

怪
た

ち
」

で
は

、
映

画
や

テ
レ

ビ
、

小
説

や
漫

画
果

て
は

歌
舞

伎
な

ど
、

な
ぜ

幅
広

い
世

界
で

我
々

の
メ

デ
ィ

ア
作

品
に

登
場

す
る

の
か

を
検

討
す

る
。

人
間

に
害

を
な

す
と
さ
れ
な
が
ら
も
妖
怪
が
当
の
人
間
た
ち
に
好
ん
で
作
品
の
モ
チ
ー
フ
に
選
ば
れ
る
理
由
を
探
る
。

 

 
第

Ⅴ
章

「
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
を

訪
れ

る
：

怪
異

の
世

界
」

で
は

、
妖

怪
学

の
第

一
人

者
で

あ
る

先
生

が
所

長
を

務
め

る
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
で

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
述

べ
る

。
今

回
、

こ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
受

け
て

く
だ

さ
っ

た
の

は
、

そ
の

先
生

ご
自

身
だ

。
先

生
の

今
ま

で
の

妖
怪

研
究

の
内

容
や

妖
怪

と
神

様
な

ど
、

信
仰

対
象

と
の

相
違

点
な

ど
、

様
々

な
貴

重
な

お
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

多
忙

な
方

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
こ

の
申

し
出

を
快

く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
幸
運
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。

 

 
終

章
で

は
、

本
論

文
の

テ
ー

マ
「

な
ぜ

、
妖

怪
や

幽
霊

な
ど

の
怪

異
が

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
に

対
す

る
結

論
を

述
べ

る
。

妖
怪

は
時

代
の

変
化

に
よ

り
、

そ
の

時
代

の
人

々
に

受
け

い
れ

ら
れ
る
よ
う
な
形
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
。

 
 

 
本
研
究
は
清
教
学
園
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
課
題
、
卒
業
論
文
「
な
ん
で
や
ね
ん
」
と
し

て
提
出
さ
れ
た
。
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 Ⅰ
章

 
妖

怪
と

は
何

か
 

 

本
論

文
の

テ
ー

マ
で

あ
る

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
に

答
え

る

た
め

、
は

じ
め

に
研

究
対

象
で

あ
る

「
妖

怪
」

の
定

義
と

歴
史

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
第

1
節

で
は

ま

ず
、

「
妖

怪
」

の
定

義
に

つ
い

て
述

べ
る

。
次

い
で

第
2
節

に
お

い
て

「
妖

怪
」

の
起

源
と

そ
の

歴
史

に

つ
い

て
概

観
す

る
。

最
後

の
第

3
節

は
「

な
ぜ

妖
怪

学
と

い
う

学
問

が
生

ま
れ

た
の

か
」

に
つ

い
て

妖
怪

研
究

の
起

源
に

つ
い

て
述

べ
る

。
 

 
 

妖
怪

の
定

義
 

 
妖

怪
は

、
本

当
に

こ
の

世
界

に
存

在
す

る
も

の
で

は
な

い
。

古
来

人
々

の
想

像
力

に
よ

っ
て

生
み

出
さ

れ
て

き
た

存

在
で

あ
り

、
彼

ら
が

起
こ

す
と

さ
れ

た
怪

異
も

、
現

在
で

は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
科

学
的

に
説

明
で

き
る

か
ら

だ
。

だ
が

、

「
妖

怪
」

と
い

う
言

葉
が

あ
る

と
い

う
こ

と
は

、
そ

の
言

葉

に
何

ら
か

の
定

義
が

あ
る

と
い

う
こ

と
だ

。
定

義
が

な
け

れ

ば
、

い
く

ら
妖

怪
が

現
実

の
存

在
で

は
な

く
、

概
念

上
の

存

在
と

は
い

え
、

そ
の

存
在

す
ら

あ
や

ふ
や

に
な

る
。

い
っ

た

い
、

 妖
怪

を
妖

怪
と

す
る

定
義

は
何

な
の

か
。

妖
怪

研
究

の

第
一

人
者

で
あ

る
小

松
は

、
以

下
の

様
に

定
義

し
て

い
る

。
 

 
 

「
妖

怪
」

と
は

何
か

。
正

直
な

と
こ

ろ
妖

怪
を

定
義

す
る

の
は

む
ず

か
し

い
。

文
字

通
り

に
理

解
す

れ
ば

、
不

思
議

な
、

神
秘

的
な

、
奇

妙
な

、
薄

気
味

悪
い

、
と

い
っ

た
形

容
詞

が
つ

く
よ

う
な

現
象

や
存

在
を

意
味

す
る

。
私

の
考

え
で

は
、

こ
れ

は
そ

の
ま

ま
で

は

「
妖

怪
」

で
は

な
い

。
あ

え
て

い
え

ば
「

妖
怪

の
種

」
で

あ
る

。
し

か
し

、
そ

う
し

た
出

来
事

・
現

象
を

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

介
入

に
よ

っ
て

生
じ

た
と

み
な

す
と

き
、

そ
れ

は
「

妖
怪

」
と

な
る

。
こ

れ
が

「
妖

怪
」

に
つ

い
て

の
も

っ
と

も
広

い
定

義
で

あ
る

。
(
小

松
,
2
0
1
1
,
p
.
1
0
)
 

 
 

妖
怪

は
、

現
象

や
存

在
だ

け
を

意
味

し
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
「

超
自

然
的

な
も

の
」

の
介

入
、

例

え
ば

狐
火

な
ど

の
怪

異
や

地
震

や
台

風
な

ど
の

自
然

現
象

、
こ

れ
ら

は
、

今
で

こ
そ

科
学

的
に

説
明

が
つ

く
「

自
然

的
な

」
現

象
で

あ
る

が
、

そ
れ

は
、

こ
こ

一
世

紀
で

の
科

学
技

術
の

進
歩

が
目

覚
ま

し
か

っ
た

た
め

で
あ

る
。

そ
れ

以
前

の
時

代
で

は
「

超
自

然
的

な
も

の
」

と
さ

れ
た

の
だ

。
辞

書
を

引
く

と
超

自
然

的
と

は
、

「
自

然
界

の
法

則
を

超
え

た
こ

と
、

理
性

で
は

説
明

の
つ

か
な

い
神

秘
的

な
物

事
」

と
い

っ
た

意
味

に
当

た
る

。
つ

ま
り

、
ど

れ
だ

け
不

思
議

で
神

秘
的

で
奇

妙
で

薄
気

味
悪

い
現

象
や

存
在

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

れ
だ

け
で

は
「

妖
怪

」
と

は
呼

べ
な

い
。

薄
気

味
悪

い
風

が
吹

い
た

後
、

な
ぜ

か
腕

や
足

に
切

り
傷

が
で

き
て

い
た

と
い

う
現

象
が

「
か

ま
い

た
ち

」
と

い
う

妖
怪

に
な

っ
た

よ
う

に
「

超
自

然
的

な
も

の
」

が
介

入
す

る
こ

と
で

初
め

て
、

「
妖

怪
の

種
」

は
「

妖
怪

」
に

育
つ

こ
と

が
で

き
た

の
だ

と
い

え
る

。
 

 

妖
怪

の
歴

史
 

 
妖

怪
の

歴
史

は
、

素
人

目
か

ら
見

て
も

古
そ

う
な

雰
囲

気
が

あ
る

。
何

せ
人

間
の

想
像

力
か

ら
誕

生
し

た
と

さ
れ

る
存

在
だ

。
誕

生
し

た
時

代
は

か
な

り
古

い
も

の
だ

ろ
う

。
江

戸
時

代
か

、
平

安
時

代
か

、
飛

鳥
時

代
か

、
は

た
ま

た
そ

れ
以

前
の

時
代

か
。

妖
怪

は
い

つ
誕

生
し

た
の

だ
ろ

う
か

。
ま

た
、

そ
の

歴
史

に
は

ど
の

よ
う

な
背

景
が

あ
り

、
人

間
は

自
分

た
ち

が
生

み
出

し
た

妖
怪

と
ど

の
よ

う
に

関
わ

り
あ

っ
て

図
２
 
妖
怪
の
総
大
将
ぬ
ら
り
ひ
ょ
ん

 
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
 

（
怪

異
・

妖
怪

画
像

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

,
オ

ン
ラ

イ
ン

)
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 き
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
松
に
よ
れ
ば
以
下
の
様
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 
「

妖
怪

」
は

人
間

が
人

間
と

し
て

存
在

し
始

め
た

と
き

、
つ

ま
り

文
化

を
持

つ
動

物
に

な
っ

た
と

き
か

ら
、

人
間

と
と

も
に

存
在

し
て

き
た

。
な

ぜ
な

ら
、

人
間

は
人

知
で

す
ぐ

に
解

き
明

か
し

え
な

い
不

思
議

な
出

来
事

に
存

在
し

た
と

き
、

不
安

や
畏

怖
の

念
を

抱
き

、
そ

の
よ

う
な

出
来

事
が

発
生

し
た

理
由

を
説

明
す

る
た

め
、

と
り

あ
え

ず
そ

う
し

た
現

象
を

指
示

す
る

言
葉

と
し

て
、

わ
れ

わ
れ

が
「

妖

怪
」

と
呼

ん
で

い
る

言
葉

に
相

当
す

る
語

を
作

り
出

し
た

は
ず

だ
か

ら
で

あ
る

。
(中

略
)日

本
で

は
、

日
本

列
島

に
人

が
住

み
だ

し
た

こ

ろ
か

ら
妖

怪
は

い
た

に
違

い
な

い
。

(中
略

)し
か

し
、

妖
怪

が
は

っ

き
り

と
姿

を
現

し
て

く
る

の
は

、
日

本
人

が
文

字
を

使
い

出
し

て
か

ら
で

あ
る

。
(中

略
)そ

れ
で

は
、

妖
怪

は
な

ぜ
発

生
す

る
の

か
。

妖

怪
は

、
人

間
へ

の
怒

り
、

制
裁

、
そ

し
て

ね
た

み
、

つ
ま

り
人

間
に

対
し

て
敵

意
を

抱
い

た
と

き
に

発
生

す
る

。
(中

略
)妖

怪
の

歴
史

と

は
、

よ
う

す
る

に
、

人
間

の
恐

怖
と

不
安

に
つ

い
て

の
象

徴
と

そ
の

物
語
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
2
)
 

 
 

妖
怪

は
人

間
が

文
化

を
持

っ
た

時
、

つ
ま

り
人

間
が

人
間

と
し

て
の

生
活

様
式

を
確

立
さ

せ
た

と
同

時

に
、

誕
生

し
た

と
い

う
の

だ
。

そ
れ

ら
を

示
す

考
古

学
的

遺
物

が
す

で
に

見
つ

か
っ

て
い

る
。

「
妖

怪
」

と
い

う
概

念
が

生
ま

れ
た

の
は

、
そ

れ
ほ

ど
に

古
い

の
だ

。
大

昔
か

ら
、

人
間

は
恐

怖
心

や
不

安
を

抱
い

て
い

て
、

そ
れ

は
現

代
と

何
も

変
わ

ら
な

い
。

そ
れ

故
に

、
人

間
が

文
明

や
文

化
を

確
立

さ
せ

た
時

点
で

妖
怪

は
誕

生
し

た
と

い
え

る
。

そ
し

て
、

妖
怪

の
発

生
原

因
と

も
い

え
る

も
の

、
そ

れ
は

負
の

感
情

で
あ

り
、

妖
怪

は
ど

の
人

間
も

必
ず

持
っ

て
い

る
憎

し
み

や
悲

し
み

な
ど

、
負

の
感

情
の

鏡
に

な
っ

て
い

る
の

だ
。
妖
怪
は
、
人
間
の
恐
怖
と
不
安
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
、
忌
み
嫌
わ
れ
る
存
在
だ
っ
た
の
だ
。

 
 

な
ぜ

妖
怪

学
と

い
う

学
問

が
あ

っ
た

の
か

 

 
こ

の
論

文
を

制
作

す
る

に
あ

た
り

、
い

わ
ゆ

る
「

妖
怪

学
」

を
研

究
し

、
そ

の
学

問
が

な
ぜ

存
在

し
て

い
た

の
か

を
考

察
し

て
い

く
。

菊
池

が
『

妖
怪

学
講

義
』

に
ま

と
め

た
、

学
問

と
し

て
の

「
妖

怪
学

」
発

生
の
経
緯
を
、
以
下
に
引
用
す
る
。

 
 

 
人

が
妖

怪
と

い
っ

て
恐

れ
て

い
る

も
の

は
じ

つ
は

迷
信

に
す

ぎ
な

い
。

そ
ん

な
迷

信
に

惑
わ

さ
れ

て
は

い
け

な
い

。
迷

信
ば

か
り

で
は

な
い

。
思

い
込

み
や

偏
見

に
と

ら
わ

れ
る

こ
と

な
く

、
自

分
の

目
で

確
か

め
、

自
分

の
頭

で
考

え
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

客
観

的
な

観
察

と
主

体
的

な
思

考
に

も
と

づ
い

て
世

界
を

み
つ

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

実
体

の
な

い
恐

怖
に

お
び

え
た

り
せ

ず
、

確
実

に
存

在
す

る
も

の
を

信
頼

す
る

こ
と

。
つ

ま
り

は
妖

怪
を

恐
れ

な
い

こ
と

が
、

自
ら

も
の

を
考

え
る

営
み

と
し

て
の

哲
学

の
は

じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
も
そ
も
の
出
発
点
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
(
菊
地
,
2
0
1
0
,
p
.
1
1
)
 

 

 
妖

怪
学

が
存

在
し

て
い

た
の

は
、

当
時

の
科

学
で

は
説

明
が

つ
か

な
か

っ
た

摩
訶

不
思

議
な

超
常

現

象
・

怪
奇

現
象

な
ど

の
怪

異
を

、
古

来
の

人
々

が
物

の
怪

(妖
怪

)の
せ

い
に

し
た

こ
と

が
始

ま
り

で
あ

る
。

当
時

の
人

々
は

、
自

己
の

科
学

的
な

技
術

で
は

理
解

で
き

な
か

っ
た

現
象

の
答

え
を

求
め

た
の

だ
。

し
か

し
、

そ
こ

で
思

考
を

止
め

ず
に

妖
怪

と
い

う
存

在
を

不
必

要
に

恐
れ

な
い

こ
と

が
妖

怪
学

の
第

一
歩

で
あ

る
と
こ
こ
で
は
語
ら
れ
て
い
る
。
妖
怪
研
究
と
は
、
こ
の
考
え
を
軸
に
し
て
成
っ
て
い
る
の
だ
。

 

 
 

図
３
 
酒
呑
童
子

 
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
 

(
怪

異
・

妖
怪
画

像
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

,
オ

ン
ラ
イ

ン
) 
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 Ⅰ
章

の
ま

と
め

 
 

 
以

上
の

こ
と

か
ら

、
妖

怪
の

発
生

起
源

に
は

超
自

然
的

な
も

の
の

介
入

が
深

く
か

か
わ

っ
て

い
る

こ
と

と
人

間
が

文
化

を
持

つ
と

同
時

に
誕

生
し

た
と

て
も

歴
史

が
古

い
存

在
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

さ
ら

に
、

妖
怪

が
発

生
し

た
原

因
は

、
人

間
が

人
間

に
対

し
て

抱
く

怒
り

や
嫉

妬
や

憎
し

み
な

ど
の

負
の

感
情

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 

 
そ

し
て

、
負

の
感

情
か

ら
生

ま
れ

た
概

念
で

あ
る

か
ら

に
は

、
妖

怪
が

忌
み

嫌
わ

れ
て

き
た

存
在

で
あ

る
こ

と
が

推
測

さ
れ

る
。

人
間

の
恐

怖
心

と
不

安
、

自
然

現
象

な
ど

不
可

思
議

な
も

の
を

具
現

化
し

た
も

の
、

そ
れ

が
妖

怪
だ

っ
た

の
だ

。
と

、
こ

こ
で

一
つ

の
疑

問
が

生
じ

る
。

な
ぜ

、
古

く
か

ら
文

献
や

絵
画

な
ど

で
も

悪
の

存
在

と
し

て
描

か
れ

て
き

た
妖

怪
た

ち
が

現
代

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
で

は
、

人
間

た
ち

の
味

方
と

し
て

描
か

れ
る

こ
と

が
多

い
の

か
。

そ
こ

で
、

第
Ⅱ

章
で

は
、

妖
怪

は
善

の
存

在
な

の
か

、
悪

の
存
在
な
の
か
、
ど
ち
ら
の
と
ら
え
方
が
正
し
い
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
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 Ⅱ
章

 
妖

怪
は

善
か

、
悪

か
 

  
Ⅰ

章
で

は
「

妖
怪

と
は

何
か

」
に

つ
い

て
述

べ
た

。
そ

の
結

果
、

妖
怪

が
悪

し
き

存
在

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
し

か
し

、
こ

こ
で

一
つ

の
疑

問
点

が
生

じ
る

。
そ

れ
は

本
来

「
悪

」
的

な
存

在
と

し
て

思
い

描
か

れ
て

き
た

妖
怪

が
、

現
代

の
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
に

お
い

て
は

「
善

」
的

な
も

の
と

し
て

描
か

れ
て

い
る

点
だ

。
1
9
6
5
年

か
ら

連
載

開
始

し
た

原
作

者
水

木
し

げ
る

の
『

ゲ
ゲ

ゲ
の

鬼
太

郎
』

(
発

行
部

数
不

明
)
や

1
9
9
0
年

に
連

載
が

始
ま

っ
た

原
作

者
藤

田
和

日
郎

の
『

う
し

お
と

と
ら

』
(
発

行
部

数
：

3
0
0
0
万

部
)
、

2
0
1
3
年

に
発

売
さ

れ
た

ゲ
ー

ム
を

き
っ

か
け

に
大

ブ
レ

ー
ク

し
た

『
妖

怪
ウ

ォ
ッ

チ
』

(
世

界
累

計
出

荷

数
：

1
4
0
0
万

本
)
な

ど
を

筆
頭

に
妖

怪
を

人
間

の
味

方
と

し
て

、
善

の
存

在
と

し
て

描
い

て
い

る
。

何
を

善
、

何
を

悪
と

す
る

の
か

は
非

常
に

難
問

だ
が

、
こ

こ
で

は
人

間
に

対
し

て
好

意
的

で
味

方
を

す
る

よ
う

な
妖
怪
を
善
、
人
間
に
対
し
て
災
い
を
も
た
ら
す
よ
う
な
妖
怪
を
悪
と
す
る
。

 

 
Ⅱ

章
で

は
妖

怪
が

善
の

存
在

な
の

か
、

悪
の

存
在

な
の

か
、

ど
ち

ら
で

も
な

い
の

か
、

妖
怪

の
本

質
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

ま
ず

、
第

一
節

の
「

妖
怪

が
発

生
す

る
時

代
」

で
は
,妖

怪
が

一
つ

の
文

化
と

し
て

発

生
し

や
す

い
時

代
の

社
会

背
景

に
つ

い
て

述
べ

る
。

次
い

で
第

二
節

の
「

妖
怪

の
本

質
」

に
お

い
て

は
妖

怪
が

「
善

」
的

な
存

在
な

の
か

、
「

悪
」

的
な

存
在

な
の

か
、

時
代

背
景

や
具

体
例

を
も

と
に

検
討

す
る

。

妖
怪

は
、

人
間

の
味

方
か

、
そ

れ
と

も
敵

か
。

最
後

の
第

三
節

の
「

憎
め

な
い

狸
た

ち
」

で
は

、
第

二
節

の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
江
戸
時
代
の
後
期
に
起
こ
っ
た
妖
怪
の
本
質
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 

 

妖
怪

が
発

生
す

る
時

代
 

都
市

伝
説

や
怪

異
が

ま
こ

と
し

や
か

に
ネ

ッ
ト

上
の

世
界

で
語

ら
れ

、
空

想
世

界
で

も
妖

怪
が

登
場

す

る
作

品
が

数
多

く
あ

る
現

代
は

、
妖

怪
ブ

ー
ム

と
い

え
る

か
も

し
れ

な
い

。
妖

怪
は

ど
の

よ
う

な
時

代
に

発
生

し
や

す
い

の
か

。
ま

た
、

今
ま

で
に

現
れ

た
妖

怪
の

噂
話

や
小

説
や

漫
画

は
、

何
を

き
っ

か
け

に
人

気
に

な
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。
そ

し
て

、
妖

怪
は

人
間

の
想

像
力

か
ら

生
ま

れ
た

も
の

で
あ

る
な

ら
ば

、
ど

の
よ
う
な
社
会
背
景
が
妖
怪
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 
 

 
妖

怪
の

活
動

が
活

発
に

な
る

の
は

時
代

の
裂

け
目

だ
と

い
わ

れ
る

。
確

か
に

、
妖

怪
は

時
代

の
移

行
期

に
隆

盛
を

迎
え

、
今

ま
た

妖
怪

が
関

心
を

集
め

る
よ

う
に

な
っ

た
。

現
在

、
わ

れ
わ

れ
の

社
会

は
過

渡
期

に
さ

し
か

か
っ

て
い

る
。

転
換

期
の

兆
候

は
い

た
る

と
こ

ろ
に

表
れ

て
い

る
。

温
暖

化
に

よ
る

環
境

異
変

、

経
済

格
差

の
増

大
、

政
財

界
の

腐
敗

、
家

族
の

崩
壊

、
自

殺
の

増
加

、
過

労
死

の
増

加
、

不
可

解
な

無
差

別
殺

人
、

精
神

的
・

心
理

的
病

気
の

増
加

等
々

。
近

年
の

妖
怪

ブ
ー

ム
の

背
景

に
、

こ
う

し
た

社
会

状
況

が
あ

る
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
ろ

う
。

妖
怪

論
的

に
見

た
と

き
、

妖
怪

の
発

生
の

要
因

は
、

2
つ

の
側

面
か

ら
判

断
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ひ
と

つ
は

社
会

の
混

乱
、

秩
序

の
乱

れ
、

腐
敗

で
あ

り
、

ひ
と

つ
は

個
々

人
の
内
面
に
広
が
る
闇
で
あ
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
2
2
2
)
 

 
 

小
松

が
示

し
た

妖
怪

が
発

生
す

る
時

期
は

、
時

代
の

移
行

期
、

人
も

社
会

も
不

安
定

に
な

る
時

代
だ

と

い
う

。
妖

怪
は

、
人

間
の

心
の

闇
を

反
映

し
、

人
に

害
を

な
す

存
在

と
し

て
、

人
々

の
噂

話
で

広
ま

っ
て

い
く

。
妖

怪
は

、
人

間
を

映
す

鏡
な

の
だ

。
そ

れ
を

示
す

か
の

よ
う

に
、

妖
怪

に
は

凶
悪

な
存

在
が

多
い

。

人
を

凍
ら

せ
て

殺
す

雪
女

や
人

の
尻

子
玉

(人
間

の
内

臓
の

一
つ

だ
と

思
わ

れ
て

い
た

)を
取

っ
て

殺
す

河

童
な

ど
が

例
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

こ
の

妖
怪

た
ち

は
、

昔
の

日
本

人
た

ち
の

雪
山

、
川

等
の

自
然

に
恐

怖
す
る
気
持
ち
か
ら
誕
生
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 
で

は
、

様
々

な
社

会
問

題
が

は
び

こ
り

、
人

の
心

が
す

さ
ん

で
い

る
現

代
で

は
ど

う
だ

ろ
う

か
。

口
裂

け
女

や
ト

イ
レ

の
花

子
さ

ん
、

人
面

犬
な

ど
の

怪
談

や
都

市
伝

説
に

登
場

す
る

人
に

害
を

な
す

存
在

た
ち

。

そ
れ

ら
も

妖
怪

の
一

種
と

い
え

る
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
古

来
か

ら
の

妖
怪

た
ち

に
は

恐
怖

心
だ

け
で

は
な
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 く
、

畏
敬

の
念

が
あ

っ
た

こ
と

が
様

々
な

資
料

か
ら

推
測

さ
れ

る
。

現
代

の
怪

異
に

は
、

そ
れ

が
な

い
。

都
市

伝
説

・
怪

談
に

登
場

す
る

妖
怪

た
ち

は
た

だ
た

だ
、

人
を

殺
す

、
呪

う
、

と
い

っ
た

恐
ろ

し
い

者
た

ち
が

増
え

て
い

る
と

思
う

。
自

然
の

恐
怖

を
具

現
化

し
た

よ
う

な
、

無
知

な
人

間
に

畏
れ

を
抱

か
せ

る
妖

怪
は

も
う

い
な

い
の

か
も

し
れ

な
い

。
 

 
妖

怪
の

本
質

 

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
を

筆
頭

に
、

日
本

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
で

は
妖

怪
は

、
人

間
に

味
方

す
る

者

た
ち

と
し

て
描

か
れ

る
こ

と
が

多
い

が
、

古
い

時
代

の
噂

話
や

怪
談

話
な

ど
で

は
大

抵
、

敵
役

と
し

て
描

か
れ

る
。

現
代

の
都

市
伝

説
や

妖
怪

も
古

来
の

妖
怪

た
ち

と
恐

怖
の

種
類

こ
そ

違
う

と
は

い
え

、
ま

ご
う

こ
と

な
き

悪
の

存
在

だ
。

人
間

に
味

方
す

る
者

た
ち

の
こ

と
を

妖
怪

と
呼

べ
る

の
か

。
ま

た
、

第
一

節
で

も
触

れ
た

古
来

の
妖

怪
と

現
代

の
妖

怪
の

違
い

に
つ

い
て

述
べ

る
。

 
や

は
り

、
妖

怪
の

本
質

は
善

で
は

な
く

、
悪

。
言

い
切

っ
て

し
ま

う
よ

う
だ

が
、

人
間

の
負

の
感

情
、

心
の

闇
か

ら
生

ま
れ

て
く

る
妖

怪
た

ち
は

、
人

間
に

と
っ

て
悪

し
き

存
在

だ
っ

た
の

だ
ろ

う
。

し
た

が
っ

て
、

近
年

の
空

想
世

界
の

中
に

よ
く

み
ら

れ
る

善
の

妖
怪

、
人

間
に

好
意

的
な

妖
怪

は
い

な
い

と
い

え
る

。

彼
ら

は
、

時
代

の
流

行
の

流
れ

と
と

も
に

、
デ

フ
ォ

ル
メ

化
さ

れ
て

き
た

妖
怪

だ
っ

た
の

だ
。

逆
に

そ
の

怪
異

・
妖

怪
現

象
を

吉
兆

と
み

な
し

た
時

、
そ

れ
は

私
た

ち
が

言
う

と
こ

ろ
の

「
神

」
に

な
る

の
だ

。
 

こ
こ

か
ら

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

で
あ

り
、

恐
怖

の
存

在
で

あ
る

こ
と

を
前

提
と

さ
せ

て
い

た
だ

く
が

、

そ
の

恐
怖

も
古

来
の

妖
怪

と
現

代
の

妖
怪

で
は

全
く

違
う

も
の

だ
と

私
は

思
う

。
古

来
の

妖
怪

に
人

々
が

抱
い

た
感

情
は

「
畏

れ
」

で
あ

り
、

現
代

の
妖

怪
に

私
た

ち
が

抱
い

て
い

る
感

情
は

「
恐

れ
」

な
の

だ
。

こ
の

二
つ

の
「

お
そ

れ
」

は
意

味
が

部
分

的
に

違
う

。
ど

ち
ら

も
恐

怖
心

を
表

す
感

情
で

は
あ

る
が

、
畏

れ
は

そ
の

中
に

畏
敬

の
念

、
自

分
た

ち
の

力
で

は
推

し
量

る
こ

と
が

で
き

な
い

も
の

に
対

し
て

の
尊

敬
の

念
が

こ
も

っ
て

い
る

。
昔

の
人

々
が

人
知

を
超

え
た

存
在

だ
っ

た
当

時
の

妖
怪

に
対

し
て

敬
意

を
持

っ
て

い
た

こ
と

が
分

か
る

。
対

し
て

、
現

代
に

生
ま

れ
た

妖
怪

た
ち

は
た

だ
恐

ろ
し

い
存

在
だ

。
科

学
が

進
ん

だ
こ

と
に

よ
っ

て
人

知
を

超
え

る
妖

怪
は

今
や

ほ
と

ん
ど

い
な

い
。

結
果

、
口

裂
け

女
や

カ
シ

マ
サ

ン
な

ど
の

都
市

伝
説

と
も

呼
ば

れ
る

妖
怪

が
生

ま
れ

た
。

人
を

殺
し

、
憎

み
、

呪
う

、
彼

ら
の

噂
話

は
恐

ろ
し

い
が

畏
ろ

し
く

な
い

。
人

知
を

超
え

た
存

在
で

は
な

い
た

め
、

畏
敬

の
念

も
抱

け
な

い
。

も
し

、
妖

怪
に

質
と

い
う

も
の

が
あ

る
の

な
ら

、
現

代
の

妖
怪

は
昔

の
妖

怪
に

比
べ

、
劣

っ
た

存
在

で
あ

り
、

概
念

な
の

だ
ろ

う
。

人
間

の
想

像
力

が
欠

如
し

て
き

た
の

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

、
妖

怪
の

本
質

が
悪

、
こ

の
前

提
は

変
わ

ら
な

い
と

私
は

思
う

。
そ

し
て

、
次

の
第

三
節

で
は

妖
怪

の
本

質
が

悪
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

理
解

し
た

上
で

、
そ

の
妖

怪
の

本
質

が
変

化
(へ

ん
げ

)し
て

き
た

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

る
。

 

 憎
め

な
い

狸
た

ち
 

 
文

福
茶

釜
(
図

4
)
な

ど
、

昔
話

に
登

場
す

る
狸

た
ち

は
、

人
間

を
化

か
し

て
い

た
ず

ら
す

る
も

の
が

多
い

。
ス

タ
ジ

オ
ジ

ブ
リ

『
平

成
狸

合

戦
ぽ

ん
ぽ

こ
』

は
狸

た
ち

が
化

け
学

を
駆

使
し

、
人

間
た

ち
に

逆
襲

す

る
物

語
だ

。
し

か
し

、
狸

た
ち

は
、

同
じ

く
化

け
て

人
を

だ
ま

す
と

い

わ
れ

る
狐

や
化

け
猫

と
違

っ
て

憎
め

な
い

。
ど

こ
か

間
抜

け
そ

う
で

、

「
ず

る
賢

い
」

狐
や

「
不

気
味

」
な

猫
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
を

持
た

せ

な
い

。
狸

た
ち

も
化

け
る

こ
と

で
怪

異
・

妖
怪

現
象

を
引

き
起

こ
す

と

い
う

点
で

は
、

ほ
か

の
妖

怪
と

同
様

だ
が

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

、
こ

の

前
提

に
反

し
て

い
る

。
い

っ
た

い
、

こ
の

イ
メ

ー
ジ

は
ど

こ
か

ら
来

た

の
か

。
 

 
図

4
 
分
福
茶
釜
の
狸

 
(
怪

異
・

妖
怪
画

像
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

,
オ

ン
ラ
イ

ン
) 

 

 
10

 
  

近
代

芸
能

に
お

け
る

狸
た

ち
の

戦
う

姿
、

陽
気

に
音

楽
を

奏
で

て
舞

い
踊

る
姿

は
、

そ
の

時
々

の
日

本

人
自

ら
の

姿
で

も
あ

っ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

人
間

に
化

け
る

身
近

な
動

物
怪

と
し

て
、

狐
や

猫
と

は
異

な
る

ポ
ジ

シ
ョ

ン
を

保
ち

つ
つ

、
狸

は
フ

ィ
ク

シ
ョ

ン
の

領
域

で
生

き
延

び
て

い
く

の
で

は
な

い
か

、

と
私
は
考
え
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
3
2
)
 

 
 

江
戸

時
代

の
絵

画
に

の
こ

っ
て

い
る

狸
た

ち
の

姿
は

そ
の

ほ
と

ん
ど

が
ひ

ょ
う

き
ん

で
間

抜
け

そ
う

な

姿
だ

。
そ

こ
に

、
ほ

か
の

妖
怪

た
ち

に
あ

る
禍

々
し

さ
や

恐
ろ

し
さ

は
、

全
く

感
じ

ら
れ

な
い

。
狸

た
ち

の
底

抜
け

に
明

る
い

姿
は

、
化

け
て

人
を

だ
ま

す
な

ど
の

人
に

害
を

な
す

と
も

と
れ

る
言

い
伝

え
や

伝
説

が
あ

っ
て

も
、

江
戸

の
人

々
の

反
感

を
買

わ
な

か
っ

た
の

だ
ろ

う
。

人
に

畏
れ

を
抱

か
せ

る
古

来
の

妖
怪

と
は

違
う

。
人

を
化

か
す

と
い

う
一

つ
の

点
に

絞
っ

て
も

、
狐

や
猫

、
貉

た
ち

と
も

一
線

を
画

す
ひ

ょ
う

き
ん

さ
が

あ
る

。
間

抜
け

な
イ

メ
ー

ジ
を

払
拭

で
き

な
い

狸
た

ち
は

、
実

は
、

陰
気

な
狐

や
猫

た
ち

よ
り

、

よ
っ

ぽ
ど

世
渡

り
が

う
ま

い
の

か
も

し
れ

な
い

。
そ

の
お

か
げ

で
、

人
々

か
ら

疎
ま

し
く

思
わ

れ
て

も
、

反
感

を
買

う
こ

と
は

な
か

っ
た

の
だ

か
ら

。
デ

フ
ォ

ル
メ

化
さ

れ
た

妖
怪

の
起

源
は

狸
な

の
か

も
し

れ
な

い
。

お
か

し
み

を
持

っ
た

狸
は

現
代

の
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
に

登
場

す
る

人
間

の
味

方
で

あ
り

、
仲

間
や

友
達
に
も
な
り
得
る
デ
フ
ォ
ル
メ
化
さ
れ
た
妖
怪
が
発
生
す
る
き
っ
か
け
を
与
え
た
の
だ
。

 
 Ⅱ

章
の

ま
と

め
 

何
を
善
と
し
て
、
何
を
悪
と
す
る
か
、
こ
れ
は
現
代
で
も
答
え
が
出
て
い
な
い
非
常
な
難
問
だ
。
し
か

し
、
妖
怪
の
本
質
に
つ
い
て
の
考
察
を
ま
と
め
る
に
は
、
こ
れ
が
最
も
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
る
方
法
背
あ

る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
妖
怪
が
ど
う
変
化
し
て
き
た
か
を
分
か
り
や
す
く
と
ら
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

 

こ
の
Ⅱ
章
で
は
、
近
年
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
に
登
場
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
正
義
」
の
妖
怪
と
い
う
も

の
が
、
古
く
か
ら
の
妖
怪
概
念
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
と
、
都
市
伝
説
や
怪
談
の
世
界
に
登
場
す
る
現
代

の
妖
怪
に
は
、
自
然
の
恐
怖
や
人
知
を
超
え
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
具
現
化
し
た
よ
う
な
古
来
の
妖
怪
に
比

べ
、
人
々
か
ら
敬
わ
れ
る
こ
と
も
畏
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
も
っ
と
も
、
テ
レ

ビ
の
画
面
や
ト
イ
レ
の
便
器
か
ら
姿
を
現
し
た
り
、
人
を
呪
い
殺
す
と
い
っ
た
設
定
を
持
っ
て
い
る
現
代

の
妖
怪
は
数
多
い
。
こ
れ
ら
も
人
知
を
超
え
て
い
る
気
も
す
る
が
、
何
か
が
違
う
。
そ
れ
は
や
は
り
、

「
畏
れ
」
と
「
恐
れ
」
の
違
い
な
の
だ
。
人
に
畏
怖
の
念
を
、
自
然
の
圧
倒
的
な
恐
怖
を
抱
か
せ
る
こ
と

が
で
き
た
、
ど
こ
か
道
徳
的
で
も
あ
っ
た
古
来
の
妖
怪
は
現
代
の
妖
怪
に
比
べ
、
偉
大
で
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
、
妖
怪
が
登
場
す
る
昔
話
で
は
先
に
人
間
が
悪
事
を
働
い
た
た
め
、
妖
怪
か
ら
そ
の
し
っ
ぺ
返
し
を

食
ら
う
因
果
応
報
譚
も
少
な
く
な
い
。
昔
話
に
登
場
す
る
妖
怪
に
対
す
る
人
々
が
持
つ
道
徳
的
な
感
覚
は

こ
こ
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

 

一
方
で
近
年
、
特
に
平
成
の
妖
怪
譚
は
映
画
や
小
説
な
ど
も
含
め
、
恐
ろ
し
い
者
に
呪
わ
れ
る
,殺

さ
れ

る
と
い
う
内
容
が
と
に
か
く
多
い
。
Ⅰ
章
で
も
述
べ
た
、
「
超
自
然
的
な
も
の
」
が
介
入
す
る
余
地
が
全

く
な
い
。
お
そ
ら
く
、
人
間
は
妖
怪
へ
の
敬
意
、
ひ
い
て
は
自
然
へ
の
敬
意
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、
新
し
く
登
場
す
る
妖
怪
も
質
の
悪
い
、
人
を
恐
れ
さ
せ
る
者
し
か
生
ま
れ
な
い
の
だ
。

 

自
然
へ
の
敬
意
を
忘
れ
た
人
間
は
終
わ
り
が
見
え
な
い
自
然
破
壊
を
節
操
も
な
く
続
け
る
。
そ
れ
に
よ

り
巻
き
起
こ
る
環
境
問
題
は
地
球
を
汚
し
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
が
住
め
な
い
星
に
改
悪
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。
人
間
は
、
自
分
で
自
分
の
首
を
絞
め
て
い
る
。
自
然
か
ら
し
っ
ぺ
返
し
を
受
け
て
い
る
と
も
い

え
る
。
妖
怪
は
、
そ
れ
を
見
て
何
を
思
う
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
思
う
の
だ
。
「
我
々
と
自
然
へ
の
敬
意

を
な
く
し
た
結
果
が
こ
の
有
様
だ
よ
。
ま
っ
た
く
、
人
間
ほ
ど
愚
か
な
奴
ら
は
い
な
い
」
と
。
も
し
、
妖

怪
が
現
実
に
存
在
し
て
こ
の
言
葉
を
投
げ
か
け
て
き
た
ら
、
私
は
全
く
持
っ
て
そ
の
通
り
と
言
う
他
な

い
。
さ
て
、
Ⅲ
章
で
は
妖
怪
の
分
類
、
妖
怪
と
い
う
概
念
的
存
在
を
ど
う
区
別
す
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ

る
。
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 Ⅲ

章
 

妖
怪

の
分

類
か

ら
見

え
る

妖
怪

の
変

化
(
へ

ん
げ

)
 

  
固

有
名

称
が

つ
い

て
い

る
妖

怪
の

数
は

、
非

常
に

多
い

。
そ

れ
だ

け
の

数
の

妖
怪

が
存

在
し

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
何

か
し

ら
の

観
点

に
基

づ
い

て
分

類
す

る
こ

と
で

、
妖

怪
と

い
う

存
在

が
ど

の
よ

う
に

発
生

し
た

の
か

、
人

間
に

ど
の

よ
う

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

き
た

の
か

を
検

討
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ど
の

よ
う

な
過

程
を

経
て

、
現

象
と

し
て

の
「

怪
異

」
が

、
存

在
と

し
て

の
「

妖
怪

」
と

し
て

認
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
る
の
か
。

 
 

こ
の

Ⅲ
章

で
は

、
上

記
の

よ
う

な
疑

問
に

答
え

る
た

め
に

、
先

行
研

究
を

参
照

し
な

が
ら

妖
怪

を
分

類

し
、

人
と

妖
怪

の
関

係
性

を
明

ら
か

に
し

て
い

く
。

第
一

節
「

『
こ

と
』

か
ら

『
も

の
』

へ
の

変
化

」
で

は
、

妖
怪

を
怪

奇
現

象
と

し
て

の
「

こ
と

」
と

、
存

在
と

し
て

の
「

も
の

」
に

分
け

て
考

え
る

。
そ

し
て

、

あ
の

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
に

も
登

場
す

る
ぬ

り
か

べ
と

い
う

妖
怪

に
論

点
を

絞
っ

て
、

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

が
「

も
の

」
と

し
て

の
妖

怪
に

変
化

す
る

例
も

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

る
。

さ
ら

に
、

第
二

節
「

現
象

・
存

在
・

造
形

へ
の

変
化

(へ
ん

げ
)」

で
は

、
怪

奇
現

象
と

し
て

の
妖

怪
が

い
か

に
し

て
姿

か

た
ち

と
い

っ
た

造
形

を
も

つ
妖

怪
に

変
化

す
る

の
か

、
そ

の
過

程
を

述
べ

る
。

ま
た

、
第

三
節

の
「

怪
異

へ
の

名
付

け
と

妖
怪

と
い

う
存

在
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
で

は
、

姿
を

見
せ

な
い

不
可

解
な

音
の

み
を

起

こ
す

妖
怪

の
名

前
が

ど
う

付
け

ら
れ

て
き

た
の

か
に

つ
い

て
述

べ
る

。
第

四
節

、
「

人
間

が
呼

び
出

す
三

つ
の

妖
怪

」
で

は
、

妖
怪

た
ち

を
作

り
出

し
て

き
た

人
間

た
ち

の
心

の
あ

り
よ

う
が

三
種

類
の

妖
怪

を
発

生
さ
せ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。

 
 

「
こ

と
」
か

ら
「
も

の
」
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

) 

 
妖

怪
は

、
多

種
多

様
な

姿
形

を
持

ち
、

文
献

や
漫

画
な

ど
で

我
々

の
前

に
姿

を
現

す
。

そ
の

一
方

で
、

目
に

見
え

な
い

現
象

と
し

て
の

記
述

の
み

が
文

献
に

残
る

妖
怪

も
い

る
。

そ
も

そ
も

妖
怪

自
体

は
想

像
の

産
物

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
我

々
が

イ
メ

ー
ジ

す
る

妖
怪

像
は

、
何

ら
か

の
経

過
を

辿
っ

て
姿

形
を

人
間

に
よ

っ
て

与
え

ら
れ

、
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

定
着

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
例

え
ば

、
「

塗
り

壁
」

と
い

う
妖

怪
は

、
姿

は
見

え
な

い
が

道
を

塞
い

で
人

々
を

通
さ

な
い

、
と

さ
れ

た
妖

怪
だ

っ
た

。
し

か
し

現
代

に
至

っ
て

は
、

水
木

し
げ

る
の

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
で

描
か

れ
た

姿
か

た
ち

が
、

我
々

の
中

に
は

強
烈

な
イ

メ
ー

ジ
と

し
て

固
着

し
て

い
る

。
姿

形
を

持
た

な
い

、
現

象
と

し
て

の
妖

怪
と

、
具

体
的

な
姿

形
を

持
っ

て
い
る
妖
怪
は
、
ど
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
の
か
。

 
 

 
妖

怪
と

い
え

ば
具

体
的

な
姿

か
た

ち
の

あ
る

も
の

を
想

像
し

が
ち

で
す

。
か

え
っ

て
オ

カ
ル

ト
の

方
が

現
象

を
さ

す
も

の
と

し
て

適
当

で
し

ょ
う

。
(中

略
)一

方
は

不
思

議
な

「
こ

と
」

で
あ

り
、

も
う

一
方

は

不
思

議
な

「
も

の
」

な
の

で
す

。
前

者
は

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

で
あ

り
、

後
者

は
「

も
の

」
と

し
て

の
妖
怪
で
す
。
(
菊
地
,
2
0
1
0
,
p
.
1
7
7
－
1
8
1
)
 

 
 

上
記

の
菊

池
の

分
類

に
よ

る
と

、
妖

怪
は

大
き

く
二

種
類

に
分

け
ら

れ
る

。
姿

を
見

せ
ず

、
た

だ
不

思

議
な

物
事

が
起

こ
っ

た
、

超
自

然
的

な
も

の
が

介
入

す
る

よ
う

な
人

知
を

超
え

た
「

何
か

」
が

起
こ

っ
た

、

そ
の

「
何

か
」

が
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
で

あ
る

。
こ

の
よ

う
な

、
具

体
的

な
姿

の
な

い
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
は

、
仏

教
哲

学
者

、
井

上
円

了
が

活
動

し
て

い
た

明
治

時
代

に
既

に
考

え
ら

れ
た

。
し

か
し

、

時
代

と
妖

怪
研

究
が

進
む

中
で

、
妖

怪
と

い
う

も
の

の
分

類
方

法
も

再
検

討
が

進
ん

だ
。

す
な

わ
ち

、
具

体
的

な
姿

形
を

持
ち

、
人

間
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
る

の
か

、
ど

の
よ

う
な

害
を

な
す

の
か

と
い

っ
た

設
定

が
き

ち
ん

と
形

作
ら

れ
た

、
「

も
の

」
と

し
て

の
妖

怪
だ

。
先

に
も

例
を

出
し

た
『

ゲ
ゲ

ゲ
の

鬼
太

郎
』

は
、

水
木

し
げ

る
原

作
の

妖
怪

を
題

材
に

し
た

漫
画

で
あ

る
。

初
出

は
19

60
年

だ
が

、
何

度
も

ア
ニ

メ

化
さ

れ
て

お
り

、
現

在
は

第
六

期
ま

で
が

放
映

さ
れ

て
い

る
。

さ
て

、
『

ゲ
ゲ

ゲ
の

鬼
太

郎
』

の
主

要
キ
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 ャ

ラ
ク

タ
ー

の
一

人
で

あ
る

「
ぬ

り
か

べ
(塗

り
壁

)」
は

、
性

格
が

温
厚

で
漆

喰
が

正
方

形
に

固
ま

り
、

短
い

手
足

と
小

さ
な

目
が

つ
い

て
い

る
と

い
う

造
形

の
妖

怪
だ

。
し

か
し

、
こ

れ
は

あ
く

ま
で

『
ゲ

ゲ
ゲ

の
鬼

太
郎

』
上

で
の

設
定

。
実

際
に

伝
承

と
し

て
残

る
、

起
源

と
し

て
の

「
ぬ

り
か

べ
」

は
、

ど
の

よ
う

な
存
在
な
の
か
。

 
 

 
北

九
州

の
海

岸
で

は
夜

道
を

歩
い

て
い

る
と

急
に

行
く

先
が

壁
に

な
っ

て
、

ど
こ

へ
も

行
け

な
く

こ
と

が
あ

る
。

そ
れ

を
土

地
の

人
々

は
塗

り
壁

と
呼

ん
で

恐
れ

て
い

た
、

と
書

い
て

あ
り

ま
す

(『
妖

怪
談

義
』

)。
そ

う
い

う
不

思
議

な
現

象
に

つ
い

て
の

報
告

で
す

。
妖
怪

ヌ
リ

カ
ベ

が
ド

デ
ン

と
現

れ
た

、
と

は

ど
こ

に
も

書
い

て
あ

り
ま

せ
ん

。
起

き
る

と
思

わ
れ
て

い
る

「
こ

と
」

が
報

告
さ

れ
た

だ
け

で
し

た
。

(中
略

)と
こ

ろ
が

私
た

ち
は

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

の
は

ん
ぺ

ん
み

た
い

な
あ

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

、
妖

怪
ヌ

リ

カ
ベ

と
し

て
理

解
し

て
い

る
の

で
す

。
こ

こ
で

は
す

で
に

妖
怪

は
、

「
起

き
る

こ
と

」
で

は
な

く
「

現
れ

る
も
の
」
に
転
換
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
(
菊
地
,
2
0
0
8
,
p
.
1
8
2
‐
1
8
3
)
 

 
水

木
し

げ
る

は
、

本
来

の
伝

承
で

は
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
で

あ
っ

た
「

ぬ
り

か
べ

」
に

、
漫

画
制

作
の

過
程

で
「

も
の

」
と

し
て

の
設

定
を

与
え

た
。

ど
の

よ
う

な
妖

怪
か

、
そ

の
姿

を
描

い
た

こ
と

で
、

「
ぬ

り
か

べ
」

と
い

う
妖

怪
の

イ
メ

ー
ジ

を
作

り
上

げ
、

そ
れ

が
世

の
中

に
浸

透
し

た
。

妖
怪

を
一

個
の

生
物

と
し

て
捉

え
る

な
ら

ば
、

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

は
、

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
(へ

ん

げ
)す

る
こ

と
が

あ
る

と
い

え
る

の
だ

。
性

格
や

姿
形

な
ど

、
キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

と
し

て
の

イ
メ

ー
ジ

を
付

与

さ
れ

、
そ

れ
が

人
々

に
受

け
入

れ
ら

れ
て

一
般

化
し

た
時

、
そ

の
変

化
は

起
こ

る
の

だ
ろ

う
。

水
木

は
漫

画
と

い
う

メ
デ

ィ
ア

を
使

い
、

元
々

「
こ

と
」

と
し

て
の

妖
怪

だ
っ

た
「

ぬ
り

か
べ

」
を

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
さ

せ
た

の
だ

と
い

え
る

。
こ

の
内

容
は

後
の

Ⅳ
章

の
漫

画
作

品
に

お
け

る
妖

怪
の

キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
と
し
て
も
言
及
す
る
。

 
 

現
象

・
存

在
・
造

形
へ

の
変

化
(へ

ん
げ

) 

 
妖

怪
は

、
現

実
に

は
存

在
し

な
い

霊
的

存
在

だ
。

菊
池

の
分

類
で

は
妖

怪
を

「
コ

ト
」

と
「

モ
ノ

」
に

わ
け

た
。

さ
ら

に
水

木
の

描
い

た
「

ぬ
り

か
べ

」
で

例
示

し
た

よ
う

に
、

「
コ

ト
」

と
し

て
の

妖
怪

が

「
モ

ノ
」

に
変

化
(へ

ん
げ

)す
る

過
程

を
示

し
た

。
次

の
小

松
か

ら
の

引
用

で
は

、
さ

ら
に

こ
の

変
化

が

わ
か

り
や

す
く

、
三

つ
の

意
味

領
域

に
細

分
化

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

を
用

い
る

こ
と

で
、

妖
怪

の
発

生
か

ら
変
化
ま
で
の
過
程
を
、
を
さ
ら
に
詳
細
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 

 
小

松
は

「
妖

怪
」

概
念

を
①

出
来

事
と

し
て

の
妖

怪
(現

象
－

妖
怪

)②
超

自
然

的
存

在
と

し
て

の
妖

怪

(存
在

ー
妖

怪
)③

造
形

化
さ

れ
た

妖
怪

(造
形

ー
妖

怪
)の

３
つ

の
意

味
領

域
に

分
け

る
こ

と
を

提
唱

し
て

い

る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
4
)
 

 
 

上
記

の
よ

う
に

、
小

松
は

妖
怪

の
変

化
を

段
階

に
よ

っ
て

区
別

し
た

。
い

つ
の

世
で

も
、

妖
怪

の
も

と

と
な

る
不

可
解

な
出

来
事

、
人

間
の

直
接

体
験

と
し

て
の

怪
異

現
象

が
起

こ
り

得
る

。
こ

れ
が

①
の

「
出

来
事

と
し

て
の

妖
怪

」
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
そ

れ
ら

が
民

間
伝

承
と

し
て

語
り

継
が

れ
る

過
程

で
、

そ
の

現
象

を
引

き
起

こ
す

と
さ

れ
た

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

存
在

が
人

々
に

よ
っ

て
認

知
さ

れ
る

。
こ

れ
が

②
の

「
超

自
然

的
な

存
在

と
し

て
の

妖
怪

」
で

あ
る

。
そ

し
て

、
妖

怪
の

存
在

が
認

知
さ

れ
、

人
々

の
間

に
一

般
化

さ
れ

る
、

絵
画

や
小

説
な

ど
の

創
作

物
上

に
再

現
さ

れ
、

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

化
し

た
妖

怪
た

ち
が

姿
を
現
す
。
こ
れ
が
③
、
「
造
形
化
さ
れ
た
妖
怪
」
で
あ
る
。

 
 

こ
れ

も
変

化
と

い
え

る
。

現
象

か
ら

存
在

へ
、

存
在

か
ら

造
形

へ
。

確
か

に
妖

怪
は

段
階

を
踏

ん
で

変

化
し
、
私
た
ち
の
世
界
に
そ
の
認
知
を
広
め
、
親
し
ま
れ
て
き
た
の
だ
。
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 怪

異
へ

の
名

付
け

と
妖

怪
と

い
う

存
在

へ
の

変
化

(へ
ん

げ
) 

 
菊

池
に

よ
る

「
『

こ
と

』
・

『
も

の
』

」
や

、
小

松
の

「
現

象
・

存
在

・
造

形
」

で
も

見
て

き
た

よ
う

に
、

人
々

の
想

像
の

産
物

で
あ

る
妖

怪
は

変
化

の
過

程
に

お
い

て
、

性
格

が
付

与
さ

れ
た

り
、

姿
形

を
得

た
り

す
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

初
め

か
ら

「
ぬ

り
か

べ
」

な
ど

、
そ

の
名

前
に

よ
っ

て
何

と
な

く
存

在
が

分
か

る
、

と
い

っ
た

妖
怪

も
数

多
く

い
る

。
つ

ま
り

、
人

が
「

怪
異

」
に

名
を

付
け

る
と

い
う

行
為

に
よ

っ
て

、
妖

怪
が

存
在

と
し

て
認

知
さ

れ
る

こ
と

を
手

助
け

し
、

そ
の

後
、

造
形

化
さ

れ
て

い
く

の
だ

。
で

あ
れ
ば
、
人
の
ど
の
よ
う
な
感
情
や
想
い
に
基
づ
い
て
、
妖
怪
は
名
付
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

 
 

 
聴

覚
の

怪
な

ど
は

そ
も

そ
も

姿
を

持
っ

て
い

な
い

。
山

奥
で

仕
事

を
し

て
い

る
と

、
何

も
な

い
の

に
近

く
で

突
然

、
木

が
切

り
倒

さ
れ

る
大

き
な

音
が

す
る

「
天

狗
倒

し
」

や
、

夜
中

に
あ

る
橋

の
た

も
と

ま
で

く
る

と
、

誰
も

い
な

い
の

に
小

豆
を

研
ぐ

音
が

聞
こ

え
る

「
小

豆
洗

い
」

な
ど

は
、

両
方

と
も

何
も

見
え

な
い

の
に

音
が

す
る

、
と

い
う

、
耳

で
感

じ
た

異
常

な
感

覚
に

「
名

前
」

を
付

け
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
そ

れ
ぞ

れ
天

狗
の

仕
業

と
し

た
り

、
「

小
豆

洗
い

」
と

い
う

名
前

を
持

っ
た

存
在

が
そ

こ
に

い
る

か
の

よ
う

に
擬

人
化

し
た

り
し

て
、

自
分

を
納

得
さ

せ
、

ま
た

他
人

に
も

説
明

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

の
で

あ
る

。

(
小
松
,
2
0
1
2
,
p
.
1
1
2
)
 

 
 

人
間

の
五

感
の

う
ち

、
普

段
の

生
活

で
最

も
頼

る
の

は
視

覚
だ

。
し

か
し

、
そ

れ
を

活
か

せ
な

い
よ

う

な
、

音
の

み
の

怪
奇

現
象

が
起

こ
っ

た
時

、
我

々
は

聴
覚

に
頼

っ
て

そ
の

説
明

を
つ

け
る

し
か

な
く

な
る

。

何
も

い
な

い
の

に
、

不
思

議
な

音
が

聞
こ

え
て

く
る

と
い

う
怪

異
は

、
妖

怪
を

妖
怪

た
ら

し
め

る
条

件
、

「
超

自
然

的
な

も
の

」
の

介
入

と
い

う
も

の
を

十
分

満
た

し
て

い
る

と
い

え
る

だ
ろ

う
。

不
安

に
駆

ら
れ

る
よ

う
な

、
不

思
議

な
現

象
に

対
し

て
、

人
は

理
由

や
説

明
を

つ
け

よ
う

と
す

る
。

「
名

を
つ

け
る

」
と

い
う

行
為

は
、

そ
の

理
由

や
説

明
付

け
の

一
種

だ
。

だ
か

ら
こ

そ
、

深
い

森
の

中
で

ひ
と

り
で

に
倒

さ
れ

る
木

や
、

人
気

の
な

い
場

所
で

聞
こ

え
る

小
豆

を
洗

う
音

に
対

し
て

、
姿

形
を

想
像

し
、

画
に

描
く

な
ど

し
て

、
造

形
化

す
る

必
要

が
あ

っ
た

の
だ

。
「

『
こ

と
』

が
『

も
の

』
に

な
る

こ
と

」
、

「
『

現
象

』
が

『
存

在
』

に
な

る
こ

と
」

、
こ

れ
ら

の
過

程
で

、
怪

異
は

「
天

狗
倒

し
」

や
「

小
豆

洗
い

」
と

い
っ

た
名

前
を
得
て
、
妖
怪
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

 
 

人
間

が
呼

び
出

す
三

つ
の

妖
怪

 

 
妖

怪
は

、
我

々
人

間
の

日
常

生
活

の
常

識
や

秩
序

か
ら

は
み

出
し

た
存

在
で

あ
る

。
し

か
し

、
妖

怪
は

人
間

の
負

の
感

情
を

投
影

し
た

よ
う

な
存

在
が

多
い

。
人

を
食

い
殺

す
牛

鬼
や

女
郎

蜘
蛛

、
恨

み
を

残
し

、

祟
り

を
起

こ
す

七
人

ミ
サ

キ
や

猫
叉

な
ど

、
人

に
仇

な
す

妖
怪

の
本

質
は

悪
と

い
え

る
。

ま
た

、
妖

怪
が

人
間

の
想

像
力

か
ら

生
ま

れ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

妖
怪

は
人

間
が

、
自

身
の

負
の

感
情

を
も

と
に

生
み

出
し

た
も

の
だ

と
い

え
る

。
で

は
、

ど
の

よ
う

な
状

況
や

場
合

に
、

人
間

は
負

の
感

情
を

も
と

に
し

て
、

妖
怪

を
生

み
出

す
の

だ
ろ

う
か

。
こ

こ
で

は
、

小
松

に
よ

る
妖

怪
の

発
生

起
源

の
具

体
例

を
参

考
に

、
三

つ
の
分
類
を
検
討
し
て
み
る
。

 
 

 
子

ど
も

が
危

険
な

場
所

で
泳

ご
う

と
す

る
と

河
童

が
出

る
、

と
い

う
大

人
た

ち
の

戒
め

に
表

さ
れ

る
よ

う
な

「
抑

止
力

」
と

し
て

現
れ

る
妖

怪
が

あ
る

。
大

ま
か

に
分

け
て

時
間

と
場

所
に

関
す

る
制

約
を

犯
す

と
現

れ
る

場
合

が
あ

る
。

(中
略

)日
常

に
起

き
る

理
解

の
で

き
な

い
出

来
事

に
名

前
を

付
け

て
、

説
明

し

き
れ

な
い

ま
で

も
、

そ
う

い
っ

た
超

自
然

的
な

存
在

を
確

認
す

る
こ

と
で

納
得

し
よ

う
と

し
て

生
み

出
さ

れ
る

妖
怪

。
(中

略
)理

屈
で

は
説

明
し

き
れ

な
い

も
の

の
存

在
を

知
る

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ら
し

い
も

の

を
自

分
の

日
常

生
活

の
な

か
に

発
見

す
る

こ
と

で
広

ま
っ

て
い

く
妖

怪
。

人
々

は
不

合
理

な
混

沌
や

無
秩

序
を

身
近

に
発

見
す

る
こ

と
に

喜
び

を
見

出
し

て
い

る
の

か
も

し
れ

ず
、

あ
る

い
は

そ
れ

が
妖

怪
の

持
つ

魅
力
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
3
4
)
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こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
人

間
が

呼
び

出
す

妖
怪

を
こ

こ
で

は
三

つ
に

分
類

で
き

る
。

人
が

人
、

主
に

親

が
自

分
の

子
に

危
険

性
を

強
調

し
、

危
険

な
行

為
を

抑
止

す
る

た
め

の
理

由
付

け
と

し
て

呼
び

出
さ

れ
る

「
戒

め
の

た
め

の
妖

怪
」

。
人

知
を

超
え

た
理

解
で

き
な

い
出

来
事

を
説

明
し

て
納

得
す

る
た

め
に

呼
び

出
さ

れ
る

「
納

得
の

た
め

の
妖

怪
」

。
そ

し
て

、
理

屈
で

は
説

明
で

き
な

い
モ

ノ
、

コ
ト

を
発

見
し

た
際

に
呼

び
出

さ
れ

る
「

発
見

さ
れ

る
妖

怪
」

、
こ

れ
ら

が
人

前
に

現
れ

る
妖

怪
だ

と
い

え
よ

う
。

人
々

は
三

つ
の

点
で

生
活

上
に

妖
怪

を
必

要
と

し
、

特
に

負
の

感
情

か
ら

生
ま

れ
た

悪
し

き
妖

怪
は

主
に

自
然

や
祟

り
の
恐
ろ
し
さ
を
示
す
「
戒
め
」
の
意
味
を
持
っ
て
、
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。

 
 

Ⅲ
章

の
ま

と
め

 

 
こ

の
Ⅲ

章
で

取
り

扱
っ

た
テ

ー
マ

は
「

妖
怪

の
分

類
か

ら
見

え
る

妖
怪

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
だ

。
と

り

わ
け

、
菊

池
の

「
『

こ
と

』
『

も
の

』
分

類
」

と
、

小
松

の
「

『
現

象
』

『
存

在
』

『
造

形
化

』
分

類
」

に
よ

っ
て

、
妖

怪
が

そ
の

発
生

か
ら

人
々

に
浸

透
す

る
過

程
で

、
変

化
(へ

ん
げ

)し
て

い
る

こ
と

が
わ

か

っ
た

。
「

こ
と

」
と

し
て

の
妖

怪
が

「
も

の
」

と
し

て
の

妖
怪

に
変

化
し

、
不

可
思

議
な

現
象

に
過

ぎ
な

か
っ

た
も

の
が

妖
怪

と
い

う
存

在
に

な
っ

た
。

更
に

、
そ

れ
が

画
や

物
語

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
様

々
な

媒
体

で
造

形
化

さ
れ

て
き

た
の

だ
。

つ
ま

り
、

妖
怪

と
い

う
存

在
は

人
々

が
文

化
を

形
成

す
る

中
で

形
作

ら
れ

て
き

た
の

だ
。

例
え

ば
、

何
も

無
い

と
こ

ろ
で

急
に

つ
む

じ
風

が
吹

き
、

腕
が

切
れ

て
い

た
と

い
う

不
可

思
議

な
現

象
が

起
こ

る
。

次
に

、
そ

の
現

象
が

「
か

ま
い

た
ち

」
と

名
付

け
ら

れ
た

妖
怪

と
な

り
、

存
在

と
な

る
。

そ
し

て
造

形
化

、
こ

こ
で

妖
怪

「
か

ま
い

た
ち

」
は

様
々

な
形

で
表

現
さ

れ
て

い
く

。
昔

な
ら

絵
や

物
語

な
ど

で
現

代
な

ら
ば

漫
画

や
ア

ニ
メ

、
ゲ

ー
ム

な
ど

様
々

な
媒

体
で

分
化

さ
れ

て
い

く
の

だ
。

極
端

な
例

で
は

擬
人

化
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

妖
怪

の
文

化
は

そ
の

造
形

化
さ

れ
た

存
在

の
分

化
に

よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
の
だ
。

 
 

さ
て

、
Ⅳ

章
の

テ
ー

マ
は

、
「

妖
怪

の
分

類
か

ら
見

え
る

妖
怪

の
変

化
(へ

ん
げ

)」
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に
も
触
れ
て
き
た
漫
画
や
ア
ニ
メ
な
ど
の
空
想
世
界
に
登
場
す
る
妖
怪
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
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 Ⅳ

章
 

現
在

の
妖

怪
文

化
と

そ
の

周
縁

 

  
メ

デ
ィ

ア
と

は
新

聞
や

テ
レ

ビ
な

ど
の

情
報

伝
達

と
媒

介
す

る
手

段
・

媒
体

の
こ

と
で

あ
る

。
そ

こ
か

ら
一

つ
の

概
念

が
伝

播
し

て
い

く
様

を
メ

デ
ィ

ア
化

と
定

義
づ

け
ら

れ
る

。
妖

怪
も

メ
デ

ィ
ア

化
し

て
き

た
文

化
の

一
つ

だ
。

妖
怪

画
や

小
説

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
、

妖
怪

の
活

躍
場

所
は

非
常

に
多

岐
に

及
ぶ

。

Ⅲ
章

で
も

述
べ

た
い

わ
ゆ

る
「

造
形

化
さ

れ
た

妖
怪

」
だ

。
古

く
か

ら
な

ら
、

画
や

物
語

、
歌

舞
伎

な
ど

、

現
在

な
ら

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

に
登

場
す

る
妖

怪
た

ち
が

挙
げ

ら
れ

る
。

最
近

人
気

の
作

品
で

言
え

ば
、

週
刊

少
年

ジ
ャ

ン
プ

で
連

載
さ

れ
て

い
た

『
鬼

滅
の

刃
』

も
挙

げ
ら

れ
る

。
こ

の
作

品
に

は
人

を
喰

ら
う

異
形

の
存

在
「

鬼
」

が
登

場
し

、
作

中
の

人
々

に
恐

怖
さ

れ
る

者
と

し
て

存
在

し
て

い
る

か
ら

だ
。

こ
れ

ら
の
作
品
の
人
気
を
見
る
に
妖
怪
は
押
し
も
押
さ
れ
な
い
一
大
文
化
の
一
つ
、
人
間
の
娯
楽
と
い
え
る
。

 
 

で
は

、
な

ぜ
妖

怪
は

メ
デ

ィ
ア

化
さ

れ
て

き
た

の
か

、
そ

れ
を

支
え

た
妖

怪
の

魅
力

と
は

何
か

。
第

一

節
の

「
人

間
の

娯
楽

と
な

っ
た

妖
怪

」
で

は
、

本
来

は
恐

ろ
し

い
存

在
で

あ
っ

た
は

ず
の

妖
怪

が
な

ぜ
、

人
間

の
娯

楽
と

な
り

、
様

々
な

メ
デ

ィ
ア

の
中

で
楽

し
ま

れ
て

き
た

の
か

を
検

討
す

る
。

次
に

第
二

節
の

「
メ

デ
ィ

ア
の

発
達

と
妖

怪
」

で
は

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

発
達

が
い

わ
ゆ

る
「

妖
怪

文
化

」
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

与
え

、
発

展
さ

せ
て

き
た

の
か

に
つ

い
て

述
べ

る
。

第
三

節
、

四
節

、
五

節
で

は
妖

怪
と

同
じ

く
、
人
間
の
想
像
を
ル
ー
ツ
と
す
る
幽
霊
や
怪
獣
と
い
っ
た
周
縁
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

 
 

人
間

の
娯

楽
と

な
っ

た
妖

怪
 

 
物

語
や

妖
怪

画
、

歌
舞

伎
な

ど
、

妖
怪

は
江

戸
時

代
か

ら
人

間
の

娯
楽

と
し

て
多

く
描

か
れ

て
き

た
。

そ
れ

は
、

妖
怪

を
取

り
扱

っ
た

漫
画

・
ア

ニ
メ

作
品

が
数

多
く

あ
る

現
代

で
も

同
様

だ
。

し
か

し
本

稿
の

Ⅱ
章

で
は

、
妖

怪
の

本
質

は
悪

で
あ

り
、

人
間

に
害

を
な

す
と

さ
れ

て
き

た
妖

怪
が

多
か

っ
た

こ
と

に
つ

い
て

述
べ

た
。

そ
の

よ
う

な
存

在
が

な
ぜ

、
人

間
の

娯
楽

作
品

に
数

多
く

登
場

す
る

に
至

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

  
 

時
代

が
下

っ
て

江
戸

時
代

に
な

る
と

、
妖

怪
た

ち
は

恐
ろ

し
さ

の
な

か
に

も
お

か
し

み
を

持
つ

よ
う

に

な
り

、
百

物
語

(怪
異

を
呼

び
出

す
と

さ
れ

た
方

法
。

一
人

一
人
が

怪
談

を
言

い
合

い
、

百
話

ま
で

語
る

と

怪
異

が
起

こ
る

と
さ

れ
た

。
)は

庶
民

の
遊

び
と

な
る

に
至

っ
た

。
妖

怪
が

庶
民

の
娯

楽
と

な
っ

た
原

因
と

し
て

は
、

江
戸

前
期

か
ら

始
ま

る
数

多
く

の
怪

談
集

の
流

行
が

、
そ

の
道

筋
を

決
定

づ
け

た
と

い
え

よ
う

。

妖
怪

た
ち

は
怪

談
集

の
な

か
で

正
体

を
暴

か
れ

、
あ

る
い

は
ど

う
す

れ
ば

難
を

逃
れ

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
描

か
れ

、
は

て
は

人
間

に
宝

物
を

与
え

て
し

ま
う

物
ま

で
出

て
く

る
よ

う
に

な
っ

た
。

(中
略

)妖
怪

の

正
体

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が

、
妖

怪
を

恐
ろ

し
く

な
い

も
の

に
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る

の
な

ら
ば

、
妖

怪
図
鑑
の
類
は
そ
れ
の
駄
目
を
押
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
(
小
松
,
2
0
1
2
,
p
.
6
5
)
 

 
 

妖
怪

は
古

来
よ

り
、

人
々

に
と

っ
て

恐
ろ

し
い

存
在

だ
っ

た
。

し
か

し
人

々
も

何
も

対
抗

し
な

か
っ

た

わ
け

で
は

な
い

。
妖

怪
た

ち
の

弱
点

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
殺

せ
る

か
、

恐
ろ

し
い

存
在

で
あ

る
妖

怪
の

正
体

は
何

か
。

そ
う

い
っ

た
事

を
暴

く
こ

と
に

躍
起

に
な

っ
た

。
ま

た
、

そ
の

よ
う

な
「

怪
異

の
説

明
で

あ
る

妖
怪

、
そ

の
弱

点
や

正
体

の
説

明
」

と
い

う
行

為
は

、
当

時
の

人
々

に
と

っ
て

は
一

種
の

楽
し

み
だ

っ
た

。
そ

の
結

果
江

戸
時

代
に

は
、

妖
怪

図
鑑

や
怪

談
集

と
い

っ
た

、
妖

怪
に

関
す

る
本

が
多

数
出

版
さ

れ
、

そ
こ

に
妖

怪
の

正
体

、
弱

点
な

ど
を

想
像

し
記

載
し

た
。

妖
怪

は
、

そ
れ

以
前

の
イ

メ
ー

ジ
ほ

ど
強

大
な

存
在

で
は

な
く

な
り

、
同

時
に

、
弱

く
な

っ
た

妖
怪

た
ち

へ
の

お
か

し
み

の
感

情
、

ま
た

面
白

お
か

し
い

存
在

と
な

っ
た

妖
怪

の
魅

力
が

生
ま

れ
た

の
だ

。
こ

の
よ

う
に

し
て

、
妖

怪
た

ち
に

親
し

み
を

持
っ

た
人

々
は

彼
ら

の
姿

を
絵

に
描

い
た

り
、

物
語

や
歌

舞
伎

上
に

登
場

さ
せ

た
の

だ
ろ

う
。

そ
し

て
、

妖
怪

は
人

々
の

娯
楽

文
化

の
一

つ
と

な
り

、
そ

の
文

化
は

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

媒
体

を
変

え
つ

つ
、

現
代

に
も
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 強

く
根

付
い

て
い

る
の

だ
。

次
の

第
二

節
で

は
、

そ
ん

な
メ

デ
ィ

ア
と

妖
怪

の
関

係
に

つ
い

て
詳

し
く

掘

り
下
げ
る
。

 
 

メ
デ

ィ
ア

の
発

達
と

妖
怪

 

 
妖

怪
の

メ
デ

ィ
ア

化
は

妖
怪

の
活

躍
の

場
を

ど
ん

ど
ん

増
や

し
て

い
る

。
妖

怪
と

い
う

文
化

が
作

中
に

登
場

す
る

媒
体

と
な

る
も

の
が

多
く

、
ま

た
、

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

も
こ

ぞ
っ

て
怪

奇
現

象
や

心
霊

現
象

な
ど

を
取

り
上

げ
る

こ
と

が
あ

る
か

ら
だ

。
こ

こ
で

は
、

妖
怪

と
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

間
に

ど
の

よ
う

な
関

係
が

あ
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
妖
怪
に
促
し
た
も
の
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

 
「

メ
デ

ィ
ア

」
を

こ
こ

で
は

「
媒

体
」

と
し

て
理

解
し

て
お

く
。

妖
怪

の
言

い
伝

え
も

絵
画

も
み

な
、

口
コ

ミ
や

書
物

な
ど

の
媒

体
に

の
っ

て
伝

播
・

伝
承

さ
れ

る
。

(中
略

)妖
怪

文
化

の
面

で
新

た
な

造
形

化
・

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

化
を

促
し

て
い

る
の

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
人

面
犬

や
学

校
の

怪
談

、
最

近
の

都
市

伝
説

ブ
ー

ム
な

ど
現

代
の

伝
承

に
も

作
用

し
て

い
る

。
妖

怪
や

怪
談

が
さ

か
ん

に
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
で

取
り

沙
汰

さ
れ

る
現

在
、

妖
怪

へ
の

影
響

関
係

は
、

今
後

の
研

究
者

が
注

意
し

て
い

か
ね

ば
な

ら
な

い
研

究
課

題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
2
1
6
)
 

 
 

メ
デ

ィ
ア

社
会

な
ら

で
は

の
妖

怪
概

念
が

発
生

し
て

い
る

だ
け

で
は

な
く

、
漫

画
や

ア
ニ

メ
、

映
画

な

ど
を

含
め

、
「

妖
怪

文
化

」
は

現
代

メ
デ

ィ
ア

の
中

で
も

ま
す

ま
す

健
在

な
存

在
だ

。
肝

心
の

妖
怪

の
質

が
落

ち
込

ん
で

い
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
持

論
に

は
ひ

と
ま

ず
目

を
つ

む
り

、
現

代
の

妖
怪

、
口

裂
け

女
や

人
面

県
、

ト
イ

レ
の

花
子

さ
ん

な
ど

は
地

域
を

超
え

て
全

国
に

出
現

し
た

。
ひ

と
え

に
妖

怪
が

メ
デ

ィ
ア

化
し

た
こ

と
に

よ
る

影
響

の
大

き
さ

だ
ろ

う
。

テ
レ

ビ
や

雑
誌

な
ど

の
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
が

妖
怪

の
噂

に
関

わ
る

よ
う

に
な

っ
て

か
ら

、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
の

発
信

力
と

「
妖

怪
文

化
」

の
発

展
が

合
わ

さ
り

、
妖

怪
の

人
間

へ
の

影
響

力
に

は
目

を
見

張
る

も
の

が
あ

る
。

続
き

の
第

三
節

、
第

四
節

、
第

五
節

で
は

そ
の

妖
怪

文
化

が
多

岐
に

わ
た

っ
て

様
々

な
メ

デ
ィ

ア
で

取
り

沙
汰

さ
れ

、
発

展
し

、
成

長
し

て
き

た
こ

と
に

つ
い
て
述
べ
る
。

 
 

妖
怪

と
幽

霊
は

ど
う

違
う

の
か

 

 
妖

怪
と

幽
霊

の
違

い
、

こ
れ

は
妖

怪
研

究
の

中
で

も
か

な
り

難
解

な
問

題
だ

。
明

治
時

代
の

仏
教

哲
学

者
、

井
上

円
了

は
、

妖
怪

を
「

不
思

議
」

と
し

、
幽

霊
を

そ
の

中
に

含
め

た
。

ま
た

、
昭

和
初

期
の

民
俗

学
者

で
あ

る
柳

田
國

男
は

、
出

現
す

る
場

所
、

相
手

、
時

の
三

つ
の

観
点

か
ら

妖
怪

と
幽

霊
を

区
別

し
た

。

が
、

現
在

で
は

こ
の

二
つ

の
考

え
は

否
定

さ
れ

て
い

る
。

こ
こ

で
は

、
小

松
と

諏
訪

の
見

解
を

引
用

す
る

。
 

 
 

19
83

(昭
和

58
)年

、
『
魔
と
妖
怪
』
で
小
松
和
彦
は
「
祀
ら
れ
て
い
る
超
自
然
的
存
在
」
を
妖
怪
と
し
、

怨
霊
・
御
霊
と
と
も
に
死
霊
の
一
種
の
幽
霊
を
妖
怪
に
含
め
た
。
一
方
。

19
88

(昭
和

63
)年

の
『
日
本
の

妖
怪

』
で

諏
訪

春
雄

は
「

幽
霊

は
人

が
死

後
に

人
の

属
性

を
備

え
て

出
現

す
る

も
の

」
、

妖
怪

を
「

人
ま

た
は

人
以

外
の

も
の

が
人

以
外

の
形

で
出

現
す

る
も

の
」

と
区

分
し

た
。

そ
の

後
、

小
松

は
妖

怪
を

「
あ

や
し
い
現
象
や
存
在
」
と
拡
大
し
、
や
は
り
幽
霊
を
包
含
す
る
。
(
小
松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
6
)
 

 
 

妖
怪

と
幽

霊
、

こ
の

二
つ

を
正

し
く

定
義

し
、

区
別

す
る

の
は

難
し

い
。

だ
か

ら
こ

そ
、

研
究

す
る

人

物
が

数
多

く
、

様
々

な
見

解
が

生
ま

れ
る

。
私

は
、

幽
霊

も
ま

た
妖

怪
の

一
つ

で
あ

る
と

考
え

る
。

最
初

に
起

こ
っ

た
現

象
が

造
形

化
さ

れ
て

き
た

と
い

う
点

で
は

妖
怪

も
幽

霊
も

同
様

だ
か

ら
で

あ
る

。
次

の
第

四
節

、
「

妖
怪

と
怪

獣
は

ど
う

違
う

の
か

」
で

は
、

妖
怪

と
怪

獣
の

違
い

に
つ

い
て

科
学

的
根

拠
の

観
点

か
ら
述
べ
る
。
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 妖

怪
と

怪
獣

は
ど

う
違

う
の

か
 

人
間

の
想

像
か

ら
誕

生
し

た
存

在
で

あ
り

、
不

思
議

な
力

を
持

っ
て

お
り

、
造

形
化

さ
れ

て
私

た
ち

の

前
に

姿
を

見
せ

る
。

妖
怪

と
怪

獣
に

は
、

様
々

な
共

通
点

が
あ

る
。

こ
の

点
、

妖
怪

と
幽

霊
の

関
係

に
似

た
も

の
が

あ
る

。
妖

怪
と

怪
獣

の
違

い
は

、
ど

こ
に

あ
る

の
か

。
参

考
文

献
の

中
に

、
そ

れ
を

簡
潔

に
解

説
し

て
い

る
箇

所
が

あ
っ

た
の

で
、

そ
れ

を
抜

粋
す

る
。

 
 

 
怪

獣
と

妖
怪

は
、

基
本

的
に

想
像

力
の

産
物

で
、

人
間

世
界

と
対

立
的

に
設

定
さ

れ
た

超
自

然
的

存
在

で
あ

る
。

た
だ

し
、

現
在

の
通

年
で

は
、

両
者

は
対

照
的

に
感

じ
ら

れ
よ

う
。

(中
略

)現
代
文
明
の
対
立

者
た

る
役

割
を

鮮
明

に
し

、
そ

の
対

峙
す

る
物

に
見

合
っ

た
姿

や
能

力
が

求
め

ら
れ

、
い

わ
ば

妖
怪

の
属

性
を

文
明

的
・

科
学

的
に

リ
フ

ァ
イ

ン
し

た
の

が
、

今
の

怪
獣

と
概

観
で

き
よ

う
。

(
小

松
,
2
0
0
9
,
p
.
1
8
) 

 
 

「
ゴ

ジ
ラ

」
(
図

5
)
が

吐
く

炎
は

、
海

中
で

の
生

活
で

体
に

貯
め

ら
れ

た
放

射
能

で
あ

る
、

と
い

う
設

定
が

あ
る

。
特

撮
上

の
世

界

と
は

い
え

、
い

や
特

撮
上

の
世

界
で

あ
る

か
ら

こ
そ

、
一

応
の

科

学
的

(か
の

よ
う

な
)根

拠
が

設
け

ら
れ

て
い

る
の

だ
。

こ
の

点
は

、

ど
れ

だ
け

人
知

を
超

え
た

怪
異

を
起

こ
し

て
も

、
そ

れ
を

起
こ

せ

る
理

由
に

は
全

く
触

れ
ら

れ
な

い
妖

怪
と

は
異

な
る

。
他

の
著

名

な
怪

獣
、

「
ガ

メ
ラ

」
や

「
モ

ス
ラ

」
、

「
キ

ン
グ

ギ
ド

ラ
」

も

同
様

だ
。

巨
大

な
火

炎
を

吐
き

、
糸

を
吐

き
、

電
気

を
吐

く
。

そ

れ
ら

は
非

科
学

的
で

あ
っ

て
も

、
科

学
的

な
雰

囲
気

を
ま

と
っ

た

根
拠

に
よ

っ
て

作
中

で
設

定
づ

け
ら

れ
、

説
明

さ
れ

る
。

し
か

し
、

先
に

述
べ

た
と

お
り

、
妖

怪
が

起
こ

す
怪

奇
現

象
に

科
学

的

根
拠

に
よ

る
説

明
は

な
い

。
い

や
、

科
学

的
根

拠
が

あ
る

現
象

は

そ
の

時
点

で
妖

怪
と

は
認

め
ら

れ
な

く
な

る
。

な
ぜ

な
ら

、
妖

怪

は
「

超
自

然
的

な
も

の
」

の
介

入
に

よ
る

存
在

で
あ

り
、

昔
の

人
々

が
不

可
思

議
な

現
象

へ
の

理
由

を
求

め
た

結
果

で
も

あ
る

が
、

怪
獣

は
科

学
の

知
見

が
進

ん
だ

現
代

だ
か

ら
こ

そ
、

そ
の

科

学
を

拡
大

解
釈

し
た

存
在

と
い

え
る

の
だ

。
 

 
ア

ン
パ

ン
マ

ン
は

妖
怪

な
の

か
 

 
や

な
せ

た
か

し
に

よ
る

『
ア

ン
パ

ン
マ

ン
』

は
、

お
腹

を
す

か
せ

た
人

々
に

自
分

の
顔

(あ
ん

ぱ
ん

)を
分

け
与

え
る

慈
善

心

に
あ

ふ
れ

た
正

義
の

ヒ
ー

ロ
ー

で
あ

る
。

だ
が

、
今

回
の

研
究

で
使

用
す

る
参

考
文

献
の

一
つ

に
、

あ
る

一
節

を
見

つ
け

た
。

兵
庫

県
立

歴
史

博
物

館
学

芸
員

の
香

川
は

、
彼

の
実

体
験

を
も

と
に

「
ア

ン
パ

ン
マ

ン
も

ま
た

化
け

物
で

あ
り

、
怪

談
の

語
り

口
で

あ
る

」
と

語
っ

た
。

 
 

段
階

を
踏

ん
で

ラ
ス

ト
の

「
首

な
し

の
化

け
物

」
(
図

6
)
の

恐
怖

へ
と

ス
ト

ー
リ

ー
が

進
行

す
る

、
や

な
せ

た
か

し
が

描
く

『
あ

ん
ぱ

ん
ま

ん
』

は
、

香
川

に
と

っ
て

は
恐

怖
の

対
象

だ
っ

た
。

原
作

『
あ

ん
ぱ

ん
ま

ん
』

は
自

分
の

頭
を

す
べ

て
食

べ
さ

せ
る

描
写

が
含

ま
れ

て
お

り
、

現
在

の
ア

ニ
メ

で
描

か
れ

る
「

一
部

を
分

け
与

え
る

」

程
度

の
も

の
で

は
な

い
。

小
さ

い
子

供
た

ち
な

ら
、

そ
れ

を
怖

が
る

子
も

少
な

く
な

か
っ

た
だ

ろ
う

。
少

し
視

点
を

変
え

る
と

、
ま

ご
う

こ
と

な
き

正
義

の
ヒ

ー
ロ

ー
の

特
徴

も
、

「
恐

怖
」

へ
の

入
り

口
に

な
り

図
5 

ゴ
ジ

ラ
 

(「
シ

ン
・

ゴ
ジ

ラ
」

公
式

サ
イ

ト
,オ

ン
ラ

イ
ン

) 

図
6
 
首

な
し
の

 
あ

ん
ぱ

ん
ま

ん
 

(
や

な
せ

た
か

し
,
1
9
7
3
) 
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 か

ね
な

い
。

人
間

、
特

に
子

供
の

不
安

と
恐

怖
心

を
あ

お
っ

て
い

る
と

も
い

え
る

。
正

義
の

ヒ
ー

ロ
ー

、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
妖
怪
の
一
種
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

Ⅳ
章

の
ま

と
め

 

 
こ

の
Ⅳ

章
で

は
、

様
々

な
場

所
で

メ
デ

ィ
ア

化
さ

れ
、

い
わ

ゆ
る

「
妖

怪
文

化
」

が
発

展
し

て
き

た
こ

と
に

つ
い

て
ま

と
め

た
。

造
形

化
さ

れ
た

妖
怪

が
発

生
し

、
様

々
な

形
で

表
現

さ
れ

る
媒

体
は

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

の
発

達
の

お
か

げ
で

非
常

に
多

岐
に

及
ぶ

も
の

に
な

っ
て

お
り

、
そ

れ
は

妖
怪

文
化

を
未

来
に

受
け

継
い

で
い

く
こ

と
に

と
っ

て
、

喜
ば

し
い

こ
と

だ
。

妖
怪

と
い

う
怪

異
は

現
代

で
も

そ
の

存
在

を
ほ

と
ん

ど
の

人
に

信
じ

ら
れ

ず
、

た
だ

の
娯

楽
と

し
て

扱
わ

れ
て

い
る

に
す

ぎ
な

い
の

に
、

わ
ざ

わ
ざ

未
来

に
残

す
べ
き
文
化
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

し
か

し
、

私
は

そ
う

は
思

わ
な

い
。

な
ぜ

な
ら

、
妖

怪
文

化
を

未
来

の
人

々
に

も
知

っ
て

も
ら

う
こ

と

で
「

な
る

ほ
ど

、
自

分
た

ち
の

祖
先

は
こ

う
い

っ
た

存
在

を
想

像
し

、
畏

れ
、

信
仰

し
、

時
代

が
変

わ
っ

て
か

ら
は

娯
楽

の
対

象
と

し
て

も
扱

わ
れ

て
き

た
の

だ
な

」
と

思
っ

て
も

ら
う

だ
け

で
妖

怪
と

い
う

存
在

が
忘

れ
去

ら
れ

る
こ

と
は

な
い

。
ま

た
、

新
し

い
妖

怪
文

化
が

生
み

出
さ

れ
る

か
も

し
れ

な
い

。
そ

れ
を

想
像
す
る
だ
け
で
、
夢
が
広
が
る
と
い
う
も
の
だ
。
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 取

材
を

終
え

て
 

 
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
が

終
わ

っ
て

す
ぐ

、
「

こ
こ

ま
で

来
て

く
れ

た
の

に
、

手
ぶ

ら
で

は
悪

い
か

ら
」

と
、

妖
怪

画
が

描
か

れ
た

フ
ァ

イ
ル

と
読

ん
だ

こ
と

が
な

か
っ

た
ご

著
書

を
一

冊
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

い
た

だ
い

た
。

と
て

も
嬉

し
か

っ
た

。
お

礼
を

言
っ

た
後

、
卒

業
論

文
が

完
成

し
た

ら
そ

ち
ら

に
送

っ
て

も
よ

い
で

す
か

、
と

聞
く

と
快

く
許

し
て

く
だ

さ
っ

た
。

そ
し

て
先

生

は
午
後
の
予
定
の
た
め
に
す
ぐ
に
別
室
に
向
か
わ
れ
た
。

 
 

私
は

、
研

究
員

の
方

に
も

お
礼

を
言

い
、

国
際

日
本

文
化

研
究

セ
ン

タ
ー

か
ら

帰
っ

た
。

行
き

と
同

じ

道
を

通
り

、
最

寄
り

の
バ

ス
停

か
ら

桂
駅

に
向

か
っ

て
い

た
道

中
、

私
は

思
い

出
し

た
。

論
文

に
掲

載
す

る
た

め
に

先
生

と
の

記
念

写
真

を
撮

る
と

い
う

、
か

な
り

重
要

な
こ

と
を

忘
れ

て
い

た
こ

と
に

。

思
わ
ず
、
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
。
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

 
 

そ
ん

な
失

敗
も

あ
っ

た
が

、
こ

の
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
を

基
に

質
の

高
い

卒
業

論
文

作
り

を
頑

張
り

た

い
と

い
う

気
持

ち
が

変
わ

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。
自

分
の

論
文

テ
ー

マ
に

つ
い

て
深

く
、

ま
だ

ま
だ

知
ら

な
か

っ
た

こ
と

を
聞

け
て

、
と

て
も

貴
重

な
体

験
だ

っ
た

。
卒

業
論

文
制

作
へ

の
意

欲
は

否
が

応
で

も
高

ま
り

、
研

究
を

進
め

る
糧

に
な

る
と

て
も

貴
重

な
経

験
で

も
あ

り
、

そ
の

後
完

成
し

た
論

文
を

先
生

宛
に

送
付

し
た

際
に

は
お

褒
め

の
言

葉
を

頂
け

た
。

こ
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

に
は

、
感

謝
し

て
も

し
き

れ
な
い
。
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 終

章
 

「
妖

怪
」

が
な

ぜ
人

々
の

興
味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

 

  
最

後
に

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
の

結
論

を
、

各
章

の
研

究
で

分
か

っ
た

事
柄

を
振

り
返

り
な

が
ら

ま
と

め
る

。
そ

し
て

、
そ

れ
ら

を
踏

ま
え

つ
つ

、
こ

の
論

文
の

結
論

を
述
べ
、
終
章
と
す
る
。
 

第
Ⅰ

章
「

妖
怪

と
は

何
か

」
で

は
、

妖
怪

の
基

本
的

な
定

義
や

歴
史

、
妖

怪
学

と
い

う
学

問
が

生
ま

れ

た
い

き
さ

つ
に

つ
い

て
述

べ
、

妖
怪

は
人

間
の

想
像

力
、

ひ
い

て
は

負
の

感
情

か
ら

生
ま

れ
た

概
念

で
あ

り
、
大
昔
か
ら
人
間
に
忌
み
嫌
わ
れ
て
き
た
悪
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
 

第
Ⅱ

章
「

妖
怪

は
善

か
悪

か
」

で
は

、
妖

怪
の

本
質

に
つ

い
て

ま
と

め
た

。
妖

怪
は

基
本

的
に

人
間

に

害
を

な
す

と
さ

れ
、

悪
の

存
在

と
し

て
描

か
れ

て
き

た
。

し
か

し
、

江
戸

時
代

後
期

に
描

か
れ

た
ひ

ょ
う

き
ん

な
「

狸
」

な
ど

の
例

を
見

る
に

、
悪

的
な

存
在

で
あ

る
妖

怪
の

本
質

が
変

化
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
当

時
の

人
々

の
妖

怪
へ

の
認

識
が

科
学

の
普

及
に

よ
り

現
代

に
近

づ
き

、
妖

怪
へ

の
「

畏
れ

」
が

薄
ま

っ
て

き
た

の
だ

。
妖

怪
の

弱
点

な
ど

を
考

え
た

写
本

が
人

々
の

間
で

楽
し

ま
れ

る
な

ど
、

人
々

の
妖

怪
観

が
変

化
し

、
同

時
に

妖
怪

自
身

が
畏

れ
ら

れ
る

対
象

か
ら

ひ
ょ

う
き

ん
な

存
在

へ
と

変
化

(
へ

ん
げ

)

し
て
き
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
 

 
第

Ⅲ
章

「
妖

怪
の

分
類

か
ら

見
え

る
妖

怪
の

変
化

(
へ

ん
げ

)
」

で
は

、
妖

怪
の

様
々

な
分

類
方

法
を

二

人
の

研
究

者
の

分
類

方
法

を
参

考
に

し
て

、
妖

怪
が

そ
の

発
生

か
ら

人
々

に
浸

透
す

る
過

程
を

検
討

し
た

。

菊
池

の
「

『
こ

と
』

『
も

の
』

分
類

」
と

、
小

松
の

「
『

現
象

』
『

存
在

』
『

造
形

化
』

分
類

」
に

よ
っ

て
、

妖
怪

に
対

す
る

人
々

の
認

知
が

変
化

し
て

い
る

こ
と

が
わ

か
っ

た
。

不
可

思
議

な
現

象
が

妖
怪

と
い

う
存
在
に
な
り
、
造
形
化
さ
れ
る
こ
と
で
妖
怪
は
変
化
(
へ
ん
げ
)
し
て
き
た
の
だ
。
 

 
第

Ⅳ
章

「
現

在
の

妖
怪

文
化

と
そ

の
周

縁
」

で
は

、
忌

み
嫌

わ
れ

て
き

た
妖

怪
た

ち
が

江
戸

時
代

後
期

か
ら

は
絵

画
や

物
語

で
、

面
白

お
か

し
く

描
か

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

こ
と

を
述

べ
た

。
更

に
、

現
代

で
は

漫
画

や
ア

ニ
メ

な
ど

様
々

な
場

所
で

取
り

扱
わ

れ
て

き
て

お
り

、
そ

の
多

く
が

人
間

の
友

達
や

仲
間

と
し

て
描

か
れ

て
い

る
こ

と
を

述
べ

た
。

こ
の

よ
う

に
し

て
、

時
代

を
経

て
メ

デ
ィ

ア
化

を
通

じ
て

妖
怪

た
ち

が
変

化
(
へ

ん
げ

)
し

て
き

た
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
「

妖
怪

文
化

」
は

時
代

と
と

も
に

変
化

し
て

き
た

の
だ
。
 

 
第

Ⅴ
章

「
国

際
日

本
文

化
研

究
セ

ン
タ

ー
を

訪
れ

る
：

怪
異

の
世

界
」

で
は

、
現

代
妖

怪
学

研
究

の
権

威
、

先
生
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
 

 
の

話
か

ら
は

、
妖

怪
の

本
質

が
悪

的
な

存
在

で
あ

る
こ

と
や

、
そ

れ
ゆ

え
に

信
仰

の
対

象
と

な
っ

て
お

ら
ず

、
神

と
は

本
質

的
に

異
な

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
更

に
、

民
間

信
仰

か
ら

先
生

が
見

た
様

々
な

妖
怪

の
伝

説
や

神
隠

し
の

お
話

な
ど

、
私

が
知

ら
な

か
っ

た
妖

怪
に

つ
い

て
の

様
々

な
情

報
、

そ
し

て
、

今
ま

で
の

先
生

自
ら

行
っ

て
き

た
研

究
方

法
な

ど
を

聞
く

こ
と

が
で

き
た

。
ご

多
忙

で
あ

る
方

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

こ
の

よ
う

な
貴

重
な

体
験

が
で

き
た

の
は

、
ま

っ
た

く
、

幸
運

だ
っ

た
。

小
松

先
生
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
 

 

以
上

Ⅰ
～

Ⅴ
章

ま
で

の
考

察
を

踏
ま

え
て

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の

か
」

と
い

う
本

論
文

の
テ

ー
マ

に
対

す
る

結
論

を
述

べ
る

。
結

論
は

「
妖

怪
は

時
代

が
変

わ
る

た
び

に
、

そ
の
時
代
の
人
々
に
受
け
い
れ
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
変
化
(
へ
ん
げ
)
し
て
き
た
か
ら
」
で
あ
る
。
 

人
間

に
害

を
な

す
、

恐
ろ

し
い

異
形

の
存

在
、

人
間

の
恐

怖
心

と
不

安
を

具
現

化
し

た
よ

う
な

も
の

、

そ
れ

が
原

始
の

妖
怪

で
あ

っ
た

。
だ

か
ら

こ
そ

、
鬼

が
人

を
喰

う
、

雪
女

が
人

を
凍

り
つ

か
せ

る
、

と
い

っ
た
伝
説
が
文
献
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
 

 
し

か
し

、
江

戸
時

代
に

は
少

し
、

そ
ん

な
妖

怪
の

印
象

が
変

わ
っ

て
く

る
。

人
間

は
妖

怪
と

い
う

概
念

の
正

体
や

弱
点

を
想

像
し

、
そ

れ
を

載
せ

た
本

を
書

き
、

絵
を

描
い

た
。

そ
れ

に
よ

り
、

人
間

の
妖

怪
へ
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 の

恐
怖

が
薄

れ
、

妖
怪

は
「

人
間

の
娯

楽
」

と
し

て
扱

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

江
戸

と
い

う
近

代

に
科

学
技

術
が

発
展

し
て

き
た

こ
と

も
こ

の
一

因
で

あ
る

。
こ

れ
ら

は
、

時
代

が
変

化
す

る
こ

と
で

妖
怪

が
変

化
(
へ

ん
げ

)
し

て
き

た
典

型
的

な
例

だ
。

人
間

が
躍

起
に

な
っ

て
、

妖
怪

の
正

体
を

暴
こ

う
と

す
る

こ
と
が
そ
の
変
化
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
。
 

 
現

代
は

、
そ

の
傾

向
が

も
っ

と
顕

著
だ

。
漫

画
や

ア
ニ

メ
な

ど
に

登
場

す
る

、
「

人
間

の
味

方
」

と
し

て
描

か
れ

る
妖

怪
。

ま
た

、
い

わ
ゆ

る
都

市
伝

説
に

登
場

す
る

、
公

衆
ト

イ
レ

や
ス

マ
ホ

の
中

か
ら

現
れ

る
現

代
の

要
素

を
持

っ
た

、
現

代
の

妖
怪

。
挙

げ
句

の
果

て
に

は
、

大
衆

受
け

す
る

可
愛

さ
が

詰
め

込
ま

れ
た

妖
怪

も
誕

生
し

て
、

現
代

の
人

々
に

受
け

入
れ

ら
れ

て
い

る
。

敵
役

か
ら

、
人

間
の

仲
間

と
し

て
、

ま
た

、
萌

え
と

し
て

妖
怪

の
印

象
は

変
化

を
続

け
て

い
る

。
時

代
と

と
も

に
、

人
間

が
妖

怪
と

い
う

概
念

に
何

を
求

め
る

か
に

よ
っ

て
、

妖
怪

は
変

化
し

て
き

た
の

だ
。

古
来

は
、

「
敵

役
」

と
し

て
の

妖
怪

が
多

く
、

現
代

は
「

仲
間

」
と

し
て

の
妖

怪
、

「
萌

え
」

と
し

て
の

妖
怪

が
数

多
い

。
人

間
は

時
代

と
と

も
に

変
化

す
る

。
妖

怪
も

同
様

だ
っ

た
の

だ
。

そ
し

て
、

未
来

の
妖

怪
は

ど
の

よ
う

な
姿

で
想

像
さ

れ
、

未
来

の
人

々
に

「
何

」
を

求
め

ら
れ

る
の

か
、

新
し

い
妖

怪
文

化
、

そ
し

て
妖

怪
が

生
ま

れ
る

の
は

す
ぐ

そ
こ

か
も
し
れ
な
い
。
 

 
 

 

 
26

 
 引

用
・

参
考

文
献

一
覧

 

 

【
図
書
】

 

朝
里
樹
(
2
0
1
9
)
『
歴
史
人
物
怪
異
談
事
典
』
幻
冬
舎
 

朝
里
樹
(
2
0
1
9
)
『
日
本
現
代
怪
異
事
典
 
副
読
本
』
笠
間
書
院
 

朝
里
樹
(
2
0
2
0
)
『
世
界
現
代
怪
異
事
典
』
笠
間
書
院
 

飯
倉
義
之
『
怪
異
を
魅
せ
る
』
青
弓
社
 

今
井
秀
和
・
大
道
晴
香
『
怪
異
を
歩
く
』
青
弓
社
 

菊
地
章
太
(
2
0
1
0
)
『
妖
怪
学
講
義
』
講
談
社
 

京
極
夏
彦
・
柳
田
國
男
(
2
0
1
3
)
『
遠
野
物
語

r
e
m
i
x
』
角
川
学
芸
出
版
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
3
)
『
日
本
妖
怪
学
大
全
』
小
学
館
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
9
)
『
図
解
雑
学
 
日
本
の
妖
怪
』
ナ
ツ
メ
社
 
 
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
0
9
)
『
妖
怪
文
化
研
究
の
最
前
線
』
せ
り
か
書
房
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
1
)
『
妖
怪
学
の
基
礎
知
識
』
角
川
学
芸
出
版
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
2
)
『
妖
怪
文
化
入
門
』
角
川
学
芸
出
版
 
 

小
松
和
彦
(
2
0
1
5
)
『
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
妖
怪
入
門
』
幻
冬
舎
 

佐
々
木
高
弘
(
2
0
1
9
)
『
生
命
と
し
て
の
景
観
』
せ
り
か
書
房
 

常
光
徹
(
2
0
0
2
)
『
学
校
の
怪
談
』
角
川
書
店
 

常
光
徹
(
2
0
1
3
)
『
妖
怪
の
通
り
道
』
吉
川
弘
文
館
 

戸
矢
学
(
2
0
1
9
)
『
鬼
と
は
何
か
』
河
出
書
房
新
社
 

支
倉
清
・
伊
藤
時
彦
(
2
0
1
0
)
『
お
稲
荷
様
っ
て
、
神
様
？
仏
様
？
』
菊
池
書
館
 

宮
田
昇
(
2
0
0
1
)
『
都
市
空
間
の
怪
異
』
角
川
書
店
 
 
 
 
 
 
 
 

茂
木
謙
之
介
『
怪
異
と
は
誰
か
』
青
弓
社
 

  【
新
聞
記
事
】
 

竹
内
義
治
(
20
1
6
年

12
月

4
日
)
「
妖
怪
、
人
が
抱
え
る
矛
盾
を
映
す
鏡
 
文
化
人
類
学
者
 
小
松
和
彦
さ
ん
」

『
日
本
経
済
新
聞
』
 

 【
W
e
b
ペ
ー
ジ
】
 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
怪
異
・
妖
怪
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

w
ww
.n
ic
h
ib
un
.a
c.
jp
(
20
19

年
1
1
月

1
3
日
参
照
)
 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

w
w
w
.
n
i
c
h
i
b
u
n
.
a
c
.
j
p
(
2
0
1
9
年

1
1
月

1
3
日
参
照
)
 

成
城
大
学
「
柳
田
國
男
に
つ
い
て
」

h
tt
ps
:/
/w
ww
.s
e
ij
o.
ac
.j
p/
(
20
19

年
1
1
月

13
日

参
照
) 

映
画
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
公
式
サ
イ
ト

s
h
i
n
-
g
o
d
z
i
l
l
a
.j
p
(
2
0
2
0
年

1
0
月

2
日
参
照
)
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 お

わ
り

に
 

  
今

回
、

「
『

妖
怪

』
が

な
ぜ

人
々

の
興

味
の

対
象

と
な

っ
て

き
た

の
か

」
と

い
う

テ
ー

マ
に

取
り

組
ん

だ
の

は
、

私
が

小
学

二
年

生
の

時
に

読
ん

だ
緑

川
聖

司
先

生
著

の
怪

談
集

、
『

色
の

本
』

シ
リ

ー
ズ

が
き

っ
か

け
だ

っ
た

。
当

時
の

私
に

は
挿

絵
が

ほ
と

ん
ど

載
っ

て
い

な
い

本
が

と
て

も
新

鮮
だ

っ
た

こ
と

を
覚

え
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
本

は
衝

撃
的

だ
っ

た
。

淡
々

と
し

た
文

章
で

怖
ろ

し
い

「
何

か
」

が
人

間
を

呪
い

、
憎

し
み

、
殺

す
。

そ
の

「
何

か
」

は
人

間
だ

っ
た

り
、

幽
霊

だ
っ

た
り

、
妖

怪
の

場
合

も
あ

っ
た

。

私
は

、
そ

の
シ

リ
ー

ズ
を

全
巻

読
破

し
、

そ
れ

を
き

っ
か

け
に

幽
霊

の
よ

う
に

、
人

の
姿

を
し

て
い

な
い

異
形
の
存
在
、
「
妖
怪
」
に
魅
了
さ
れ
た
。

 
 
今
回
の
研
究
で
は
、
妖
怪
が
中
学

3
年
生
の
私
に
は
到
底
、
理
解
し
き
れ
る
わ
け
が
な
い
、
底
の
知
れ

な
い

存
在

で
あ

る
こ

と
が

嫌
と

い
う

ほ
ど

わ
か

っ
た

。
妖

怪
と

い
う

、
一

大
文

化
を

研
究

す
る

に
は

、
ま

だ
早

す
ぎ

た
よ

う
な

気
も

す
る

。
こ

の
論

文
も

、
一

応
の

完
成

は
し

た
が

ま
だ

ま
だ

載
せ

る
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

妖
怪

に
つ

い
て

の
情

報
は

た
く

さ
ん

あ
る

の
だ

。
論

文
の

内
容

も
満

足
で

き
る

も
の

で
は

な
い

。

こ
の

論
文

で
、

果
た

し
て

ど
れ

だ
け

の
人

に
妖

怪
研

究
の

面
白

さ
、

奥
深

さ
が

分
か

っ
て

も
ら

え
る

の
か

不
安
も
残
る
。

 
 

し
か

し
、

こ
れ

を
経

験
と

し
て

割
り

切
れ

ば
、

自
分

の
興

味
の

あ
る

研
究

を
心

行
く

ま
で

行
え

た
し

、

先
生

と
の

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

と
い

う
、

超
貴

重
な

体
験

も
で

き
た

。
こ

れ
ら

の
こ

と
を

自
分

の
経

験
値

と
し

て
、

あ
ら

ゆ
る

面
で

人
間

と
し

て
成

長
し

て
い

き
た

い
も

の
だ

。
こ

の
卒

業
論

文
を

尽
力

し
て

書
い

た
こ

と
を

自
分

は
誇

り
に

思
う

。
も

ち
ろ

ん
、

妖
怪

研
究

の
全

て
は

あ
れ

だ
け

で
は

済
ま

な
い

。

ほ
か

に
も

、
文

献
や

資
料

に
し

か
名

前
が

残
っ

て
い

な
い

妖
怪

や
、

設
定

や
名

前
す

ら
な

く
、

た
だ

画
に

し
か

残
っ

て
い

な
い

妖
怪

、
個

人
が

考
え

出
し

た
比

較
的

新
し

い
妖

怪
な

ど
、

西
洋

の
妖

怪
や

悪
魔

な
ど

も
含
め
る
と
、
妖
怪
の
種
類
は
ど
こ
ま
で
多
岐
に
及
ぶ
の
か
、
想
像
す
る
だ
け
で
怖
ろ
し
い
。

 
そ

し
て

、
そ

れ
ら

す
べ

て
を

分
類

す
る

こ
と

は
、

と
て

つ
も

な
く

難
し

い
こ

と
だ

ろ
う

。
ま

た
、

も
し

そ
れ

が
可

能
だ

っ
た

と
し

て
も

、
現

代
に

生
ま

れ
た

妖
怪

た
ち

が
い

る
。

怪
談

や
都

市
伝

説
を

生
み

出
す

妖
怪

た
ち

。
彼

ら
を

含
め

る
と

、
名

前
が

つ
い

て
い

る
妖

怪
の

総
数

は
い

く
つ

に
な

る
か

、
途

方
も

な
く

、

き
り

が
な

い
。

そ
も

そ
も

、
人

間
の

想
像

力
は

無
限

大
だ

。
少

な
く

と
も

、
人

類
の

滅
亡

ま
で

は
、

妖
怪

は
私

た
ち

の
心

の
中

に
居

続
け

る
だ

ろ
う

。
…

と
い

う
こ

と
は

、
妖

怪
の

数
は

無
限

大
な

の
か

。
研

究
す

れ
ば

す
る

ほ
ど

、
新

し
い

情
報

に
押

し
つ

ぶ
さ

れ
そ

う
に

な
っ

て
い

く
。

だ
が

、
そ

れ
が

私
に

は
楽

し
い

。
 

妖
怪

と
い

う
存

在
は

調
べ

れ
ば

調
べ

る
ほ

ど
、

本
を

読
め

ば
読

む
ほ

ど
、

知
ら

な
か

っ
た

こ
と

が
増

え

て
い

く
。

妖
怪

は
人

間
の

負
の

感
情

の
投

影
で

あ
り

、
人

間
が

妬
み

や
嫉

み
、

憎
し

み
な

ど
の

い
わ

ゆ
る

負
の

感
情

を
持

つ
と

同
時

に
誕

生
し

、
人

間
が

そ
の

よ
う

な
感

情
を

持
つ

限
り

、
た

と
え

人
間

が
畏

敬
の

念
を

忘
れ

て
も

、
新

し
い

者
が

絶
え

な
い

こ
と

は
な

い
、

妖
怪

は
そ

の
よ

う
な

存
在

だ
。

生
命

力
に

満
ち

満
ち

て
い

る
。

概
念

上
の

存
在

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

。
ま

っ
た

く
、

不
思

議
な

存
在

だ
。

だ
か

ら
こ

そ
、
研
究
す
る
人
々
も
絶
え
な
い
。
彼
ら
の
熱
意
が
あ
る
限
り
、
妖
怪
研
究
が
風
化
す
る
こ
と
も
な
い
。

 
 

こ
の

論
文

を
読

ん
だ

人
の

中
に

、
少

し
で

も
「

妖
怪

研
究

」
に

つ
い

て
興

味
が

生
ま

れ
た

人
が

い
れ

ば
、

幸
い
だ
。

 
 

最
後

に
な

っ
た

が
、

本
論

文
を

執
筆

す
る

に
あ

た
り

、
取

材
を

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

和
彦

先
生

に

多
大

な
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

先
生

へ
の

取
材

と
参

考
文

献
が

な
け

れ
ば

、
こ

の
論

文
は

完
成

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

そ
し

て
、

論
文

作
成

に
協

力
し

て
下

さ
っ

た
総

合
学

習
担

当
の

先
生

方
、

図
書

館
司

書
の

先
生

方
、
家
族
に
感
謝
し
ま
す
。

 
 



おわりに 

 

「中学生の論文作成をどう手助けするか」。生徒諸君の論文に求めるように、このテキストのテーマを

疑問文で述べるとこうなる。これがメインタイトルだ。サブタイトルはどうだろう。「問いかけ、手渡し、

見守る」とでもしようか。 

論文を書くのは先生ではない。ましてや、みなさんが「書かされる」ものでもない。みなさんが「書

きたい」と思って書くから、論文は成立する。だからこそ、みなさんがなにを書きたいのかを、なんど

もなんども「問う」。そして、その答えに応じてたくさんの本を「手渡す」。そのあとといえば、先生方

は基本「見守る」しかないのである。もちろん、論文の体裁のため、論理的な文章のため、添削する場

合もある。しかし、それは些末な（とるにたらない）手助けだ。肝心なのはみなさんが自分の頭で資料

を愉快に読んで、考えて、ひたすら書く道のりにある。だれかがあなたの代わりに考えたり、考えたり、

書いたりはできないのだから。 

ときに、いま「愉快に読んで」と書いた。読書は本来楽しく愉快なものだ。たとえ本がやたらと難し

くて、苦労や努力が必要であったとしても、興味があれば、その難しさも苦労も努力も“愉快”なのだ。

信じられないかもしれない。しかし、本来「興味を持った学び」とはそうしたものだ。学校での一般的

な勉強とはそこが違う。大事なことを言う。「なんでやねん」では、「愉快にならない読書」はする必要

がない。それどころかかえって有害でさえある。「愉快な読書」から広がる学びの世界を知った者は、そ

の興味を核にして、雪だるま式に知識を増大させる。しかも、その知識は試験が済んだら剥がれ落ちて

しまうような脆弱なものではない。あなたの脳細胞の中に深く根を張り巡らせた、本物の知識（教養）

になる。 

 

ときに、以下にこのテキストが生まれた経緯をまとめておく。清教学園で総合学習が開始されたのが

2002年だ。その後、本格的に図書館を使った卒業研究が始まったのが 2007年であった。以来 16年間に

わたってこの授業では、「どんなテーマで研究が行われたか」の記録が蓄積され続けている。現在この授

業に参加した生徒は 3328名を数える。 

そうした歴史のなか、このような冊子体のテキストが以前も作られてきた。はじめに作成されたのが

『卒業研究の手引き 2010』であり、2016 年まで毎年改訂が加えられて発行されてきた。しかし、その

後、「絵本綴じ調べる学習」から「Word による論文」へとカリキュラムが変化するなかで、それまでの

テキストは使われなくなった。 

2022年、卒業論文「なんでやねん」の方向性が定まり、再びテキストを編集しようという機運が生ま

れた。執筆を担当したのは、総合学習を担当している片岡則夫、山﨑勇気、南百合絵のリブラリアの 3

名である。それぞれがそれまでに書いたプリントや授業のパワーポイントなどを持ち寄って整えた。こ

の 2024年度版は、2023年度版を見直し重複を除いたり、コラムを加えたりした小改訂である。 

 

さて、いうまでもなく卒業論文「なんでやねん」は、清教学園の教育課程の一部だ。それは「賜物を

生かす」という清教学園の目標のもとにある。学校図書館リブラリアを核としたこのカリキュラムは、

みなさんの主体的・探究的な学習の実現を指している。この機会を通じ自らの賜物（タラントン）を見

いだし、生涯にわたって生かしていくことを願ってやまない。 



オリジナルイラスト 

  

 

図版の引用 

片岡則夫（2021）『マイテーマの探し方：探究学習ってどうやるの』（ちくま Qブックス）筑摩書店 

片岡則夫（2001）『クックとタマ次郎の情報大航海術』リブリオ出版 
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